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　高校からの帰り道、大通りを逸それて進むと、錆さびついた遊具だらけの公園がある。

　そこは猫たちの溜まり場になっていて、彼らがじゃれあっているのを見るのが、僕の唯一の楽しみだった。

「よい、しょ」

　僕はいつものベンチに座って、遠巻きに猫たちを眺ながめていた。黒猫、白猫、茶虎に三毛、野良たちは思い思いに、彼らだけの満ち足りた空間を楽しんでいる。

　知らず、溜ため息いきがこぼれていた。ふと、このまま時間が止まればいいと、いや、いっそ今の穏おだやかな心地のまま──。

　──そんな願いを、どうやら、神様が聞いてくれたらしかった。

「安あ納のう辰たつ巳み」

　声は突然に、背後から、耳元で囁ささやかれた。

　僕は、振り返ろうとして、できなかった。

「呪のろうなら、この世に生まれた間違いを呪え」

　鋭するどい刃物で喉のどを掻かき切きられ、傷口は痛みよりもただ熱い。倒れかけた身体からだを支ささえられ、音がしないようそっとベンチに寝かされる。

　血のような夕焼けの逆光で、相手が見えない。

　赤い赤い光の中、僕は〝二度目の死〟に際し、一度目の死を思い返す。





　　　　◇◇◇◇◇






『はじめまして、安納辰巳君。私は、君のお祖じ父いさんの遣つかいの者だ』




　七年前、僕が八歳の時、雪の降り積もった寒い日のことだ。

　祖母の葬式に、高級な喪服を着たイタリア人がやってきた。

　彼は、僕がなぜ金色の髪と青い瞳ひとみをしているのか、祖母の、写真の一枚もない〝夫〟が誰だれだったのかなど、親切に教えてくれた。

　僕の祖父は、イタリアのシチリア島を根城とするマフィアの、伝説的なゴッドファーザーなのだという。若き日に旅行で訪れた祖母と知り合い、当時はまだ下っぱの構成員だった祖父の素性も知らぬまま、一ひと時ときの熱烈な恋に落ち……その結果母が生まれ、僕がここにいる。

『ドンは生涯君と関わるつもりはなかったが、そうも言っていられない状況になってね。いや、実に不運なことインフエリチタだった』

　買い物帰りの祖母が、路地で冷たくなって見つかる数日前、シチリアのドンも体調を大きく崩していた。

　ドンは辣らつ腕わんを奮ふるい組織を拡大した傑けつ物ぶつだったが、病やまいで身体と心を乱し……〝最も情熱的に愛した女〟の忘れ形見が気にかかり、これまで『平へい穏おんに生きて欲しい』との思いから近寄ろうとしなかった極東の島国に、遣いをよこしたのだという。

『状況は把は握あくしている。ドンの立場上、君と直接関わるのは多くの問題を招まねくため、私が今日から君の後見人となる。残念だが、ここに拒否権は存在しない』

　両親を交通事故で亡くしており、身寄りのなかった僕は、祖母の葬式の日にマフィアの庇ひ護ご下かに入ることが決まった。

　つまり、安納辰巳はそうして一度、死んだのだ。




　祖母と住んでいた家を引き払い、僕は高層マンションの最上階に引っ越し、夜毎様々なことを学習させられた。

　一口に言うならば【歴史】と【手口】だ。マフィアの思想、在あり方かた、技術、手法……そういうものを、これまで積み上げてきた常識より優先するものとして刻きざみ込こまれる。

『ドンは、君を決して闇やみに巻き込まないと考えておられた。最初はね』

　病に倒れたドンは、ファミリーの今後について考えた。彼らが住まう世界では、『血』の継けい承しよう、偉大なる人物の続きであるという証あかしがものを言う。ドンの家族は事故や抗争で失われ、唯一残っているのが当時八歳だった僕と、そして、生まれたばかりの孫娘だけだったという。

　幾いく人にんもの名医が手を尽つくしドンの体調は小しよう康こう状じよう態たいにまで持ち直したが、その決定は撤回されはしなかった。

　思い出したくもない、けれど忘れられない七年間が過すぎる。僕の血と四し肢しには、人を屈くつ服ぷくさせる方法が染しみ込こんでいく。

『ドンの命が尽きる前、次の誕生日には正式な継承を済すませていただきたい。その為ために必要なものは、実際の経験も含ふくめて学んでもらったからね』

　淡々と突きつけられた宣告を、頷うなずいて受け入れる。反論を飲み込むことにも、とっくの昔に慣なれきっている。

　そんな折おりだった。僕が、猫の公園を見つけたのは。




　カモフラージュで通っているだけだった高校からの帰り道、大通りから逸れた路地に、駆けていく猫の背中を僕は見た。

　……その姿に、祖母と小さな家に住んでいたころ、縁えん側がわに来ていた猫を思い出した。

　自然と僕の足は、それを追って動いていた。角を一つ曲がり、二つ曲がり……その先に公園があり、そして、彼女がいた。

『ん～、にゃぁ～～ん』

　鮮あざやかな菫すみれの、花の紋様をあしらった着物を着た女の人だった。彼女は赤錆びたベンチに腰掛け、膝ひざの上で香こう箱ばこ座ずわりをしている猫のあごをうりうりと掻いていた。その腿ももにも、左右別の猫がもたれかかっている。

　そんな様子が無性に羨うらやましくて、公園に一歩踏み込む。

『……あ』

　じゃり、と音が鳴った瞬間、猫たちは一いつ斉せいに反応し、離れた位置の砂場まで逃げてしまった。全員が警戒するように、僕を睨にらんでいる。何と謝っていいのかもわからず、僕は背中を向けて去っていこうとしたところで、『ねえ』と女性が口を開いた。

『こっち来れば。見るだけなら、大丈夫だと思うよ』

　断らなかったのは、結局、はねのける気力もなかったからだと思う。僕はその人の隣となりに座る。離れた場所にもかかわらず、猫たちは今にも駆け出しそうな姿勢になった。

『見すぎちゃだめ。目は合わせないで。意識も集中させないの』

　言われた通りにすると、視界の端はしに映っている猫たちが、やがて警戒を解いて、砂場で遊び始めた。──腹の底から、安あん堵どの吐息が漏もれた。

『邪魔をして、すみません』

『なんの。お邪魔をしてるのは、こっちのほうさ』

　女の人は、よくわからないことを言って、『いしし』と笑った。僕は五分ほどその場にいて、それから帰った。




　その人とは、その後何度か出くわした。

　彼女にじゃれている猫たちが、僕が来るとすぐ逃げる。『やっぱり寂さびしい？』と聞かれ、同じ場所にいられるだけで十分ですと答えると、彼女は『殊しゆ勝しようだねえ』と笑う。

『わかるけどさ。自分が関わることで、何かが壊れるよりずっといい、っていう気持ちはさ』

　その言葉が噓うそではないとわかったのは、教育の成果だった。表情、随ずい意い筋きんの動き、言葉のトーン。自分と同じ考えをしてくれている、という喜びと、本来わかってはいけないところまで勝手に覗のぞき込こんでしまったことに対する嫌けん悪お感かんがない交まぜになって、うまく喋しやべれない。

　女の人の、黒と栗色の混ざった瞳が僕を見た。

『君は、色々なことを我慢しているね』

　彼女の指した先には、プールに投げ入れられ、水みず浸びたしになった僕の鞄かばんがある。

『できることも、したいこともあるだろうに。何な故ぜ、それをやらないのかな』

『嫌、なんです。居場所が、なくなるのが』

　口をついて出たのは、僕自身さえ、それまで一度も形にしたことのなかった、きっと、心の底からの本音だった。

『意地、なんだと思います。できるとしても、そんなことをしてやるもんか、っていう』

　思春期の、よくある反抗のような……それでも僕が自分で取り決めた、たった一つのことだった。女の人は『そっか』とだけ言った。

　彼女は立ち上がり、大きく伸びをして、もう一つ聞いてきた。

『君、死にたい？』

『はい、たまに』

　桜さくら吹雪ふぶきの道を遠ざかる、背中を見送ったのが最後だった。

　公園に来るたびに背を探すも、彼女とはそれっきり会うことはなく──過去をなぞる走そう馬ま燈とうの風景は急速に、血ち塗まみれの現実に帰るように赤く赤く塗ぬり潰つぶされ──。





　　　　　　　　『やあ、ひさしぶり』






　──とうに散った桜吹雪の中、記憶の彼女が振り返って、僕の知らないことを言った。

『まあ、こういう末まつ路ろに行き着くとは、出会った時からわかっていたのさ。何しろ君の運命ってば、赤黒い、血の壁みたいなどん詰づまりだった』

　走馬燈の記憶、桜吹雪の公園と、今の現実、血塗れの夕暮れが重なっている。

　ああ、死に際の幻覚だ。絶対に見えるはずのないもの──ベンチに横たわり首から血を流している自分と、端たん末まつを取り出して、どこかに連絡をしている人物……暗殺者を見て、その会話を聞いている。

「はい。問題はありません。レニーが育成を進めていた少年は始末しました。後こう継けいは、ファミリーを最も支えたドンの片腕である貴方あなたです、フェリポ」

『支配権の奪い合い──君がそこに座っていたら困る誰かが、そこからどかせるように取とり計はからった、か。どこでも似たようなものだね、人のやることは』

　猫のお姉さんは、うんざりしたふうに首を振る。

『さて、何て言うべきかな。君が君の、不本意に押しつけられた大っ嫌いな技能を、使わずにすんでおめでとう？　それとも──くだらない生涯から、いち抜けできておめでとうかな？』

　にやにや笑いは明らかに、特定の反応を期待している。

　……まあ、構わないだろう。

　死に際の幻覚の中でくらい、本当に思っていることを言ったって。

「──これで終わりは、いやだなあ。本当は、ちゃんと……おばあちゃんと二人きりだった時みたいな、のどかで、やさしい生活をしたかった」

『はい、言ったね』

　猫のお姉さんが、ぱちん、と指を弾はじいた。

　瞬間、僕と彼女以外のすべてが、七色に輝く光の渦うずに飲まれた。

『君が口にした迂う闊かつな願い、確かに聞きき遂とげた。ではでは、運が良ければ行ってらっしゃい──君が君らしくあれるかもしれない、新たなる運命の地に』

　笑顔で手を振られ、そして一瞬で彼方かなたまで遠ざかる。

　わけもわからぬまま、僕は今までとまったく違う別の『流れ』に翻ほん弄ろうされて──。

　──地面に、思い切り叩たたきつけられていた。





　　　　◇◇◇◇◇






　何が起こっているのかわからない。落下の衝撃は背中から全身に伝達したようで、満足に手足も動かせない。それでも、かろうじてぼやける視界から情報を拾ひろう。

　いつの間にか、僕がいるのは猫の公園ではなくなっていた。寺や社やしろの趣おもむき──何がしかの存在を祀まつっているらしき洞ほらにいること、丁てい寧ねいに敷しき詰つめられた、草の祭壇のようなものの上にいること。

（──なんだ、これ）

　これも、死に際の幻覚の続き……なのだろうか。

　湿しめった空気、苔こけの匂におい、頭上の刳くり貫ぬかれるように開いた天井から落ちてくる細かな破は片へんが頭にぶつかる刺激と、差し込む陽ひの眩まぶしさが痛い。

　込み上げてくるものを抑おさえきれず、血を吐はいた。僕の喉は、依い然ぜん、ばっくりと裂さけている。

（……まあ、何が、どうなってるとしても……）

　これから起こることは何一つ変わっていない。

　安納辰巳はまもなく死ぬ。世界一の名医がいたとして、手の施ほどこしようなどないだろう。いや、それ以前に、僕なんかを生かしたところで──。

　──思考を中断させたのは、何かがどさどさと、取り落とされた音だった。

「あなた……」

　静かに、しかし驚きが深く染みている声がした。

　焦しよう点てんの合わない眼球が捉とらえるのは、曖あい昧まいな輪郭線シルエツトだけだ。……誰かが、どうやら、そこにいる。

　声からして、幼い少女で背は小柄──突然に死にかけの人間なんて発見した動揺で、きっとこの後、すぐにも逃げ出すだろう。申し訳ないな、不吉なものを見せてしまって。

「……そうか。きっとこれが──わたしの運命、なのですね」

　予想は外れた。彼女は逃げず立ち止まり、深呼吸の吐息、それから、懐ふところから取り出された……鈴、だろうか。そういったものが鳴る、澄すんだ音がした。

「もし。わかりますか。少しだけ、我慢してください。そのまま、目を開けていて。耳を澄ませて、聞いていて」

　……え？

「あなたは助かります。これからわたしが、助けます」

　そうして、〝それ〟が始まる。僕は彼女に言われた通り、見て、聞いていた。不確かな目と胡う乱ろんな耳を、精一杯に集中して。

　始まったものは、舞と、唱うただった。縦横無尽に、広く自由に、横にした８の字を描えがくようにぐるりくるりと足取りは弾はずみ、喉を通り溢あふれるのは、僕の知らない言語、僕の知らない意味で表現される、伸びやかな祝福だった。

　僕は連想する。今行われているのはまるで、大地と共に生きることを選んだ民が、自然への畏い敬けいと礼らい賛さんを唱える……神に捧ささげる原始の儀式のようだ。

　足が地面を踏みしめて跳ぶ。口が生命を言こと祝ほぐ。鈴の音が彩いろを添そえる。身体が動けば拍手を送りたかった感動は、しかし、驚きで塗り替えられた。

（……な……!?）

　彼女が描く、舞踊の軌跡……横８の字の中心に、それがあった。

　ここに訪れた時、僕を見て取り落としていたらしい木き籠かご……ひっくり返っていたそれが、下から持ち上げられた。

　籠の下で、植物が育っていた。

（ありえない……）

　常識を総動員しても、マトモな理解も分析もできない。まるで早回しのビデオみたいに、植物が芽めを出し、幹みきを作り、木へと生育していく光景など。

　鈴を七度鳴らして、舞踊は終わった。その時にはもう、ついさっきまで影も形もなかったはずの大樹がそこにあって、まるで、彼女に対して拍手を送るように葉が鳴り、枝がしなり、何か、それなりに重いものが落ちた音がした。

「感謝します。この地に住まいます精霊よ」

　拾い上げたそれを持ち、彼女は祭壇に横たわる、死に体の僕の元へとやってきた。

　そして彼女は、どうやらそれを齧かじったらしい。僕はそろそろ目を開けているのも困難で、耳と、動作の気配でかろうじて行動を感じ取っている。音からして、林りん檎ごと桃を合わせたような、歯ごたえがありながら柔らかくもある肉質で、たっぷり水気を含んだ果実……丁寧に咀そ嚼しやくする雰囲気の後、小さくも温かな指が、僕の唇くちびるを割り開いていく。

「────ん」

　そこに彼女は、自らの唇を合わせてきた。

　甘みのある、ぬるりとした感触が口から口に移ってくる。次いで入ってきたのは彼女の舌で、口こう腔こう内ないに与えられた刺激が、流し込まれたものの嚥えん下かを促うながす。

　それが十回ほど繰り返された。よく嚙かみ砕くだき、ペースト状になったそれらがすっかり僕の腹に収まった時にはもう、明らかな変化が起こっている。

　目が見える。身体を起こし、動かせる腕で喉に触れる。そこには、横よこ一いち文もん字じに裂けた傷などない。僕は改めて、周囲の洞穴……自分が置かれている状況を見渡し、それからようやく、最初にすべきことをする。

「…………えっと。その、ありがとう」

「御無事でなによりです、天使さま」

　その娘は、不思議な呼び方をしてくる。褐かつ色しよくの肌、白しろ銀がねの髪、よく熟うれた蜜み柑かんのような橙だいだいの目。首には、紐で巻かれた鈴飾り。

「ヤーフィラ地ち界かいへの御光臨、心より歓迎申し上げます。天使さまの御世話は居合わせましたる迎むかえ人びとが御役目にて、わたしシーパ・アトゥルルルハに、これよりの所用一切をお申し付けくださいませ」

　──そうして。

　僕の命を救ってくれたらしい相手は丁寧に頭を下げて、それからはたと気付いたようにまばたきをした。

「失礼いたします」

　着ていた衣服の胸の部分をつまみ上げ、それでこちらの口元を拭ぬぐう。

　白いワンピースが血と涎よだれと果汁の混ざりあったものでべったりと汚れてしまうが、彼女はそのことを気にしたふうもなく、僕の顔だけを見て嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「おきれいになられました。もう大丈夫ですよ。では、参りましょう。これからのことについても、皆に説明せねばなりません」

　自分よりも背の低い少女に手を引かれ、血けつ痕こんや果樹を残したまま祭壇を離れる。土と岩の通路を抜けて外へ出て……外に踏み出した一歩目で、広がる景色に息を飲んだ。

　一面に広がる緑、広大な自然。

　山中の開けた広場から「あそこです」と指を差された山やま間あいに、小さな村が見えた。

「天使さま」

　振り返り、青空を背負いながら、少女が言う。

「わたしも、このあたりの生まれではありません。ずっと小さなころ、おじいさまに、砂の国で拾われたらしいのです」

　そこには気負いや噓がない。自然な、ありのままの気持ちを述のべている。

「けれど、毎日が満ち足りています。村の皆は優しくて、温かくて……ですから、天使さまも存分に、この世界で傷をお癒いやしくださいませ」

　心の底から、こちらを気遣い、幸福を願う声。

　それがじんわりと胸に染みる。繋つながれた手に、きゅっと力が籠こめられる。

「……天使さま、じゃありません。僕は、安納、辰巳です……アトゥルルルハ、さん」

「かしこまりました。では、地界にてすごす間、タツミさまとお呼びさせていただきます、天使さま。わたしのことは、どうぞシーパとお呼びください」

　……そういうことじゃないんだけど、とも伝えきれず、手を引かれて丘を下る。

　ここは何なのか、これから自分はどうなるのか、相変わらず全然わからないけれど、とりあえず、一つ気付いた。

　見渡す視界に壁はなく、空が青くて、どこまでも高い。

　ただそれだけのことが、泣きたくなるほど気持ちいい。
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　向こうの山から朝あさ陽ひが顔を出すより早く、あくびをしながら家を出た。

　まだ薄暗い夜気に冷えた道を歩いていくと、なだらかな傾斜の牧草地に、大きな真まっ白しろ毛玉がのそりのそりとしているのが見えてくる。

　ケモコヒツジの群れだ。

　デタラメに柔らかな羊毛を持つケモコヒツジは、危険を感じると毛の中に脚あしを引っ込める。そうして危機が去るのを待つか、あるいは、球状となった身体からだで斜面を転がって逃走する。山地の不安定な足場に独自の方法で適応した種であり、山の生活を支ささえる相棒として古くから人々に愛されている、のだとか。

「しかし、不思議な生き物だよなあ」

　焼きしめた草団子をもちりと齧かじり、放牧の様子を見守る。

　世の中には不思議な生き物がごまんといるとは知っていたが、それでも──自分が一ヶ月前までいた場所、地球にはあんなビックリヒツジはいなかっただろう。

「……おっと」

　草団子を口に放り込んで立ち上がる。

　虫か蛇へびにでも驚いたか、一頭の子羊が丸くなって斜面から転げ落ちていった。ああいうやんちゃを迎えに行くのが、今朝の仕事だ。

　斜面を下り、転がり落ちた子のそばに着いた。丸まった毛を撫なでて声をかける。

「大丈夫かい。脚や身体は痛めてないか？」

　ミヒヒヘ、とひと鳴きして、手足や顔が毛の中から現れた。僕のことを覚えてくれているらしいそいつは、手をぺろぺろと舐なめてくれた。

　大変なのはここからだった。今度はこっちが転げ落ちぬよう、草の斜面を慎重に進まねばならないし、ケモコの子は毛を擦こすり付つけるようにしてじゃれついてくるしで、すぐそこに見えている群れに戻すまでに五分はかかった。

「気をつけるんだよ。困ってても、いつも誰かが助けてくれるとは限らないからね」

　言葉をわかっているわけもないけれど、ケモコの子はまるで了承したように、ミヘヘヘヒ、とこちらの目を見て鳴いた。

　……問題は、このやり取りが傍はた目めには楽しげに見えてしまったらしいことだ。

　落ちて、連れ帰られて、撫でられる……それを真ま似ねしたがって斜面を転がるケモコの子を、五頭ほど迎えに行っては戻しをする羽目になった。

　ようやく一段落つくころにはもう大方陽が昇っていて、見張り役の定位置で腰を下ろし、「ぶはあ」と荒い呼吸を繰り返して汗を拭ぬぐう。

「早く慣なれないとなあ。……村に置いてもらってる、居い候そうろうの身の上としても」

　うん、と気合を入れ直した時、山向こうから来ていた陽がその下弦まで現れる──そして、村の方角から鐘かねの音が聞こえた。

　呼び出しの合図、つまり、朝のお勤つとめ終了だ。

　ケモコたちがぞろぞろと、自分で所定の場所へ戻っていくのを見ながら帰路につく。ほどなく村に着き、売店兼朝仕事を終えた人たちの為ための共同大食堂に向かう。軽く身体をはたいて草の切れ端や土を落とし、正面の入り口をくぐる。

「あー、タツー！　ねえどうだったケモコ、毛ぇどんぐらいふくらんでたー!?　はやく刈かりたいかーりーたーいー！」

「おう坊ぼう主ず、今朝もお勤めゴクローさん！　疲れとるな、顔に出とるぞ！」

「タッちゃん、後でもいいから、洗濯物はいつもんとこに出しといてねー」

「おうタツよ、今日の仕事は、ちくと山に入へえるでな。籠かご持もちしてくれや」

　いっぺんに話しかけられ困惑していたところ、厨ちゆう房ぼうから大皿に盛られた料理を運ぶ、エプロン姿の彼女が現れた。

「だめですよ、みなさま。見てください、タツミくんのこの顔、おなかに添そえたおててを。おはなしは、ごはんを食べながらにいたしましょう」

　配はい膳ぜんしながら割り込む注意に、押し寄せてきていたあれこれが止まる。「おっかねえおっかねえ」と老人が肩を揺らす。ケモコの毛を刈りたがっていた幼女のルーが、「はーい、おかあさん！」とけらけら笑って席につく。

「今朝もおつかれさまです、タツミくん。今朝はタツミくんの大好きなアンゴロモロコシのスープですよ。まごころをこめてこねこねいたしましたので、たくさんおかわりしてくださいね。と、ごはんの前には手をきれいにしておきませんと」

　おしぼりで手をごしごしと拭ふかれる。

　運動で火ほ照てっていた身体にその冷たさは心地好く、「ふわぁ……」と空気が抜けるような声が出てしまう。

「ありがとう、シーパ」

「どういたしまして」

　包容力ある微笑ほほえみを真正面から受け止めて、目を逸そらすこともない。……いや、彼女のこういうところに、僕も大概慣れたものだなあ。
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　早いもので、僕がこちらの世界に来てから一月がすぎた。

　山間の集落、ミハテ村での生活にも馴な染じみはじめた、と思う。新入りに与えられる仕事は日によってまちまちで、都つ度ど人手を欲するところへ引っ張られるのが恒例だが、今日は朝に食堂で約束した通り、山菜採とりの荷物持ちとなった。

　手て鎌がまと鉈なたで藪やぶを開いて進むトラタさんの背にどうにかついていく。山菜は刈る傍そばから、僕の背籠に放り込まれていく。

「ええ収穫だ。山を下りたら酒場に持ち込むとしよう。お前が言うとったアレ、テムプーラを試ためしてみるのもよさそうだ。……うっし。ちと休むか」

　草を払った一角にどっかり座り込むと、疲れがどっと押し寄せてきた。こちらが息もきれぎれな様子を見て「かかか」と愉ゆ快かい気げに笑われる。

「筋は悪かねえ。後は慣れと要領だぁな。しっかりせぇよタツ、この老いぼれより先にバテとるようじゃあ、シーパはやれんぞ？」

「──二つほどいいです？」

　木製の水筒から水を飲んで、それから言う。

「一つ。シーパとはそういうんじゃありませんし、二つ、とてもじゃないけどあなたは老いぼれになんて見えませんよ、トラタさん」

「っは、世せ辞じが上う手まいのぉ坊主！　あとよ、かしこまった呼び方はやめえ！　おんなじ家でおんなじ風呂に入っとるっちゅうのに、むずっ痒かゆくてかなわんわ！」

　トラタ・タトラ・ラタト──通称、トラ爺じい。

　この人こそ、ミハテ村の長おさであり、シーパを拾った育ての親だ。そして、シーパに連れられてやってきた、身元不明の不審者である僕を村に置くこと、自分の家に居候することまで許してくれた大恩人でもある。

　年齢は今年で六十七というが、茶色の髪に混じる白髪しらがはそう目立つ本数ではないし、顔の皺しわもそんなにはない。精神のほうも実に若く、ぶらりと旅に出てはいつも山ほどの土産みやげを持って帰るし、郵便屋が訪れる度たび、山のように女性のものらしい手紙が届いている。……一体出先で何をやっているのだろうか。

「──あ、さて。ちょい、近ちこうよれや、タツ」

　切り株に座っていたトラ爺が、自分の隣となりを叩く。「はぁ」と御指名の席に移ったところ、唐とう突とつに肩を組まれた。

「で。どうだ最近」

「そうですね、不慣れなことはまだ多いですが、これからも──」

「だぁぁ違う違う。タツがしっかりがんばっとるのなんざ、村中が知っとるわ。そういうことでなくてだな」

「というと」

「おほーっ、さては、ワシの口から言わせたいか？　しょうがないのお！」

　トラ爺はたっぷりと間を置き、じっくりと勿もつ体たいつけて真顔で言った。

「もうチューとかした？」

「すみません、大恩人ですが言いますね。……ボケました？」

「ボケとらんもーん！　純粋なワクワクじゃもーん！」

　否定はされたが、色ボケなのは確実である。眼まな差ざしがピュアなほどこちらは辛つらい。

「だってだってじゃぞ？　可愛かわいい娘がじゃな、ある日突然『この子をうちに住ませたいのです。面倒は全部わたしが見るのです』と連れてきた若者が、感心な働き者で孝行者とくれば、期待しちゃうじゃろ？」

　正しくは『この方は、山中で行き倒れておられました。過去についても思い出せないご様子なのです。捨て置いてしまうのは、ミハテさまの教えに誓ちかってありえません、おじいさま』だ。

「のお、タツ。あれは優しい子じゃが、怖がりでな。村の誰とも分けへだてなく接しながら、これまで誰にも、本当に心を預あずけはせんかった。一本、己おのれで線引きしておった」

　表情からはふざけた感じが消えていて、トラ爺は視線を遠くに投げている。

「歓迎するに決まっとろう。お前が何ど処こから来よった誰だろうと、可愛い娘が初めてああまで心を許しとる相手を、誰が追い返せようものか」

　柔らかい笑みには、喜びと同時に寂しさも混じる。

「タツミ・アノウ。若者同士に何があったかと、首を突っ込む野や暮ぼもないが……くれぐれも、あの子を泣かしてくれるなよ？」

「はい。シーパがいないと、僕は今、この世にいませんから」

　トラ爺は満足そうに頷うなずく。籠も埋まって下山するかとなったが、僕は『寄りたいところがある』と頭を下げる。その瞬間のトラ爺の、にんまりとした顔といったら。

「どんと行け！　お願いさっそく実践してくれおって、おじいちゃんうれしい！」

「何回でも言いますけれど、本当、そういうんじゃありませんからね？」

　獣けもの道みちを引き返し、山道に戻ってトラ爺と別れた。荷物を背負っての山歩きは足腰の鍛たん錬れんになる。僕は山のさらに上へ……一ヶ月前に下った順路を逆に辿たどっていく。

　そうして、あの丘に行きついた。生おい茂しげる木々にカモフラージュされ、下からは見つけられず、近くまで行かねばわからない岩壁の洞どう窟くつの奥へと進む。

　そこでは彼女が、あの時やろうとしていたことを正しく行っている最中だった。

　御お供そなえの献けん上じようと、祭壇の間の清掃……あの時は気付かなかったが、ここの壁面には、岩壁と一体化するようにして彫ほられた、半身の女神像が存在している。彼女はそれを、木製のハシゴを使って、丁てい寧ねいに磨みがいていた。

「シーパ」

　腰のあたりを磨いていたシーパが振り向く。慌てたふうな様子が見て取れた。丁寧にハシゴを下りると、こちらに小走りに駆けてきて……それから、深々頭を下げる。

「お出迎えもせず、申し訳ございません、天使さま。シーパ・アトゥルルルハに御用でしょうか。なんなりとお申し付けくださいませ」

「……えっと、じゃあ、とりあえずなんだけど……僕『天使さま』じゃないからさ、村にいる時みたいに普通にしてくれたら、助かる」

　今回も僕の訴うつたえは彼女に届かず、首をかしげられるばかりであった。
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　シーパから引き継いだ女神像磨きの仕事を終えて、二人で休憩に入った。

「はい、これ」

　壁際に並んで座り、来る途中に採った果実を渡す。子供の手にすっぽり収まるサイズ。つるりとした桃色の薄皮を剝むいてかぶりつくと、弾力のある食感はさながら葡ぶ萄どうと柿かきを足したようで、さらりとした甘みとたっぷりの水気が喉のどを潤うるおしてくれる。

「さすがです、天使さま。これほどまんまるく実ったロップロの実、わたしも初めて味わいました。やはり、天使さまの行く道には、運命神の加か護ごのあるものかと」

「いや、普通に歩いててたまたま見つけただけなんだけど……」

「ご謙けん遜そんなさらずとも。天使さまはそも、運命神の導きによってヤーフィラ地界におられます。幸さち多おおきことは当然なのです」

〝天使さま〟。それに、〝運命神〟。

　シーパ曰いわく、彼女たちの信じる神々の物語には、僕のように【神に導かれ、異世界から訪れる存在】のことが記しるされているらしかった。

　ヤーフィラ地界──人々が住まう大地へとやってきた天使は、自らをそういうものであるとは決して認めないのだという。奇くしくも、二人きりになる度にかしこまってしまうシーパに対して毎度する『本当にそういうんじゃないんだよ』という説明は、彼女にとって『この方は本物の天使だ』との認識を強める結果になってしまっている。

「天使さまは、その身と心に深き傷を負ったもの。ゆえにこそ、地界へと癒いやしに降りてこられるものであると、わたしは知っております」

　彼女は、僕の胸に手を添えてくる。

「わたしは確かに目にいたしました。……運命神の祭壇に御光臨なされましたあなたの、痛みを、苦しみを、悲しみを。ですから──」

　しあわせになっていただきたいと感じたのです、と敬けい虔けんな少女は言い切った。

「あの時お助けできて、良かった。訪れた天使さまを助けることができなかった話も、多く伝わっておりますので」

「──お助け、か」

　ちら、と視線をやる。今は何もない祭壇の間の一角だが、僕は見たし、知っている。

　伸びやかに枝を広げる大樹と、首を垂たれるようにしなる枝、そして──この世のものとは思えないほど甘美だった、あの果実を。

　さすった首には、綺麗さっぱり傷はない。果実の大樹と同じように。

「シーパ。あれは……あの時の木と、果物は──」

「お優しき天使さま」

　言葉を遮さえぎられる。それ以上聞かないで欲しい、という意志を、かすかに感じた。

「もしかしたらあなたは、自分がずるをしていると、そのように思っておられるかもしれません。僭せん越えつながら申しあげますと、それは違うのです。わたしが、あなたに、笑っていただきたいだけなのです」

　ばつが悪くて、目を逸らした。

　その先にあるのは、先程この手で頭のてっぺんまで磨いた、岩壁の女神像だ。

　運命神ミハテ……シーパが信仰する神様の似に姿すがたは、僕にとって、初めて見たのに見覚えのあるものだった。

「──随ずい分ぶん、真面目な表情だ。そういう顔、初めて見ましたよ。猫のお姉さん」

　気付いた時は驚いて、トラ爺やシーパにこの世界の神話『神かむ去さり』について聞かされてからは、少しだけ合点がいった。

　地界に理ことわりを布しき、自らの役目を終えた神々は、その場所を人々に明け渡して去っていった。ヤーフィラの外たる地へと移ったとも、神のみが住まう領域へ帰ったともいう。……そのうちの一ひと柱はしらは、地球という世界で、人に混じって気ままにすごしていたわけだ。

「天使さま」

　褐かつ色しよくの肌、望もち月づきの髪、橙だいだいの目……自分よりも年下の少女が、ふいに、手を握にぎってきた。

「シーパは、あなたの迎むかえ人びと足りておりますでしょうか。ヤーフィラ地界は、その痛みを癒す安らぎを、与えられておりますでしょうか」

　伝承では、休養をすごした後、天使は自身を遣つかわした神に地界での体験を報告し、その結果次第で神は再び地界へ戻り、加護をもたらしてくれるのだという。

　だからこそ『天使さま』はもてなされる。それは天使の光臨を目撃した迎人の役割だ。そして、天使がありのままの地界の様子を知るために、天使が天使であることを迎人は他の者に決して喋しやべってはならない。

　つまり、シーパのこうした態度も、ある種の義務や責務としてのものなのだろう。トラ爺が言っていた『心を許している』というのは、本当の意味のそれではない。

　肩書に対しての一方的な敬けい服ふく……その感覚は僕に、苦いものを思い出させそうになる。

　しかし、十分だ。そうしたものを差し引いたとして、僕の答えは決まっている。

「楽しいよ。こんな時間がすごせるなんて、思ってもみなかった」

　のどかで、やさしい生活。誰かを蹴け落おとすだの、争って傷つけるだのなんて、考えなくてもいい平穏な日々。

　不満なんてあるものか。僕はずっと、何の変へん哲てつもない、普通の生活がしたかった。

「……うん。もしもまた会う日が来たら、あの人にも、包み隠さず伝えられる。僕は、この世界に来られてよかったよ、シーパ」

　失敗があるとしたら、そんなふうに言ってしまったことだ。

　まるで伝承の天使さまみたいなことをうかつに口にしたせいで、感極まったシーパを張り切らせてしまった。帰り道では僕の受け持ちである背籠まで奪われそうになり「今晩の湯ではお背中をお流しさせていただきます」とぐいぐい来るのも丁重に断った。

　明日もまた穏おだやかな日であって欲しいと、ささやかな祈りを運命の女神に捧ささげる。真っ赤な夕焼けの坂を、二人で下って村へと帰る。

　──僕は、本物の天使なんかじゃない。前の世界でつまらないいざこざに巻き込まれて死んだ、普通の人間、安あ納のう辰たつ巳みでしかない。

　それでも、と思う。

　僕は、僕のできる限りに、この平穏が続く努力を惜おしむことはないだろう。
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　山から下りた僕たちに、最初に伝わったのは足裏への震動だった。それから音が耳に届き、次に、その姿を見る。

　白い波が押し寄せてきていた。

「な……!?」

　その波は、いくつも重なる「ミメヘヘヘ」という鳴き声を伴ともなっている。

　ケモコヒツジだ。この時間、牧場でのんびりしているはずのケモコたちが、餌えさ場ばでもない村の反対側に、柵さくを越えて走ってきた。

「天使さま、これは……ひゃっ」

　ケモコにぶつかり、シーパが尻しり餅もちをついた。気質の穏やかなケモコがこんなにも（人を避よけられずぶつかるくらいに）慌てて、それも手足を引っ込めて坂を転がるでもなく隠れるでもなく、平地を走って遠ざかるなんて普通じゃない。

「……様子を見てこなきゃ」

　こけた彼女を立ち上がらせて、その目を見る。

「シーパは、逃げてるケモコたちを落ち着かせにいってあげて」

「わかりました。天使さまよりのご命令、努つとめさせていただきます」

　お辞儀をし、シーパはケモコたちを追っていく。彼女は幼く身体も小さいが、毎日の務めである山の神殿への参拝のおかげで健脚、あっという間に遠ざかる。ただし、本来ケモコを集めるための指笛がめっぽうヘタで（かひゅかひゅと掠かすれた音しか出せず、子供たちにけらけら笑われていた）、戻ってくるまで結構な時間がかかるだろう。

「──さて」

　村の中へと歩いていく。シーパを避難させてよかった、とすぐに思う。

　切り出した木で作られた子供たちの遊具が、ばらばらになって崩れている。畑仕事で渇いた喉を潤す果樹の生なっていた木は、熟うれた実を自分の幹で圧おし潰つぶしている。

　今朝も皆でごはんを食べた食堂は、上半分が無くなっていた。

「繰り返すが。我々も乱暴な真似をしたいわけじゃあないんだよ」

　不自然な人だかりができていたので、騒ぎの中心はすぐにわかった。

　人垣に混ざり、声の主を確認する。村人が遠巻きに見ていたのは──白銀の甲かつ冑ちゆうを纏まとった……そう、騎士だった。

　五人の騎士たちが、険しい顔のトラ爺と向かい合っている。

「タ、タツ……」

　白に黄の色が混じった髪の女の子が、泣なき濡ぬれた声で僕の服の裾すそを引いてきた。その頭を優しく撫でると、彼女は不安を吐き出すようにズボンにしがみついてくる。

「ルー、何があったんだい？　あの人たちは？」

「わか……んない……ルーたちが、あそんでたら、おっきな声がして……ミヤコから来たって、むりやり、村の中に入って、それから、ぴかって光って、食堂も、っひぐ、ケモコのおうちも……」

　涙声の説明は要領を得ない。……それでも、今どうすべきかは理解できた。

「そっか。大丈夫、ここは大人の人たちが見てるから、ルーは下の子を連れて……向こうの倉庫で、おっかない人たちがいなくなるまでかくれんぼだ。いいかい？」

　しゃがみ込み、目線を合わせて頼む。彼女はこくんと頷いて、他の子供たちを連れていってくれた。人垣の隙すき間まから改めて様子を窺うかがう。

「ラスノの剣は国がため、帝王がために振るわれる貴たつとき武力だ。酒場の酔すい客きやくめいた戯たわむれを行う暇ひまなどないのでね」

　五人の騎士のうち、トラ爺と喋っているのは、兜かぶとを被らず唯一素顔をさらしている、赤髪の美青年だった。甲冑には一人だけマントをつけており、左右の四人を従えている雰囲気がある。

　トラ爺が、感情を必死に押し留めている表情で、マントの騎士に返答した。

「暇がない、ですか。ええ、剣帝の寵ちよう愛あいを受けし都が娯楽で満ちておる話は、田舎いなかにも届いております。今日はこちらの品評会、明日はあちらの舞踏会──貴方あなた様ほどの身分ともなれば、死ぬまで暇を潰す暇が足りんでしょうな、大領主様」

　左右に控ひかえる四騎士のうち、二人が動いた。閃ひらめく刀身は左右からトラ爺の首筋に添えられ、そこから垂れた二筋の血が襟えりの中へ流れていく。

　村の人たちがざわつきかけるも、トラ爺が「騒ぐな」と発して制止する。その様子に赤髪の騎士は「懸けん命めいだ」と頷く。

「誤解なきよう。我々は君たちに敬意を抱いている。イスサナ帝国隷れい領りよう地ちの民が一丸となり、剣帝への崇すう敬けいと献上を欠かさぬおかげで、都は幸福に満ちているのだから」

　身動きの取れないトラ爺に赤髪が歩み寄り、無遠慮に顎あごを触る。

「安心したまえ、御老体。いたずらに傷つけはしない。そんなことをしたら、生産性が落ちるからね。《技法アビリテイ》所有者が誰一人いない村に脅きよう威いと呼べる者などいないし、僕はケモコウールの寝具が好みでね」

　トラ爺の首に添えられていた剣が引かれる。赤髪はトラ爺から視線を外し、成なり行ゆきを見ている村民全員をねめつけるように視線を流す。

「一月ほど前、この土地で霊れい脈みやくの異常活性が観測された。我々はそれを引き起こした者を探している。隷領民の焦こがれて止まぬ、帝都の籍を与える、誉ほまれ高き目的で」

「──近く、祝祭の日取りだったな。大領主は宴うたげに向けて、剣帝と神獣のご機嫌伺うかがいに必死というわけか」

「国こく是ぜだよ、蛮人。政まつりも知らぬ連中は羨うらやましいね。ただ土を耕たがやし山に分け入り、羊の世話で完結する世界というのは、どんなに気楽な風景なのかな」

　赤髪が手を打つと、四人の騎士が剣を両手に持ち、切っ先を空へと向ける。

　……すると、どうだ。その刀身にそれぞれ、不可解な現象が起こった。

　ある剣は、眩まばゆい光に包まれる。ある剣は、水と炎の螺ら旋せんを纏う。ある剣は地面から持ち上がった土を鎧よろい、ある剣は刃やいばの形が釘くぎのように変化した。

「──なんだ、あれ……」

　正体不明の現象に、茫ぼう然ぜんとしているのは僕だけだった。

　村の皆やトラ爺は、騎士たちの剣が妙みようなことになったのに驚きこそしていたが、それは未知の恐怖に対してではなく、既知の脅威に抱く戦せん慄りつに見えた。

「尋ね人を最初に教えた者に、ラスノ家当主ファルファ・レプテが褒美を取らせる。誰も口を開かぬならば──もう一度、大領主の義務を行使せねばなるまいね」

　人垣のそこかしこで、「ひっ」と引ひき攣つった声が上がる。僕は村の風景を思い出す。

　ばらばらになった子供たちの遊具。無残に倒された村の守り木。半壊した大食堂。柵の無くなったケモコ牧場が、さっきからずっと視界に入っている。

「おや」

　ファルファと名乗った赤髪の騎士の目と声が、自分に向けられていると気付くのに少し遅れた。人垣を作っていた村の人たちが後ずさっており、結果、立ち止まっていた僕だけが浮くかたちになっていたらしい。

「何だい、君。言いたいことでもあるのかな？」

「領主様、そいつは」

　口を開こうとした矢先に、トラ爺が突然ぶっ飛んだ。

　……何が起こったのか、わからない。僕が観測できたのは、ファルファがトラ爺に対してそっと手を突き出した、それだけだ。実際に触れてもいないし、人があんな、ごろごろ転がされるような速度でもなかったのに。

「ああ悪い、いたずらに傷つけないと言っていたっけな。だが、仕方がないのだ。隷領の民が騎士の言葉を遮るなど、剣帝への侮ぶ辱じよくも同然なのだから」

「トラ爺！」「村長！」「じっちゃん！」と村の皆が駆け寄っていく。本当なら僕もそうしたい。なのに、騎士の目が僕の移動を許さない。一歩でも動こうものならただではすまないと、その気配が言っている。

「さて、もう一度尋ねるが──言いたいことがあるなら、聞かせてくれるかな？」

「それは、僕だ」

「──は？」

「その、レイミャクがどうとか、って言うのなら。僕がやったこと、だと思う」

　一月前にあった異常なら──安納辰巳が、違う世界からやってきたという以上のものはないだろう。どういう目的か知らないが、僕一人の連行ですむなら安いものだし……何の縁えんもゆかりもない僕を受け入れてくれた人たちを、面倒に巻き込めない。

「……ほう」

　ファルファの目つきが変わる。僕の頭から足先までを観察している。

「シュヴィスタ。鑑定を」

　ファルファが言うと、右端にいた兜の騎士が剣を収める。代わりに逆側の腰に差していた短い杖つえを僕にかざし、先端を下にしてこちらの足元へ突き立てるように投げた。

　……投げて、それだけだ。兜の騎士は首を振り、何事かをファルファに耳打ちした。

「面白いこともあるものだな」

　ふ、と表情を綻ほころばせたファルファが、馴なれ馴なれしく僕の肩に手を置いてくる。

「貴君に敬意を表す。誰かを庇かばうために自らの命を賭とすことは、誰にでもできる行いではない。いや、いいものを見せてもらった」

　……何か、すれ違いが起こっている。ファルファは依然肩をぽんぽん叩いてきていて、僕は改めて口を開こうとして、思い切り頰ほおを殴なぐりつけられて体勢を崩した。

「それ以上に不愉快だがな。聖なる行為に貴き賤せんなし、などとでも思い違ったか、隷領民。どのような意図であろうと、貴様は真実を隠いん蔽ぺいし、偉大なる剣帝に唾つばしたのだ。そも、騎士の眼を欺あざむける節穴であると侮あなどったことから度どし難がたい」

「そんな……僕は……」

「鑑定結果、《技法アビリテイ》の使用痕こん跡せきなし。さがれ下げ賤せんが、貴様は無力な只ただ人びとだ」

　それ以上の反論を、許されもしなかった。

　心の底からの嫌けん悪おの眼差しと共に、頭に手がかざされる。まずいと思った次の瞬間、トラ爺を襲ったのとおそらく同じ衝撃を頭に食らい──。

「……何？」

　──ただ、吹っ飛ばされてやるものか。

　来るとわかっていたから踏ん張れた。脳天に受ける重く鈍にぶい力、目の前がちかちかする、しかし意識までは飛ばないように歯を食い縛り、踏み止まる。

「知ったふうな口を利くなよ。ただ普通に、平穏に生きることが、どれだけ貴重か、知りもしないで」

　とにかく腹立たしかった。こいつに自分が何を踏ふみ躙にじったのかをわからせたくて、拳こぶしを握りしめ……しかし、振り上げられぬまま、口を開く。

「笑いながら見下した、この村の皆に謝──」

「不敬者」

　その声は、前からではなく、背後からのものだった。

　不愉快に顔を歪ゆがめたファルファが、腰につけていた何かの〝筒つつ〟に手を伸ばしかけたのと同じくして、首筋への衝撃を感じた。……トラ爺に当身を受けたのだ、とわかった時にはもう、地面に倒れ、意識が遠ざかっている。

「重ね重ねの無礼、失礼いたしました、大領主様。何なに卒とぞ──帝罰の執しつ行こうだけは、お許しください……」

　なんで、あなたが謝るんだ。そう尋ねることもできず、地面に頭をこすりつけるトラ爺を見ながら、僕の意識は疑問と悔しさに飲まれて沈んだ。





　　　　《２》






　中学二年に進学したあたりで、僕は苛か烈れつないじめの対象になった。

　当時の安納辰巳は、特定の部活や友人グループコミユニテイに所属せず、頻ひん繁ぱんに欠席を繰り返すくせに、まともな努力を嘲笑うみたいに試験の類たぐいでは軒並み好成績を収める──つまり、とびきり目め障ざわりな異物であったのだろう。

　県内で有数の進学校であればこそ、順位を競うクラスメイトは時に明確な敵となる。僕こそが、二年二組という世界で退治されねばならない怪物だった。

　怪物を倒すにはどうするか。人間は、知恵と数で差を埋める。

　直接的な暴力だけではない。物を隠したり、口裏をあわせて罪や悪評を捏ねつ造ぞうされる──裏を返せば、クラスメイトたちはそれだけ安納辰巳を脅威に感じ、攻撃性に転てん嫁かせねば耐え切れないほどの恐怖に苛さいなまれていたということになるだろうか。

　僕の評価は試験の成績では挽ばん回かい不可能な程度に落ち込み、担任にも匙さじを投げられた。切り裂かれた鞄かばんも、あからさまな顔の痣あざも、非実在現象として扱あつかわれた。あるいは教師の立場でも、安納辰巳は〝教え諭さとし導く生徒〟の枠わくに入れない異端児だったのか。

　そんな状態で家に帰ると、僕の世話役と教育係を務める男は、驚きもせず救急箱を取り出し、新しい鞄の手配をする。自分が忠誠を誓った組織のトップの直系が、学校でそういう目にあっていると知ろうとも、冷徹な表情は崩れない。

『ファミリーの持つ影響力はこの島国ジヤポーネでも皆かい無むではないが、それは子供の勢力争いに硝しよう煙えんを持ち込むためのものではない。そもそもドンが私に下した命令は、直系、君を護まもることではなく、変えることなのでね』

　傷を消毒しながら、その痛みを忘れるなと男は言う。

　闇を見ろ、醜みにくさを知れ。君がいる環境は、あまねく人の本性の縮図なのだ、と。

『平和な島国の学生の時分に、そちら側の視点を得られる体験学習をすませておくといい。それは必ずや、君が与える側になった時の武器となる』

　傷の手当てをすませると、大きなスーツケース一つ持って一緒に出発させられる。行き先は何度目か数えるのも飽あきたアメリカ。目的は、仲間に売られた密売人の尋問の見学だった。

『教育係として断言しよう。無抵抗を貫つらぬくことで自じ戒かいと反省を促うながし、改心でも期待しているのなら、それは絶世の美女の後ろ姿に、己に惚ほれてくれと念ずる以上に空むなしい行為だ。君が見てほしい、気付いてほしいと思うことに……世界も他人も何い時つの何処でも、徹底的に無関心なのだから』

　タクシーで空港に移動する途中、男はイタリア語で言った。僕は返事をせず、窓の外を流れる風景を見ながら、心中で反論する。

　──違う。僕が何の抵抗もしないのは、彼らに、この世界に、何の期待もしていないから。

　彼らに同じことをやり返して、彼ら以下のものになるのが、どんな痛みよりたまらなく気持ち悪いからなんだよ──。





　　　　　　　　『なるほど。それは実に君らしく、素晴らしい誓いだねえ』






　何なに分ぶん、二度目なので驚きもしない。

　夢に混ざりこんでくる、ありえない場面。後部座席の僕の隣にいつのまにか座っている菫すみれ色いろの着物の女に、タクシーの運転手も助手席の男も気付かない。

　いや、それ以前の問題だ。景色の全てが白黒モノクロに、僕と着物の女以外の誰もが色を失い、窓の外で動いていた風景まで止まっていた。

『心底相あい容いれない連中の同類に堕おちないために、屈くつ辱じよくにも痛苦にも耐たえ忍しのぶ。なんて健けな気げだろう、君は本当にいい子だなあ。きっと本当のピンチには、神様が目をかけてくれるに違いない』

　袖そでで口元を隠しながら、どうやら優美な笑みを浮かべているらしい。

『けれど、悲しいかな。君の意地は、孤立と不信で培つちかわれた、己で己を救うための信念だ。うまく働いているうちは、たとえ地獄に堕ちようと君を守っていただろう』

　彼女が自由闊かつ達たつに語るのに対し、僕の身体は瞼まぶたから指先まで凍っている。目を閉じることも耳を塞ふさぐこともできず、五感のすべてに、その答えが突きつけられる。

『安納辰巳。君の世界が、君だけのものでなくなったとき──一体君はどうなるのだろうね』

　答えられない。口も、頭も動いていない。

　僕は無抵抗なまま、彼女の手で、そっと瞼を下ろされて──。





　　　　◇◇◇◇◇






「──起きたか、タツ」

　ソファで目を覚ました僕は、トラ爺のそんな言葉に迎えられた。

　気を失っている間に家まで運ばれたらしい。窓から見える外はすっかり陽も暮れていて、まるでミハテ村が無人になってしまったかのようにどの家の明かりも消え、静まり返っている。

「すまんかったな、乱暴をして。あいつが取り返しのつかんものを出す前に場を収めるには、ああするしかなかった」

　深々と頭を下げられ、僕は慌てて身体を起こす。

「頭をあげてください。謝るのは、僕のほうです」

　周囲を殊こと更さらに威圧する言動、立場を笠かさに着た大おお仰ぎような振る舞いから、あの連中が相手を屈服させなければ気がすまない手合いだとわかっていながら突っかかるなんて。……この世界の常識も、まだ全然把握できてもいない分際で。

「あの〝筒〟。ファルファという騎士が手を伸ばそうとしていたのは、そんなに？」

「守護、加護、剣帝の威光だの色々と呼びよるが……隷領民にとっては、災さい厄やくの一つでええ。あれが出されたら、ミハテ村は地図から消えとった」

　僕はベッドから降りて、床に打ち付けるほど頭を下げる。

「止めていただき、感謝します。あまりに軽けい率そつでした」

　村の状況は酷ひどかった。いくつもの家が倒壊し、収穫の近かった畑も荒らされているのが、ほのかな月の光の下でも嫌というほどわかってしまった。

「儲もうけもんじゃ。人死には出なんだ。くくっ、皆スカーッとしたわい！　剣帝直属の大領主に食ってかかるなんぞ、隷領民なら千度は夢見る光景じゃからのお！」

　上機嫌に酒杯を呷あおるトラ爺は、長く深い息を吐く。

「そう──帝国の隷領民なら、骨の髄ずいまで染みとる。自分の立場も、御ご法はつ度とも。山での生活が不慣れだとか、ケモコを知らんとか、そういう段階の知識じゃない」

　僕は視線を外し、窓の外の夜空を、見る。

　星の並びに関して詳くわしくはなかったけれど、それでも察しはする。星々の配列が、元いた世界とはまるで違うこと──いや、そんな遠回りに考えなくたって、地球から見上げる夜空には、七つの月が円を描いて浮かんでいるなんてことはなかった。

「タツ。お前めえ、記憶を失くしとるんじゃありゃせんな？」

「はい。僕は、ヤーフィラとは異ことなる世界から来ました」

　トラ爺が、改めて注そそいだ一杯に口をつけるまで、しばしの間と無言があった。僕は昨日までとは変わり果てた村をじっと見ていて、トラ爺が「天使、か」と呟つぶやいたのを皮切りに口を開いた。

「僕が知っているのは、ミハテ村に来てから教わった生活だけです。なんで皆がこんな目に遭あわなくちゃいけないのか、隷領民、なんて言葉の意味もわかりません」

「おや、そっちにはなかったかい。誰がエラいだの、これこれこういう理屈でお前らは劣おとっとるから、貢みつぎものをして当然なんだという理屈がよ」

　僕は口をつぐむ。互いに、多くを説明せずとも伝わった。

　誰が上でも下でもなく、協力し合ってのどかな生活を営んでいた村。その外には、逆らうことなどできようもない身分制度が根付いている。そして、ミハテ村に住む人々は、搾さく取しゆされる側に当たるのだ、ということは。

「『永遠の帝王がもたらす統治の一部となりて、臣民須すべからく崇すう敬けいを捧げること至上とすべし』──それが、イスサナ帝国最大の法だ。搾しぼり取とられるために生かされとるのよ、隷領民は」

　乾いた笑いが、いつも快活だったトラ爺の口からこぼれる。僕が口から絞しぼり出だせたのは「そんなの、おかしい」という何の意味もない事実だけだった。

「ああ、おかしいなあ。だが、それを『おかしいからやめろ』と止める者はおらん。隷領民の扱いとして、今回の件は幸運にも程があるし、理が通っとるとさえ言える。国を治める剣帝が、暇潰しの戯れに滅ぼした隷領地の話でもしてやるか？」

　……たとえば、学校のクラスなんかの、ごく狭い範囲の歪みとはわけが違う。

　この国の腐敗は、頂点にまで及およんでいる……あるいは、その頂点からこそ始まっているのか。

「タツよ、あれを見たな。騎士連中が抜いた剣の有様を。そんで、息を飲んどったな。つまり、そっちの世界にはどうやらなかったか。存在の優劣を定める《技法》がよ」

　……《技法》。その単語に、僕の脳裏には、あの騎士の吐き捨てる言葉がよぎる。




『鑑定結果、《技法》の使用痕跡なし。さがれ下賤が、貴様は無力な只人だ』




「《技法》っつうのはな、人間が、本来の身体でやれること以上のことをできるようになるもんだ。訓練で身に付けたり、先天的に宿って生まれる《技能スキル》、精霊なんかとの契約や、後天的に学ぶ魔力の使い道な《魔法マジツク》を、大まかに纏めてそう呼ぶ。別にそんなもんなかろうが、畑は耕せるしケモコの世話もできらぁな。だが──」

「──その力は、人を支配できる」

　トラ爺は深く、痛ましく頷く。

「隷領民は《技法》を使えねえのよ。そういう連中が選別されて送られるし、隷領地で生まれた者には《技法》の資質は決して宿らない。そういうふうに、この国の土は縛られとる」

　それは、反乱を起こさせない、起こそうとも思えなくなる方法として決定的だ。一分一いち厘りんの勝ち目すらも存在しないと、戦う前に心を折る──それが、支配者にとって極きわめて理想的な環境なのだと知っている。

「どうしても譲ゆずれんもの、ただ一つだけでも守り通すために、それ以外のすべてを差し出す。それが隷領民であるワシらの生き方だった。……だのに、よお」

　トラ爺の手の中で、握りしめられた酒杯が割れ砕けた。

「──掌てのひらから溢あふれかえるほど、なんもかんも持もて余あましとるくせに。なんだってワシらから……本当に大事なもんまで、奪わにゃあ気がすまんのだ……」

　僕は立ちあがる。行かねばならないところが、明確になったから。

「トラ爺。シーパは、どこですか」





　　　　◇◇◇◇◇






　普段、夜は牧場の屋根の下で眠るケモコヒツジが、村の外れでひとかたまりになっていた。

　無理もない。牧場は壊されてしまったし、彼らは怖がりで、一度危険にあった場所には近付きたがらない──それに、その中心には、彼らが安心できる人がいる。

「天使さま」

　満天の星の下もと、草原を埋めるケモコの群れの中心で、その毛にふんわりと抱き留められるようにしてシーパがいた。

「お喜びください。天使さまの命、しかとやりとげました。ミハテ村におりましたケモコヒツジ、一頭も欠けずに連れ戻しました。今から数えてごらんにいれます」

「いや、大丈夫だよ。シーパは真面目だし、ヒツジを数えて、眠くなったら困るからね」

「はい。シーパも、今夜は天使さまとお話ししたく思っておりました」

　シーパの隣で、ケモコに身体を埋うずめる。彼らを起こさぬよう、小さな声で話す。

「おじいさまから、お聞きになられましたでしょうか」

「うん」

　シーパは、いつだって穏やかだ。

　彼女と出で逢あって一ヶ月、感情を荒らげたところを見たことがない。トラ爺から旅のお土産をもらったときも、子供の喧けん嘩かを仲ちゆう裁さいするときも、突然の雨で洗濯物を取り込む際に躓つまずいて籠一杯の服が泥だらけになってしまったときも、『とても嬉しいです、おじいさま』『いけませんよ、めっです』『この服もいっしょに洗いませんと。水浴びをしてまいります』なんて、マイペースに反応するのがシーパだった。

　そういうのと同じ、日常の会話と変わらない声で、彼女は言った。

「シーパは、祝祭の賓ひん客きやくたる名誉に身を捧げます。明日にも帝都の、大領主様の元へお伺いいたします」

「……君は、自分がどうなるか、わかっているのかな」

「世界の秩ちつ序じよ、延ひいてはミハテ村の平穏のためと存じます。この身に余る光栄です」

「違うよ」

　彼女の顔を、見られない。僕は俯うつむいたまま、固く握りしめる手だけを見ている。

「生いけ贄にえになって、怪物に食われる。そうなんだろ？」

　ふいに吹いた夜風が、草原を奏かなでた。

　シーパは小さな声で「すみません」と言った。

「……どうして、君が謝るんだ」

「天使さまのお世話が迎人たる務め。それを途中で投げ出してしまいます」

「違うよ。そんなのどうでもいい。大事なのは──僕が、聞きたいのは……」

　彼女の顔が、見られない。そんな資格、安納辰巳は持っていない。この世界に来た、その時点で失っていた。

「……なんであの時、僕を助けたんだ。自分がこうなるって、わかっていたのに」




『シーパは《技法》持ちだ。それも、世界に一人ってくらい貴重な類のな』

　トラ爺は教えてくれた。何な故ぜ、帝都の物騒な連中がミハテ村にやってきたのか……その確信に近い推測を。

『《技能》とも《魔法》ともまた違う。シーパが持つ《血定リレイシヨン》は、タィラート族っつう、あいつを残して途と絶だえた家系が継承していた、血に刻きざまれた能力なんだよ』

　シーパ・アトゥルルルハの［この地より天への奉ライフデデイケイト］、それは奉ほう納のうの祝詞のりとを唱えながら舞うことで大地の気脈を活性化、草花の成長を促進する能力。彼女は歌い踊ることで、植物を芽吹かせられる。そこに《神への供く物もつ》に相応ふさわしいものになる特性を付与して。

　たとえば、口にするだけで死ぬほどの傷が癒える果物、のような。

『タィラート族の《血定》は、支配者にとって疎うとましいものだった。だから滅ぼされた。あいつだけは、そんなふざけた仕組みから逃がしてやりたかった……』

　赤子の時に拾われたシーパは、本当の親の顔も知らない。だが《血定》は自我より深い場所に刻まれた烙らく印いんで、シーパは習いもしていないタィラート族の祝詞も舞踊も識しっていた。それをやろうとする度、決してやっちゃならんもんだ、ひどいことが起こる、とトラ爺は昔から何度も言い聞かせてきたという。

『内から声がするんだと。やっちゃならんとわかっとるのに、時折、身体が勝手に動きそうになるんだと。ごめんなさいと、こわいですと、シーパはある日、自分で自分を止めるために、木の上から身を投げて足を折った。それからだ、自分から、村の連中と距離を取り出したのは』

《血定》を使えば、その反応は、一帯を治める領主に感知される。

　そうなれば、平穏は去っていく。もう二度と、戻らない彼方へと。

『──それでも。そうか、あいつは……お前を助けるために、自分の足で、自分の意志で、踊ったんだな』

　そうして、せめて村の皆だけは守れるように……シーパ・アトゥルルルハは、命を差し出そう、と決めたのだ。




「そんなに、大事だったのか。〝天使さま〟のことが」

　──ヤーフィラ地界の伝承に曰く、天使は神の遣いなり。

　傷と共に落ちてきた天使を助け、もてなすことが叶かなったならば──〝地界に価値あり〟と、人が示せたならば。

　天に戻った御み使つかいはこの世の輝かしさを神に伝え、七柱の神が舞い戻り、迎人の願いを聞きき遂とげる。

「僕が、誰かに何かを伝えれば……君の辛いのが全部終わるなんて、期待したのか？」

「運命だと、思ったのです」

　隣にいた彼女は、いつしか、僕の正面にいた。

　褐色の肌、白銀の髪、よく熟れた蜜柑のような橙の目。その首には、紐で巻かれた鈴飾り。

「わたしはずっと、怯おびえ果はてておりました。どれだけ恐れても、何に祈っても、わたしは、わたしに生まれついたことから逃れられない。湧わきあがるものは日に日に膨ふくらみ、いつかこれがわたしを食い破るのだと考え、自分が自分であるうちにと、喉に刃をそえた夜もございました」

　眩暈めまいがする。僕は何も知らない。知らないままで一月も、平気な顔ですごしてきた。シーパは僕にとって、天使みたいな優しい子だと、そういうふうにすら思っていた。

　なんて馬鹿だ、安納辰巳は。

「──それでも。君にはまだ、時間があったはずなのに」

「わたしは、決めておりました。いつか訪れる〝その時〟が、逃れえぬものであるなら……せめて、絶対に犯してしまう過あやまちを、正しきものに変えようと」

　それが、あの日なのか。

　自分を死に追いやる力で、見ず知らずの僕の命を救ってくれた日。

「ですから、天使さま。感謝をするのは、やはりわたしのほうなのです」

　シーパが立ち上がる。眠るケモコの群れから離れ、一人草むらの中に立つ。

「共におすごしさせていただいた毎日、楽しゅうございました。天使さまはお優しく、そのお心は温かく──側そば仕づかえの身でありながらわたしばかりがしあわせなのではないか、と思ってしまうほどでした。身命を賭してお助けしたこと、一度として悔やんだことはありませんでした」

　くるりと振り返る。一片の曇くもりも見当たらない微笑み、星の見えそうな清い顔。

「わたしの命に意味をくださり、ありがとうございました。そして、申し訳ありません。これよりあなたを、地界にて置いてゆくこと。ですが、心配はありません。天使さまであれば、わたしなどがほんの一人欠けたところで、ヤーフィラ地界で休養をすごすのに、何の不足も──」

「ないわけ、ないだろ」

　胸がつかえる。口がうまく動かない。彼女の顔が、よく見えない。

　視界が、涙で滲にじんでいる。

「僕は、君に──どう償つぐなえば、いいんだ」

「でしたら、天使さま。もしただいちどきり、わがままをお許しいただけるのなら、どうか、涙をお拭ぬぐいください」

「──シーパ……」

「わたしのことを、見ていてください」

　月の綺き麗れいな夜だった。星の輝く夜だった。

　薄い雲がゆるやかに流れ、草原は風に揺れる。

　この世のすべての残酷から、逃げ切れたみたいな風景だった。

「ずっと、おそろしさが混じっていました。それでも今こ宵よいは、今ならば──生まれて初めて、何の憂うれいも持たないでよい、最初で最後の機会であると思うのです」

　ふわり、服の裾が揺れる。僕は改めて思う。

　彼女の微笑みは、眩まぶしい太陽だけでなく、月光を受けるのもよく似合う。

「お叱しかりを受けてしまうかもしれません。けれど、天使さま……本当はわたし、歌うのも、踊るのも、歌いながら踊るのも、とても、とても好きだったのです」

　彼女は礼をして、深く息を吸い込み、月を見上げ、口を開き、足が跳はねた。

　記憶が揺さぶられる。今行われているのは、僕が死に際の胡う乱ろんの中で見て聞いた、あの舞と唱うただ。

「……ああ」

　溜息が漏れる。込み上げるものを感じながら、必死で目に力を入れる。

　酷こくなことを言われたものだ。こんなのを、泣かずに見ていてくれなんて。

「シーパ、これが君の……血に刻まれたものなのか」

　タィラート族が神に捧げる祝詞を、言語として判別できない。それでも、そこに籠こめられた感情は翻ほん訳やくできる。

　時を超え、場所を超えて風景が目に浮かぶ。喜びと祈りに満ちた祭事の場、世の過酷を知りながらも明日の希望を信じ、この地と天と生きることのすべてを肯定するために、彼らの舞と唱はあったのだろう。

　いつしか、光が灯ともっていた。シーパを中心として、彼女を囲むように、舞台を作るように、淡い輝きを生む花が咲いている。

　これを、神秘と呼ばず何と呼ぶ。シーパ・アトゥルルルハの《血定》、祭詞の一族タィラートが引き継いだ最後の力、血に刻まれた使命の証あかし──。

「──いや。使命も出自も、そんなこと……どうだっていいんだよね、シーパ」

　その唱もその舞も、彼女がタィラートであるからこそできることだとしても。

　それをやろうと決め、それをやる意味を定めたのは、彼女の心だ。タィラートであることともアトゥルルルハであることとも関係のない、ただのシーパの意志だ。

　きっと、だからこそこんなにも、尊とうとくってしかたがない。




『本当はわたし、歌うのも、踊るのも、歌いながら踊るのも、とても、とても好きだったのです』




　長らく自分を苦しめ、喉に刃を当てさえさせた事こと柄がらを、シーパ・アトゥルルルハは乗り越えた。押し付けられたもの、忌いみ嫌きらったことに抗あらがい、その上で全部を否定するのではなく、向き合って自分の答えを貫いた。

　なんて美しい。僕は、人の強さを見ている。

「どうでしたか、天使さま」

「きれいだったよ、シーパ」

　心のまま、満足するまで歌い踊ったシーパは心地好くも疲れていて。僕に褒ほめられたことで、やっぱり、少し浮かれてもいて。

　普段の余裕や、周囲にいつも気遣っている遠慮が剝はがれていたから。

　聞くとするなら、今だった。

「これが最後だなんて、本当に惜しいな」

「……はい。わたしも……もっと、天使さまに見ていただきたく思いました」

「そっか。……シーパ」

　手を繋つないだ帰り道、僕は彼女に尋ねる。

「僕に、こういうふうに生きてほしい。そう思うことは、ある？」

　握った掌が汗ばんだ。籠こもる力で、心が伝わる。

「たくさん、長生きしてください」

「うん」

「色々なものを見てください」

「うん」

「生きるのを楽しんでください」

「うん」

「それから──」

　澱よどんだ言葉を促すように、こちらからも手に力を籠める。彼女の口が、開かれる。

「──命は、次へと繋ぐものです。愛は、受けた分に、希望を足して伝えるものです。きっと──子供を育てて、くださいね、天使さま」

「うん、わかった」

　人に語る、こうして欲しいという、理想。

　それらはすべて、己の思う願いだ。僕がシーパから聞き出した──引き出させたのは、彼女自身が、やりたかったことだ。

「おやすみなさい、天使さま……」

「おやすみ、シーパ」

　家に着き、寝室まで送った彼女が、布団の中で寝息を立て始めるまで見守ったあと、部屋を出て静かに扉を閉める。リビングに戻ると、憔しよう悴すいした目でトラ爺が僕を見た。

「……タツよ。ワシが言えた立場じゃなかろうが、あまり気に病まんように──」

「すみません。少し、夜風に当たってきます」

　トラ爺に断り、もう一度家を出る。ミハテ村の夜は、噓うそのように静かだ。

　異なる世界ですごした一月は、地球では得られなかった温もりに満ちていた。

　けれど、その夢みたいな空間の外には、僕が知る通りのものが広がっていた。

「そうか。だから僕は、こんなに落ち着いているんだろうな」

　慣れているし、嫌というほど知っている。僕はそういう場所で生きてきて、そういう場所で死にもした。揺ゆり籠かごから墓場まで、既に体験はすませてある。

　でも、違うことが一つある。




『安納辰巳。君の世界が、君だけのものでなくなったとき──一体君は、どうなるのだろうね』




「僕がどうなるのかは、僕が決める」

　おまえはこうしろ、と他人に押し流されるのではなく。

　こうしてください、と状況に当あて嵌はめられるのでもなく。

「そうだ。僕は今日、もう一度死のう」

　安納辰巳は生まれて初めて、己の意志で、己の未来を確定した。

　手始めに、村の診療所の倉庫へ向かう。整理も何度か手伝ったし……草や根や実を煎せんじる作業も手伝わせてもらったから、何がどこにあるかは知っている。





　　　　　　　　『そうかい。君はやっぱり、そうなるか』






　さっきから続いている頭痛に加え、幻聴までもが聞こえてくる。

　構わない。そんな些さ末まつ、目的の遂行には支し障しようがない。

『であるなら、与えたものを〝起こして〟おこう。君がそちらの道を選ぶというなら、必ず役に立つからね』

　耳元で囁ささやかれるような幻聴が終わると同時に、突然、強烈な眩暈に襲われた。

　更に猛烈な吐き気と平衡感覚の喪失、そして、濁流めいて流れ込んでくる【血と力】についての交こも々ごも──構わない。目的の遂行には、支障がない。

　忍び込んだ倉庫で戸棚を物色するうちに不調は収まり、どころか身体が軽くなる。一転して頭が冴え、気分が高揚してきた気がする。

　それらを把握し、速やかに制御をすませる。必要以上の興奮など有害極まりない。

　そう。物事は、鉄のように断固として、冬がごとく冷れい徹てつに。そこに、己の感情などという余分が座る席はない。

「屈辱には報復を。侵略には赤き血を。我らの掟おきては是これ即すなわち、魂たましいの反逆である」

　イメージは、ぶちまけられる血ち糊のり。唱えたのは、僕にとっての『呪文』だ。七年間、マフィアとしての教えを受けていた際、あらゆる授業の最初に心を切り替えるために言わされていた文言。これを口にすると、強制的に刻まれ続けたルーティンで、安納辰巳は裏返る。そういうふうにできている。

　右目から意図せず勝手に涙が零こぼれた。この反応こそ『切り替え』の証で、一いつ遍ぺんに頭と全身の感覚がクリアになった。

　深呼吸をすると、息と一緒に熱が抜ける。目に映る何もかも、どうでもよくってどうにでもなる。調達したものを袋に詰め、腰のベルトにくくりつけ、村の入り口で振り返った。

　静かな村と、平穏に生きることを望んでいただけの善良な人々……それらを無残に脅おびやかした証拠、暴力の痕こん跡せきに唇が吊つりあがる。




　では。

　彼らが誰に何をしたのか、わからせてやりにいこう。





　　　　《３》






　イスサナ帝国大領主、ラスノ家。

　ミハテ村を含む東南領を治める彼らは、権威や領土、発言権で他家に劣る。序じよ列れつの末席を拝はいするも、しかしある一点でその順列を裏返す。

『強さ』である。それぞれ《技法》を組み合わせた独自の剣術を持つラスノ騎士団は、剣帝御おん自みずから主催する御ご前ぜん試合で連覇を成なし遂とげている。

　つまるところ、それがラスノ家を大領主の末席に座らせ続ける理由だ。

　現在のイスサナ帝国……否いな、ヤーフィラは、揺るぎなき平和が実現された世界だ。棒振りなど遊ゆう戯ぎ以外の用途がなく、剣の腕が優すぐれているだの誰を負かしただのは余興以上の意味を持たない。

　ゆえに、此こ度たびのラスノ家の行動は窮きゆう地ちを脱だつ却きやくするためのものであり、追い詰められているのは何より彼らのほうだった。




「よもや、あのタィラート族が生き残っていたとはな」

　嚙み締めるように口にしたのは、赤髪の騎士ファルファだ。焚たき火びに照らされる顔は、欲望の色に染まっている。

「あの献上品ならば、獣に新たなる成長を促す。剣帝直々のお褒めの言葉を賜たまわり、直接に褒賞を願うことすらできよう。僕の念願も叶うというわけだ」

　左右を崖に挟まれた山道の脇で行われる野営の場では、ファルファと、もう一人の騎士が夜番をしていた。二人とも、物々しい甲冑から移動に向く旅人の軽装へと着替えている。

「一月前、霊脈の異常反応が検知されたと報告された時は何かの誤りかとも思ったが……よくやった、シュヴィスタ。ラスノ騎士団随一の魔法剣の使い手、剣のみならず魔法の研けん鑽さんも怠おこたってはおらぬこと、示してみせたな」

「もったいなきお言葉にございます、若様」

　焚き火を挟んだ反対側、シュヴィスタと呼ばれた深い青色の髪の女が頭を下げた。

「反応の検知された位置が、絶妙すぎた。山脈で隔へだてられてこそいるものの、ミハテ村は序列四席の領地と面している。奴は金きん光こう街がいに入り浸る曇くもり眼まなこだが、儲け話へ鼻が利くことに関しては筋金入りだ。タィラート族を奴の脂肪に変えられる前に確保せねばならなかったとはいえ、無茶をしたな」

　若じやつ干かんの消しよう沈ちんを見せるファルファに、シュヴィスタは「いえ」と力強く否定する。

　剣帝・他の大領主・ここにいる以外の騎士団員は、ファルファとお付きの騎士四名がこのような行動をしてることも、辺境のミハテ村で霊脈異常が起こったことも知らない。独断が発覚したならば厳げん罰ばつに値あたいするが、それを押してでもこうせねばならなかった理由を、彼女はよく知っている。

「若様の行動、これすべてラスノ家がためと存じておりますれば。同じ贄にえと消えるなら、若様の使途に命を捧ぐことこそがあの者にとっても幸福か　と　　　　　　」

　──それが、とても自然な動作であったので。

　ファルファは一瞬、何が起こっているのか、理解が遅れた。

「……シュヴィスタ？」

　何しろ、過酷な強行軍であった。隠おん密みつがゆえに騎乗獣を利用できず、旅路を急ぎ疲労も溜まった。密かに用意できたポーションは粗悪で、体力の回復こそ叶うが副作用を伴う。効力が切れた後に凄すさまじい眠気が押し寄せる。片道分の目的を達成した安心感も相まって、話の最中にうっかり倒れてしまったものかと、今夜も何度か寝落ちしかけていたことも含めてそう思った。

　むしろよくここまで持ったものだ、代わりの夜番を起こすとしよう、ファルファはそう考えながら立ち上がる。

　そして、気付いた。

　聡明で優雅、文武両道で知られるラスノ騎士団の才女は──白目を剝き、痙けい攣れんし、泡を吹いている。

「シュヴィスタッ!?」

　慌てて駆け寄り、抱き抱えようとした寸前で下手に動かしていいものかと考えが及んだ瞬間、それが目に入った。

　シュヴィスタの右耳から下にずれた首筋に、血が滲んでいる──小さな、棘とげのようなものが刺さっている。

「くそッ！　何なのだ、一体！」

　叫び、テントへ向かう。荷も最小限での出発だったが、冒険の備そなえとして毒消しアンチドーテは常備してある。シュヴィスタの状態は判然としないが、まずは他の騎士たちを起こして──。

「……は？」

　テントに入り、ファルファは絶句した。

　そして──遅ればせながら、主君が叫び声をあげたというのに、三人の騎士が誰も駆けつけてこなかったという異常と、その理由を知った。




　焚き火からわずか五歩もないテントの中では、三人がシュヴィスタと同じ症状を起こしており。

　毒消しの瓶びんが無残に割れて、テントの床面に染みを作っていた。




「いやあ。どうやら、とても困ったことになったみたいだね」

　突然の声に振り返ると同時、ファルファの全身が粟あわ立だつ。

　焚き火を挟んだ向こう側、そいつは痙攣を繰り返すシュヴィスタの上体を、気安く持ち上げていた。

　その少年は、ミハテ村で自分に歯向かった──。

「──おまえは、誰だ」

　それがわかっていながら、聞かずにはいられなかった。ファルファには、その少年が、あの時と同じものに見えなかったから。

　陽の下と星の下で印象が違って感じるなど、そんな生なま温ぬるい話ではない。

　なんて不吉な金色の髪。宵よい闇やみじみた昏くらい蒼あおの眼。薄く笑うその表情には、徹頭徹尾人間味がない。義ぎ憤ふんであるとか、冷静であるとか、そういったものとは生まれてこの方一切無縁な、感情という感情が生まれながらに欠け落ちているような、此方こなたと違う彼方かなたの岸辺に存在している、断絶された者の貌かお。

　反射的に攻撃しかけたところで、その音が響いた。

　少年が──毒消しの入った、細い硝子ガラスの瓶を握り潰した音だった。

「今のは、僕の許可なく喋った罰」

　ファルファが唾を飲む。虚こ空くうを握るようにした指が、それ以上動けず宙に縫ぬいとめられる。

「かわいそうに。全員助かるはずだったのに、愚おろかな主あるじのせいで、席が一つ減ったね」

　緑の液体がしたたる手を背に回すと、三つの瓶が指の間に挟まれてぶらぶらと揺れた。道中の運搬で破は損そんしないよう、強度が高く作られた毒消しの硝子瓶は……その底部に、残らず罅ひびが入っていた。落下の衝撃に耐え切れず割れてしまうように。

「立場を明確にしておこう。僕が上。君が下。ついでにルールも教えよう。僕が命じる。君が頷く。背くたびに、瓶一個。わかった？　これには返事をしていいよ」

「……シュヴィスタたちに、何をした」

「君と話をするのに邪魔だったから、大人しくなってもらった。ついでだし、交渉の材料にもなってもらったよ」

　痙攣するシュヴィスタを抱いていながら、そいつは平然と言う。

　その様子が恐ろしい一方、ファルファは納得している。

　深い疲労があるとはいえ、精せい鋭えいの騎士が眠るテントに侵入し、気付かれぬまま三人に毒を用い、毒消しを割り……闇に乗じ、シュヴィスタに死角から針を放つというありえない芸当すら、この捉えどころのない少年ならばやってのけるだろうと。

「それなりに大変で危ないんだよ、ミハテ村での生活は。山には、間違って傷口に触れたりしたらすごく危ない成分を持つ植物も生えてるし──狩りをするのに、そういうのを矢とか刃物に塗って使ったりするからね」

　ファルファは息を飲む。この野営地から、最も近い町まで四人を抱えて移動するのに、どう見積もろうと夜明けより早いということはない。

「そんな顔ができるんだね、君も」

　悪いか、と言いかけて澱む。それを見て、少年は「もう一回、返事を許可するよ」と促してくる。……時間がない。話は、迅じん速そくに進めねばならない。

「──目的は、タィラート族か」

　高い音がした。指の間から瓶が落ち、硝子が割れた音だった。

「彼女を、物のように扱うな」

　どうやら、ファルファは禁句を口にした。少年の、上うわっ面つらだけでも張り付いていた気安さが剝がれ、透明な敵意が押し寄せる。

　それに曝さらされながら、ファルファは残り二本の硝子瓶について考える。

　四人から二人。そう言われたとき、あの四人ならどう言うだろう。シュヴィスタは、自分が最も付き合いの長い騎士は。……『若様の御ご随ずい意いに』？　それとも、『私がいなければ、若様を誰がお守りするのですか』？

「聞けよ」

　高い音がした。指の間から瓶が落ち、硝子が割れた音だった。

「そんな顔をする資格があると思ってるのか？　奪おうとしたのはどちらだ。踏み躙ったのは誰だ。誰が何をしなかったらこんなことにならなかったのか、考えてみろ」

　──隷領民に、刃なし。

　それは武器や能力の有無以前に、認識の問題だった。飼い慣らされた歴史、立場と強弱を教え込まれた者に逆らう精神など枯かれきっている。そのはずだった。

　なのに──何なのだ、こいつの凄すご味みは。己が支配の側と、一片も疑わぬ眼差しは。

「屈辱には報復を。侵略には赤き血を。我らの掟は是即ち、魂の反逆である」

　少年の右目から、一筋の涙が垂れた。だがそれは、果たして涙と呼べるものなのか。

　その雫しずくは、血液だった。粘ねばつき、赤黒く、禍まが々まがしく、忌いま々いましい、およそ清純さとかけ離れた、呪いの具現が噴き出している。

「──う……」

　動けない。その眼に射い竦すくめられ、ファルファは呼吸も覚おぼ束つかない。

「シーパのことを忘れ、二度とミハテ村に関わるな。さもなければ──」

「うぁぁぁあぁぁあぁぁぁあっ！」

　気付けば、腰の筒を手に取っていた。

　後先を考えてなどいない。ファルファを動かしたのは目の前の存在に対する肥大化した恐怖であり、窮状からの逃避だった。

　指先を嚙み切り、浮かんだ血が筒に触れると、筒の蓋ふたの紋様が消える。大領主の血を以もつて、封印を剝がす。

　ヤーフィラの争いを治め、平和をもたらす、大いなるものを顕けん現げんさせるために。

「調和をもたらす秩序の担にない手て、その片へん鱗りん！　剣帝が代行、大領主が一人、ファルファ・レプテ・ラスノが命じる──現れよ、〝帝罰〟ッ！」

　筒から煙が噴出し、崖を埋うめ尽つくすほどに立ち昇る。そして、その煙の中には、無数の〝それ〟が混じっていた。

　一つ一つは指先ほどの小ささながらも、膨ぼう大だいに。煙に乗って飛び出した半透明で緑の〝破は片へん〟が、凄まじい速さで集まり、煙を晴らす旋風を伴いながら、接せつ合ごうし、形を成していく。

「……そうか。これが、トラ爺の恐れていたものか」

　少年が呟く。

　帝罰と呼ばれたのは……深き断だん崖がいからも頭を出すほどの、長く太い蛇の抜ぬけ殻がらだった。

　鱗うろこが月光を反射し、闇夜に神々しき緑色の光を纏う。巨体は断崖に張り付き、大口を開けて状況を見下ろしている。

「あいつを……あの化物を殺せぇぇぇぇえぇえっ！」

　命令を受け、空洞の蛇の眼が怪しく光る。動く身体が崖を削けずり石が落ち、生理的嫌悪感を催もよおす音を伴う。

　巨体は迅速に襲い掛かる。抱えられたシュヴィスタを傷つけず、少年の首だけを正確に齧りとらんと、抜殻の蛇が鎌首をもたげ──。

「ひどいな、化物とは。──僕を、その程度の扱いなんて」

　蛇の抜殻が襲い掛かるまで、約二秒。しかし、少年の挙動はそれより速い。

　帝罰が狙いを定める──少年が左手で、右目から流れる血けつ涙るいを勢い良く掬すくい取とる。

　帝罰が鎌首をもたげる──少年が血涙を掬い取った勢いのまま、左腕を振り被る。

「あまり、見下してくれるなよ」

　当てる、という意識もいらなかったに違いない。崖の狭はざ間まの街道にその巨体、進路など必然的に絞られる。

　中空へ飛散した少年の血涙が、蛇の抜殻に触れた。粘ついた赤黒さが半透明な緑の鱗に侵食し、帝罰の全身を瞬時に塗り替える。少年に食らいつかんとしていた挙動がピタリと止まり、急停止に伴う凄まじい風圧が地を嘗なめた。
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「な──ぐぅぅっ！」

　風圧に飛ばされて、したたかに岩壁へ頭を打ち付けながら、ファルファはそれでも痛みより驚きよう愕がくが勝っていた。

「あり……えない。何をした、どういうことだ、下賤の只人！」

　騎士団四人の無力化は、夜や陰いんに乗じての奇襲と毒で説明がつく。だがこれは、今起こったことは、断じて人智の範はん疇ちゆうではない。

「何故──どうして！　貴様が、《技法》を使用するッ!?」

　ファルファの思考が、混乱と疑問に埋め尽くされる。出自の偽装や虚きよ偽ぎの申告などの次元ではない。この少年に一切の技法反応が検出されなかったことを確認したのは、ラスノ騎士団一の魔法剣士シュヴィスタだ。彼女の《鑑定》は神聖庁も認めるもので──。

「騒ぐなよ。こんなもの、僕は一度も使いたくなかったのに──そうさせたのは、そっちだろ」

「……一度も……！」

《鑑定》とは、その当人が使用した《技法》の反応を検出するものだ。使用してさえいたのなら、どれだけ過去のものであろうと暴き立てるが──唯一、まだ一度も使用されたことのないものに関しては、検出できない。

「こんな力を隠していたのか！　帝罰にさえ効果を及ぼす、神威級の特権を!?」

「──わからないかなあ。わからないんだろうなあ、君には。自分が何かと違うことを、気持ちいいとしか思いそうにない手合いには」

　少年の深い溜息に籠っている落胆と失望は、それだけは真実のように思える。だが、それはどうでもいい。化物の心など、今は覗のぞく時ではない。

「命じる。{崩れ落ちろ、抜殻｝」

「支配を振りほどけ、帝罰！」

　二つの命令がかち合い、その二つが同時に起こった。

　巨大な蛇の抜殻が、崩れ落ちながら再生する。身体中で崩壊が始まるが、ボロボロに散らばった破片が、地面に落ちる中途で止まり、浮き上がって戻り、再びその身体を創っていく。

　斑まだらの模様ができあがる。呪われて崩壊する鱗は赤を、崩壊から再生した鱗は緑の光を放つ。それはそのまま、帝罰の支配図が書き換わっていくことを意味している。

「……っく、くははははははっ！　所しよ詮せんは無駄な悪わる足あ掻がき！」

　抜殻の放つ光の割合が赤より緑に傾くにつれ、その活動がゆるやかに再開した。少年の命を容易たやすく終わらせる巨大な顎が迫っていく。

　その光景を見ながら、ファルファは少しずつ冷静さと希望を取り戻していた。

　部下たちの解げ毒どくならば、帝罰を足としてあの村へ戻ればいい。毒を製造・保管していた場所にその解毒手段がないということなどよもやなかろう。……その際、帝罰目撃の口封じと、村内から反逆者を出したことへの相応の罰を与えねばならなくなったが、それもまた、大領主として果たすべき義務と彼は飲み込む。

「平ひれ伏ふせ、神獣の威光へ。帝国に、偉大なりし剣帝に逆らった愚かさを嚙み締めて──」

「誰だよ、そいつは」

　少年の判断は迅速であり、一切の躊ちゆう躇ちよがなかった。

　邪魔な荷物……シュヴィスタを下ろすと、再び帝罰に向けて血涙を飛ばす。

　それは既すでに見た、学習された攻撃だ。血涙は帝罰から剝がれ落ちた破片が受け止めることで、本体に至る前に防がれる。

「帝国だの、剣帝だの、僕らのことも知らない奴が、僕らが生きるのを邪魔するな」

　防がれる。防がれる。飛ばす血など、何度やろうと届かない。

　届かないのに、諦あきらめない。

　血の涙は止とめ処どない。だが無尽蔵でもあるまいに。流した血の分だけ肌から赤みが失われ、体力の消耗という代償が現れているのに、少年は平然と続ける。

「そんなのがこの世界の決まり事だっていうのなら。そんなどうでもいいことが、僕の大切なものを脅かすなら。安納辰巳は、そんな世界を作っている奴を、そのルールごと塗り潰す」

「──貴様は、何を言っているのか、わかっているのだろうな。帝国の在り方に、続いてきた平和に、何より剣帝に逆らう……その重み、知った上での狼ろう藉ぜきか」

「さあ。けれど、何をするのかだけは、覚悟したつもりだよ。好き嫌いも選えり好ごのみも、僕が楽しいかどうかなんてことも、どうでもいいってくらいには」

　血化粧に塗まみれながら、少年は宣言する。

「僕は、僕がしあわせになってもらいたい人たちを、しあわせにする。そのためなら、僕自身が、どれだけ穢けがれようと構わない」

　多量の出血による朦もう朧ろうも意に介さず、少年の姿をした化物が唱え、ファルファを睥へい睨げいする。彼を、その後ろにある帝国を、剣帝すらも串くし刺ざしにするように。

「……くだらない。無知とは罪だな、逆賊」

　ファルファは腰の短剣ダガーを抜く。帝罰を止めるために血を飛ばし続けなければならない少年は、そこから逃げることもできない。

「帝罰──イスサナ帝国を外敵より守り、内政を支える威力のわずか片鱗にすらその有様の貴様が、一体何を成し遂げるのか。分不相応な願いを夢見たまま、流れる血に溺おぼれ、二度と帰らぬ底へと沈め──！」

　武を鍛きたえあげた騎士団の長が、短剣の刃先を摑つかみ、投とう擲てきの構えに移る。照準は頭部、一撃にて必殺を狙ねらい、足を踏み出しながら腕を振りかぶり──。




「その通り。いいこと言うじゃねえか、ボンボン領主。剣帝打倒とかいう大仕事が、ガキ一人にできてたまるかよ」




　……声が割って入るよりも先に、上から飛んできた礫つぶてに短剣が弾き飛ばされた。

「あぁ、それ以前に、だな。後から入った新参に、そこまでハデなことされちまうと──古参の立つ瀬がねェんだわ」

　驚愕と共にファルファは見あげる。地面の自分たちより上、岩壁に張り付く抜殻より上、礫が来た、声が聞こえた、断崖の上を。

　若々しい中年男性と、白と黄の入いり交まじった髪をした、年とし端はもいかない子供がそこにいた。

「ほんじゃァま、出番だぜ。隠し球」

「もっかい聞くけど、ほんとにいいの？　準備が万端に整うのは次の次くらいで、それまでは根回しと積み立てに専念するんじゃなかったっけ」

「絶好の機会。本来の計画。そういうのはうまくいかないのが常だ。なら今回くらいは、いっそこちらから崩れてやるさ。知ってるか？　運命なんてものは、ぶち壊す瞬間が最ッ高に気持ちいいんだぜ」

　腕を組み胸を張る男性に、子供は心底嫌そうに肩を竦める。

「うわ、出たよ。さすが、運命神ミハテなんて邪神を崇拝してる連中は頭がおかしいね。まあいいけどさ、わかった上での賭け事なら。頭がおかしいのは、あなたに乗ると決めたこっちのほうも同類だし」

「褒めるな、照れる。チューしてやろうか？」

「おことわり。じゃ、そそのかされて行ってくるよ、トラ爺──いえ、ビヨンドレス」

「久々の戦闘だ。楽しむついでになまった身体をしごいてこいや、ルー・ガ＝ルゥ」

　そうして、ファルファは見た。

　夜空に浮かぶ七しち天てん月げつを背に、軽やかな足取りで崖から身を躍らせた少女が──変わる。

　頭に耳が、短い下した穿ばきを突き破るように尾が生えて……最も大きな違いが現れたのは、毛皮に包まれていく両の手足だった。

　形状が人のそれから獣のそれに、加えて右の手だけが、大きさも幼女のものから巨獣のものに、歪いびつで禍々しい変へん貌ぼうを遂げた。

　雄お叫たけびがあがる。

　それは大地で生きる者が、己は誰にも縛られぬ、とその宣言を示す声。ルー・ガ＝ルゥと呼ばれた半人半獣の少女が、肥大化した右腕を、上空からのすれ違いざま、蛇の抜殻へと振り下ろした。

「……馬鹿、な」

　信じられない光景に、ファルファがおののく。

　帝罰の鱗は、打撃や斬撃、高温や低温、様々な破壊や変化に対する桁けた外はずれの耐性を持つ。……彼自身が試した折にも、全力の一撃で傷一つつけられなかった。

　なのに、それが、またしても。

　猫が紙に爪を立てるかのような呆あつ気けなさで、切り裂かれた。

「だ、だが……多少形を崩されたところで、帝罰は……」

「よぉーっし、よくやったルー・ガ＝ルゥ！　続いて──【試製蛇酔プロトドランカ】・散布開始！」

「「「「「「はっ！」」」」」」

　トラ爺……ビヨンドレスと呼ばれた壮年の男の号令で、隠れていた者たちが姿を現す。

　左右の崖際にずらりと、ミハテ村の村民たちが並ぶ。各々が背に樽たるのようなものを背負っており、そこから伸びたホースの先端から、崖下に向かって液体が撒かれた。

「っぷぁっ!?　こ……これは、この甘ったるい臭いは……酒、か!?」

　火計でも行うつもりか、と推測し、馬鹿が、とファルファはほくそ笑んだ。そんなもので帝罰がどうこうなるわけが……。

「……え」

　一瞬後には笑みが失せた。酒を浴びせかけられた帝罰が……再生、していない。

　湿った破片は地に落ちた後、幾度か元に戻ろうとのたうち回った後に動きを止め、完全に停止する。まるで、酔い潰れでもしたように。

「あり、えない、ありえない、ありえないありえないありえない……帝罰が？　剣帝の威光そのものが？　こ、こ、こんな……こんな、無様に……」

　茫然と呟くファルファのほうに、突然、崩れかけた蛇の抜殻が首を向けた。

「──へ？」

　彼が脳裏に猛烈な嫌な予感を覚えた時、その通りの事が起こった。

　爪に刻まれ、酒を浴びせかけられた蛇の抜殻が、蛇行をしながらも確実に、ファルファへ向かって突っ込んでいく。

「いひゃぁぁぁぁぁあぁぁっ!?　なななななんでぇぇぇえぇぇえっ!?」

　喰くわれる。死ぬ。本気でそう思った。

　帝罰の乱心は何のためか。ファルファが恐怖した通り、泥でい酔すいに狂って彼を喰おうとしたのか……それとも、危機に瀕ひんして自分のねぐらへ、彼が持つ封印の筒の中に逃げ込もうとでもしていたのか。それは、わからない。

　その前に、事はすんでいたから。

「命じる」

　血涙の少年が呟いた瞬間、蛇の抜殻の全身が、緑色から真しん紅くに染まる。ファルファの元へ到達する直前に停止する。支配に対し、抗う力が消えている。どうやら──〝血〟を媒ばい介かいに染みついたモノは、酒を浴びても、落ちていない。

「{逃げるな。生きるな。ここで死ね｝」

　帝罰は、その通りになった。

　身の端から速やかに、塵となって消えていく。呻うめき声ごえの一つも立てられず、抵抗に身を捩よじることも許されず、剣帝の威光の具現が、この世から放ほう逐ちくされていく。

「……う……わ、若様……？」「っぶは……！　なんだこれ、酒ぇ……!?」「おはよう、ございま……あれ、まだ夜……？」「これは……何が、どうなって……」

　次々に目を覚ますのは、シュヴィスタを始め四人の騎士たちだ。どうやら、撒かれた酒は解毒の作用も含んでいるらしい。それは実にめでたいことだ。……とはいっても、だとしても。

「……何だろうね。わかんない」

　呟きは、現実逃避気味に。

　訓練された動きで、次々に岩壁から下りて自分たちを取り囲む武装した村民たちを見ながら、イスサナ帝国大領主にして騎士団を束ねる赤髪の青年は、笑うことしかできなかった。





　　　　《４》






　血涙を拭うと、眩暈がした。僕は足の踏ん張りも利かず、横倒しに倒れこむ。

「やれやれ、危なっかしいったら」

　地面にぶつかる前に支えられている。毛の感触は、ケモコヒツジのそれと比べるべくもなく荒々しく、刺とげ々とげしくて力強い。それから、服の襟首を大きな爪の先端でつまんで持ち上げられた。

「とっくに子供は寝てる時間。行儀が悪いね、タツミ」

「それについては、言い逃れようもないんだけど。ところで……僕は一体、どのあたりから尋ねるべきなのかな、ルー」

　口調も姿も表情も、僕の知る子供たちのリーダー格である彼女と違う。大人びているし、頭の耳や尻の尻尾が、こちらをからかうように揺れてるし。

「なに、タツミ。ルーがこわい？」

「……？　いや、それは別に。これだとちょっと、一緒に遊ぶのは大変そうだとは思うけど」

「うわ。あーあ、ビヨンドレスといいタツミといい、どいつもこいつもイカれてる。やれやれ、マトモなのはルーだけか」

「あぅっ」

　爪がぱっと離されて、僕は思い切り尻から地面に落ちる。

「は。イカれるさ。そりゃそうだ。マトモなままで守れないものがあるんなら、マトモでいたってしょうがねえ」

　大股開きで、ずかずかとやってきたのはトラ爺だった。その口調や、仕草、態度もやはりルーと同じく違っている。若々しくて、ギラついていて……いや、顔や手の皺も減り、頭の白髪もなくなっていないか？

　僕は間抜けなことに、ようやく彼の普段の老いが変装であったと知った。

「随分と無茶したな、タツ。とりあえずよ、テメエの出自も含めて、隠し事はお互い様だってことで納得してもらうが……今は率そつ直ちよくに、これからのことを話そうや」

　目の前でしゃがみ込んだトラ爺は、気安い笑みを消し去って尋ねた。

「テメエの願いを通すために、世界を丸ごと、敵に回す覚悟はあるか？」

「はい」

　そのための理由を、僕はもう持っている。

　命の恩。心の恩。それとも単に、初めて抱いた、僕の欲。

「流したくない涙を、流させないためならば」

　こうして束つかの間まの、安納辰巳が夢と焦がれた日常は、今夜を以て幕を引く。

　けれど、悲しまなくていい。僕は、自分の夢より大切な、誰かの夢のために流す血の価値を知ったのだから。

「ここから、もう一度……新しい生き方を、始めよう」

　彼方の空から陽が昇り、夜の藍あいと朝の朱あかが混じり合う。

　清々しく晴れやかな気持ちで、思いきり空気を吸い込んだ。
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　遙はるか昔、ヤーフィラ全土を覆おおいつくした凄せい惨さんなる大戦があった。

　空が割れ、緑は枯れ、海を穢けがした争いがついに地ち界かいを滅ぼす寸前、天域より現れた七なな柱はしらの神は世界を壊す愚行を諫いさめ、地界を救うべく【上に立つモノ】を遣つかわした。

　それこそが、【秩ちつ序じよと調停の化け身しん】と呼ばれる七体の神獣である。

　神獣はヤーフィラを七つに分けて縄張りとし、大いなる意思を民に行き渡らせるために人と交わった。貴たつとき血を持つ半人半神の者が王となり、ヤーフィラ七しち支し王おうが誕生する。

　七支王は神獣が司つかさどるそれぞれの『美徳』をもって国を統すべ、再び地界が戦乱に見舞われぬよう、平和の支柱となっている──。




「──と、いうのをォ。ぶっ壊そうとしているのが、オレらだな」

　朝の空を堪たん能のうできるオープンテラス──に変わってしまった、壁の半分から上がぶっ飛んだミハテ村大食堂にて、トラ爺じい改めビヨンドレスは茶をすすった。

「連中の【戦治地界調停史エピソード】なんぞ、都合のいい情報操作プロパガンダだ。他国と示し合わせた七人の王がそれぞれ、怪物を後うしろ楯だてにして自分たちの箱庭で遊あそび惚ほうけてるだけさな」

　王が定めた秤はかりから零こぼれ落おち、搾さく取しゆされる側へ落とされた者たちの中から、反逆の意志を抱くものが現れた。

　それが打倒七支王を掲げる抵抗勢力レジスタンス──【七の鎖を解く者セブンアンチエイナー】だという。

「同胞はヤーフィラの各地に潜伏している。特に、このイスサナ帝国では入国管理局や、技法アビリテイ登録局。そのあたりでインチキできれば、余よ所その国から《技法》持ちを連れ込んで戦力を集められるからな」

　それが、僕も何度か見ていた〝旅〟の目的か。毎回しれっと出発してはしれっと帰ってきていたけれど、内容はまったく剣けん呑のんだったらしい。

「改めて名乗るとするか。レジスタンスで使ってる名前は、ビヨンドレス。マキャバ・ビヨンドレスだ。【七の鎖を解く者】では、イスサナ帝国支部のリーダーをやってる」

　ふむ、と僕もお茶を飲む。

「つまり、丸ごと偽ぎ装そうで変装だったわけだ。村長をやってたことも、年齢や外見も……ミハテ村の様子も」

「半々ってところかね。帝都から程よく遠く、管理も杜ず撰さんだった辺境の村はレジスタンスの隠れ家アジトにうってつけだったが、お前の見た全部が噓うそだったわけじゃない。様々な理由でよそから救助した、レジスタンスの活動と関わりのない一般人が、半数よりずっと多いさ」

　その言葉は、事実なのだろう。だが、何の裏もない、純粋な善意のみの行動と言えるかといえば否いなだ。

　ミハテ村は難民キャンプとしての性質を確かに持っていて、だからこそ僕もこの一ひと月つき、もう片方の面に気付くことができなかった。鉄火の臭においを、生活の匂においに紛まぎれ込こませることで隠いん蔽ぺいする……それこそマフィアに近い偽装の手口で、本物の怯おびえや一般人の反応が多かったからこそ、騎士団も見事に騙だまされた。

「持ちつ持たれつ、といえば聞こえはいいですね」

「手厳しい。言いわけにしかならんが、その辺りの事情を知らん奴はいないよ。全員、ここがどういう場所なのかは同意の上で住んでもらってる」

　ビヨンドレスは、隣となりでケモコヒツジのミルクをちびちびと飲むルーを流し見た。その姿はいつも通りの小さな子供で、頭や尻、手足に昨日のような変異はない。

「子供たちについても、切り離すところは切り離してる。レジスタンスの少年兵に仕立て上げようなんて真ま似ねはしてねぇから、怖こえぇ目はやめてくれや。腰が抜けちまう」

「言っとくけど、ほんとだよ。その辺りにあと一歩踏み込めるようなら、この男も頼りがいがあったんだけど」

　肩をすくめるルーだが、口の周りにミルクで輪っかができている。

「ルーはルー・ガ＝ルゥ。百五十年前の作戦に参加して滅んだ、亜人種族の生き残り」

　……僕も、この一月の経験とか、昨日のでき事で多少ファンタジー世界ヤーフイラの空気に慣れたとは思うのだけれど、まだ地球で生きていたときの固定観念は染みついているらしい。

「百五十年前の作戦の生き残りって……ルー、今何歳いくつ？」

「──うるさい。歳としの話はしないで。ようやく一人で狩りに出してもらえるくらいの若造なのは、ルーだって知ってる。ひっかくぞ」

　右手だけを獣けもののそれ──狼おおかみのような毛と爪のもの──に変えて上げ、眉まゆ根ねを寄せて不機嫌そうにルーが威い嚇かくしてくる。恥はずかしがるポイントなんだ……推定百五十歳……。

　……って、ちょっと待った。

「あなたも何歳なんですか、ビヨンドレスさん」

　返答の代わりに、思わせぶりな笑顔だけがあった。顎あごの無ぶ精しよう鬚ひげをざりざりとさする仕草は、うさん臭くて仕方ない。

「は！　歳がどうしたなど、些さ末まつな事で騒いでいるなぁ愚民共が！」

　わははははは、と威勢のいい声が食堂の隅すみから聴きこえてきた。

「まったく笑止！　片腹痛し！　何な故ぜならば、我らが剣帝、神獣の代弁者たる七支王の命は永遠！　貴様らに勝ち目はないよテロリスト！」

　ためになるアドバイスをくださるのは、尊そん大だいな赤髪の美男子……イスサナ帝国大領主ファルファ・レプテ・ラスノさんだ。

　騎士団の五人は、レジスタンスに制圧された後『力を下げ、《技法》を使用不可能にする』というまじないの文字が書かれたロープで縛り上げられ、村に連れてこられたのだった。

「なのでね、そのような愚おろかなことはいますぐにやめ、我々を解放してはいかがかな！　さすれば何も見なかったことにするし、ささやかな謝礼を後日この辺へん鄙ぴな村に送ることもやぶさかではないのだが！」

「うわあ。ふわあ。寝言聞いたら眠くなってきた。むにゃ。眠気覚ましに運動するかな」

　ルーの右手がむくっと巨大化する。その威力を間近で堪能済みのファルファが「ひぃぃぃぃぃ！」と青ざめる。笑いながらビヨンドレスが近づき、ファルファの目の前で屈かがみこむ。

「実にいいねえ。生きがいい。それに見上げた精神だ。それは剣帝様への忠誠か……いいや。テメエらには、剣帝より上に置いているものがある。違うか？」

「──何を言い出すかと思えば。大領主に、剣帝への忠誠より重きものなどあるものか。この忠義、テロリストにはいささか難しかったかね？」

「示し威いのためで騎士が五人は少ねぇわな。辺境とはいえ村一個脅おどすにはインパクトが足りん。そこに目を瞑つむったとしても、帝都からここまで徒か歩ちはさすがにおかしい。剣帝様にも内緒のおでかけだったわけだ」

　美男子の頰ほおを冷汗が伝う。どうやら、ビヨンドレスの指摘は図星であったらしい。

「同じ相手に隠し事がある。どうやら、オレたちはいいオトモダチになれそうだ」

　立ち上がったビヨンドレスが、笑みを浮かべて五人の騎士へ近づいていく。

「さぁて、ラスノ家当主さんよ。楽しい楽しい交渉タァーイムと行こうか」

「ふん！　誇り高き騎士がテロリストと交かわす取引など、果実一個、貨幣一枚とてありえん！　大領主への敵対は即すなわちイスサナ帝国への反乱、剣帝の怒りを免まぬがれまいぞ！　貴様もいよいよ終わりだな、【死にぞこない】ビヨンドレス！　ふふ、世界中が探している反乱分子の発見とは、最上級の手て土産みやげが──」

「持ち帰る物にワクワクする前に、持ち帰れない物にドキドキしとこうぜ」

　ビヨンドレスがファルファの足元に投げ落としたのは、一本の筒だった。その蓋ふたは外れ、中には何も入っていない。

「帝罰は、偉大なる剣帝より預けられた国の宝であり、大領主が大領主たる資格の証あかしだ。さて、その貴重品をぶっ壊しちまった大領主ってのは、地位の剝はく奪だつ程度の罰ですむもんかね？」

　これは、とても交渉とは呼べるまい。押し引きの権利を一方的に握られ、片方はにこやかな笑顔で、片方は自分の立場を思い知った戦せん慄りつなんて、脅迫のほうがよほど近い。

「イスサナ帝国大領主にしてラスノ騎士団の長おさ、ファルファ・レプテ・ラスノ殿、レジスタンスに協力しようぜ？　オレたちと仲良しこよしでいてくれている間は、帝罰喪失の件について黙っておいてやるからよォ」

　ファルファは、昨日ミハテ村で高圧的に振る舞っていたのとは正反対な様子で「うぅぅ……」とうめきながら俯うつむいてしまう。他の騎士たちも、想像だにしなかった状況……国を裏切ることに唖あ然ぜんとし、絶望を隠せていない。

「……まるで、被害者の素そ振ぶりだな」

　知らず、僕の口からは、怒りに濡れた声が出ていた。

　どんなに哀あわれに見えても、先に手を出したのはそっちだ。ミハテ村の皆を隷れい領りよう民みんと蔑さげすみ、踏ふみ躙にじった。絶対に奪われたくないものを奪おうとした。同情に値あたいすることなんて──。

「みなさん、お待たせいたしました」

　不意に聞こえた、穏やかな声に視線が集まり、ファルファも顔をあげる。

「色々と立て込んでおられますが、そんなときこそ、いつもと同じを変わりなく。一日の元気を出すために、朝ごはんを食べましょう」

　台所からやってきたエプロン姿のシーパが、てきぱきとテーブルに朝食の用意を進めていく……その流れで、騎士たちを拘こう束そくするロープも解ほどいた。ファルファは戸惑いながら、なすがままになっている。

「……何のつもりだ、タィラート族」

「手が使えねば、食器も持てません。それに、おじいさまとみなさまとは、これから一緒におしごとをするのですよね。でしたら、ぜひなかよしになりたいと思うのです」

「……何を言っている。お前は僕が、憎くないのか」

　その問いに、シーパは首を横に振り、手を差し伸べながら答えた。

「できません、そのようなこと。せめて憎まれたい、自分は憎まれなければならない、なんて──悲しいことを考えていらっしゃるあなたを、憎むなど」

　そう答えられ、ファルファは驚きよう愕がくを、それから一瞬だけ泣きそうな顔を浮かべた。

　果たして、ファルファは何を見たのか。『贄にえにするから寄よ越こせ』と言った相手が、どういう人間だったのか。思えば、彼は今、初めて面と向かってシーパと話している。タィラート族というくくりではない彼女と。

　赤髪の青年が持ち上げる手は震えていて、自分にその資格があるのか、というように止まっていたが……それをそっと、シーパのほうから摑つかんだ。

「昨日は言いそびれてしまいましたので、改めて。帝都のみなさま、ようこそ、ミハテ村へ。おもてなしをご用意させていただきましたので、どうぞお召めし上あがりください」

　裏のない笑顔、むきだしの善良さ。それを正面から受けたファルファは、ちらりとビヨンドレスのほうを見て「これも狙いか」と呟つぶやく。

「ンなわけあるか。そいつはただの、自慢の娘だ」

　ビヨンドレスが本当に、単に自慢するふうに胸を張った。ファルファは苦笑し、それからシーパに向き直る。

「豊かな自然に囲まれた村だ。さぞ、良いものが採とれるだろう。今度はちゃんと味わわせてもらうよ。……それと……」
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「シーパ・アトゥルルルハと申します、大領主様」

「ファルファでいい。……君とこの村への非礼、騎士として詫わびさせてもらう、アトゥルルルハ嬢」

　そう頭を下げる騎士の顔は、険けんが取れ、憑つき物ものが落ちたように穏おだやかだった。
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　食事の後、ビヨンドレスとファルファが話をしている間、僕は組織では先輩なちびっこ亜人・ルーの家へ行き、管理のための書類なんかを書かせてもらう。そうやって正式に、レジスタンス組織【七の鎖を解く者】の一員となる手続きをすませた。

　あと……一緒に、昨日見せた僕の、血を媒ばい介かいする能力について、いくつか「どういうことができるのか」を披ひ露ろうした。

　端的に言えば、簡単な組手。僕に攻撃しようとしてきたルーは、最終的に、草に足をとられて顔面からすっ転んでいた。だらだら流れる鼻血を乱暴に拭ぬぐい、彼女は平然と「なるほど」と頷うなずいた。タフ＆クールだ、ルー先輩。

「タツミの力、これは色々と使いでがある。ただの後方支援にするのは惜おしくて、けど戦闘能力には過信ができない……よし、その辺りの仕事があるか、ビヨンドレスに聞きに行こっか」

　再び食堂へ向かう途中、ルーが僕の血けつ涙るいが流れていた右目のあたりをぺたぺたと触ってきた。

「それにしても、変な力。村に来た時から、ずっと隠してたの？」

「はっきりしたことは、よくわからなくて。元の世界では持ってなかったんで、こっちに来た時に手に入れたみたいなんだけど」

「ふうん。それ、名前は？　もう名付けた？」

　尋ねられ、僕は頷いて答える。

「［血涙の盟約リ・ブラツド］。名付けた、というより、そう頭に浮かんできた。僕の使うのは、血を介して、約束を結んで、運命を動かす能力なんだって」

「……うん？　……ああ、天使の力。よくわかんない、例がないのも納得だ」

　ふぅん、とルーに改めて頭から爪先までを観察される。

「もしかして、天使はみんな僕みたいに妙な力をもらってるとか？」

「どうだろ。天使についての記述って曖あい昧まいな部分が多いから、こっちが逆に聞いておきたい。どういうきっかけで使えることに気付いたの？」

　──多分、昨晩の眩暈めまいだ。騎士団を追撃し、何をしてでもシーパから手を引かせる、と決意した時。脳裏に声が響いて、自分がどういうことができるのかが、頭に流れ込んできた。

「教えられたんだ。あの声──多分、この村が信仰している……運命神ミハテ様に」

「うわ」

　心から嫌そうな〝うわ〟だった。

「そりゃ極上だ。最低だ、っていうほうが正しいかも。……その感じだと、あんま知らないか。まあ、あの子が熱心に崇あがめてるところを見てたらそりゃね」

　ルーはちょっと悩んでいるふうだったが、やがて「まあいいか」と口を開いた。

「タツミ。運命神ミハテはね、一般的には邪神なの。人々を見守り、加か護ごを授けるモノ、ではなくて──どうかこの世界に厄災をもたらすなかれと、恐おそれ奉たてまつられる側の存在として知られてる」

「……え？」

　二の句が継つげられないでいるところに、ルーが更に補足する。

「人の運命を見守って、正しく繋つなぐとか導くとか、そういうふうに思ってたかな。逆だよ。ミハテは定まった運命を唾だ棄きし、決められた流れを掻かき乱みだすもの。それに直接授かった《技法》なんて、脅し文句としても十分だね」

「いやー心強い仲間が入った。敵だったら即ブッコロシ優先目標だった」と、おっかないことにガチっぽいトーンで笑うルー先輩である。あんまりな言われようで、逆に笑ってしまう。……すごい有名だったんだなあ、猫のお姉さん。

「まあまあ、気に病むことじゃないよ。だからこそルーたちが、レジスタンスが主神として祀まつってるわけだしね」

　確かに。剣帝による支配を〝押し付けられた運命〟とするなら、ミハテ神以上のシンボルもないのだろう。

「物事は、一つのことにいくつもの側面がある、か」

　何事も使いようだ。だったら僕は、授かった力も……〝向こうの人生で培つちかったもの〟も、正しいと思う目的の為ために使おう。

　──そう。彼女を、平穏な世界に留めるために。

　僕は決意を新たに、再び食堂へと戻った……だが、しかし。

「おかえりなさい、タツミくん」

　そこに待っていたのは、でかいリュックを背負い、左右の手にも大荷物を抱え、旅支度を十全に整えたシーパの姿であった。

「御着替え、生活用品、当座の暮らしをまかなうへそくり、ご近所様さまへのご挨あい拶さつのためのおみやげ、タツミくんのお気に入りケモコまくら、準備に抜かりはありません。では、いざ、参りましょう。わたしたちの新生活の地へ」

　ふんす、とやる気満々のポーズ（両手を胸の前でぐっと握る）を見せつけるシーパwith大荷物。何も言えずに固まっていたところ、ルーが「ちょっと待ってろ」と言い残して場を離れ、ほどなくして「話せばわかる！」と連呼するビヨンドレスの首根っこを引っ摑んで戻ってきてくれた。

　なんて頼れる先輩だろう！

「ビヨンドレス。説明」

　獣化した右腕を額ひたいに突き付けるが、「説明ならばわたしがいたします」と割って入ったのは、当の本人であるシーパだった。

「わたしはタツミくんを拾いましたので、責任をもってしっかりとお世話をしなければなりません。なので、いっしょに王都へ行くのは、当然ではないでしょうか。当然ですよね。当然なのです」

　そこまで話したところで無言になった。

　説明は、どうやらそれですべてだった。

「ビヨンドレス。説明」

　詰め寄ったところ、伝説のレジスタンスは目を逸そらして「そのね」と言う。

「タツミには黙ってたけど、シーパもまあ、知ってたのよな。そりゃまあ、生まれてこの方ミハテ村に住んでるわけだし。ここがレジスタンスの拠点だってのは」

「仰おつしやってましたよね。『そいつはただの、自慢の娘だ』とか満点のキメ顔で」

「ウソじゃないもん。本当だったもん。──ついさっきまでは」

　ビヨンドレスが釈しやく明めいすることには、シーパはこれまでも『自分も何かできることはないか』とアプローチをしていたらしい。ビヨンドレスはそれをずっと断り続けてきた。普通に生活している者がいる、ということが村のカモフラージュになる以前に……彼も、親として、義理の娘を危険に巻き込みたくなかったから。

　その愛情がわかってしまう分、シーパも今までビヨンドレスを説得しきれずにいたのだが……状況は大きく変わり、シーパからの押しが強くなった。

「考えてみろよ、タツミ。十年育てた愛まな娘むすめに、『わからずやなおじいさまなんて、きらいになるかもしれません』って言われた恐怖を」

「しっかりしろ、伝説のレジスタンス」

　かくして、おじいさまは根負けした。最後の手段を解禁したシーパに押し切られ「【七の鎖を解く者】への参入を許可せざるを得ませんでしたァ～～！」とさめざめ泣くのであった。

「ぐす、ひっく。……んでルー・ガ＝ルゥ、そっちの見立ては？」

「ん。タツミの《技法》は面白い。世界を壊すためにあるような能力だ。定められたものを──無理矢理繋がれた鎖を引ひき千ち切ぎる、そういう夢が見られそうな、理不尽だった」

　ビヨンドレスがこちらを見た。値踏みの視線が、素早く僕とシーパの足先から脳天までを一いち瞥べつした。

「……あー、タツミよ。それにシーパ。最後に、改めて確認だ」

　その時にはもう、トラ爺の雰囲気が戻っている。たった今全身を撫なでた、鳥肌が立ちそうな目線が幻かと思うほどに。

「ミハテ村を出れば、見たくないものを見ることになるし、関わることになる。そりゃあ過酷だ。義ぎ憤ふんと使命に燃えて試験に合格した新入りが、初日で病んで、二日目には逃亡したなんてザラにある。それでも、おまえらは──」

「僕は、」「はい。わたしは、わたしにやれることをします。おじいさま」

　驚いたのは、その場に居合わせた全員だ。聞いたビヨンドレスも、見守っていたルーも、そして言葉を遮さえぎられた僕も、視線をシーパへ集める。

「ずっと、考えていました。わたしは、わたしの大切なひとが大変なものに挑いどんでいるとき、自分だけがひなたでまどろんでいるなんて、嫌です。──ごはんも、しあわせも。みんなでわけあうから、もっとよいものになるのですから」

　その横顔に、目が眩くらむ。昨日、七つの月の夜の下で覚えたものを、僕は再び味わって、そして忘れてなんていなかったものを確認する。

「見たくないものなら、見慣れてる。僕の答えは変わらないよ、ビヨンドレス」

　話しだすのに合わせて、シーパの小さくて柔らかい手が、僕の手を握ってきた。僕らは、瞳を合わせて頷いた。

「流したくない涙を、流させないためなら。僕は、世界を丸ごと、敵にだって回してみせる」

　そう宣言をした時だ。村の入り口に馬車が止まって、その荷台から例の赤髪の騎士、ファルファが顔を出して「何をしている、準備はできたぞ！」とこちらを呼んだ。ビヨンドレスが「おう、今行く！」と声を上げ、僕らを二人、まとめて抱だき締しめた。

「レジスタンスの心得、その１だ。いいか、この老いぼれより、先に死ぬなよ」





　　　　《２》






　ミハテ村の人々は、レジスタンスであると同時に山の民だ。彼らは彼らにしか知りえない近道を持っていた。

　訓練された馬と御ぎよ者しやが、険しい山道を抜けていく。普段人が通行しない土の地面はよく揺れるし……横を子供がすり抜ける幅もないギリギリの崖際を通るとき、ぱらぱらと土が谷底まで落ちていく。肝きもを冷やしていたのは、しかし僕一人だけだった。シーパが俯いて深呼吸を繰り返している理由は、どうやら僕とはまた違う。

「帝都……お話には聞いておりましたが、わたし、うまくやれますでしょうか……。お買いものをするにも、作法を誤って、礼儀知らずないなかものと仲間外れになりませんでしょうか」

　彼女にとっては、すぐそこにある転落の危機よりそちらのほうが懸け念ねんとみえた。そういえば、彼女はずっとミハテ村だけで生きてきた筋金入りの山ガールなのだった。

「──その懸念、領主としては同意できるが、個人としてはできかねるな、アトゥルルルハ嬢」

『今回のことはこの五名の秘ひ匿とくとする』『屋敷に帰ってからは何事もなかったかのように振る舞う』と話していたファルファが会話に加わってくる。

「他者を尊重し、慮おもんぱかるのは素晴らしきことだが……そうした気遣いが底そこ値ねで出回っているのが、これから君たちの向かわんとしている場所だ。相手に合わせんとする共感は時に、自身を脅おびやかす毒となる。精々、帝都の黄金に取り込まれぬようにするといい」

　ファルファは一方的に言い捨て、それから僕のほうを『だから目を離すなよ』とでも言いたげに一瞥してから再び身内の会話に戻った。

　──シーパや僕がその言葉の意味を本当に知ったのは、帝都に着いてからだった。
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　横柄に馬車を止めた門番が青ざめる様が、荷台の中からでもわかった。

「い、いえ、自分は、こ、このような馬車に、……貴方様が乗っておられるとは……」

「良い。立場が逆であれば自分とて止めた。むしろ君は模も範はんとなるべき熱心な兵士であり、己の職務を立派に果たした。違うか？」

「は……こ、光栄でございます、大領主、ラスノさ……」

「その功績、会合でも讃たたえさせてもらうとしよう。帝都東門の門番は、己の職務を果たすためなら、大領主さえも咎められる人間だ、とね」

「た、大変に失礼をば致しました。お進みください、名も知らぬ方……」

「そうか。ならもう一度言おう。君は実に、正しさの何たるかを知る兵士だよ」

　懸念であった関門を越え、更にいくらか走ったのちに馬車が止まる。レジスタンスメンバーである御者から「いいぞ、出ろ」と促うながされる。澱よどみのない動作で荷物を持ち、迅速に馬車を降りていく。一番先にお付きの騎士たちが再度安全を確認し、それから最後にファルファが出る。その際に彼は、僕をちらりと見て言った。

「うまくやれ。貴様に必要なのは、あの時、騎士すらたじろがせた〝恐怖〟だ」

　僕の返事を待たず、彼は馬車を後にした。

　御者から「場所を変える」と伝えられる。ファルファたちとの関係を疑われないよう、可能な限り共にいるところを見られまいとする配慮だ。再び馬車が止まり、御者から「今だ」と合図がある。先に僕、次にシーパという順番で荷物を持って馬車を降りる。御者はすぐにその場を離れてミハテ村へと帰っていき、僕らも僕らの行動を開始する。

「……ここが、帝都」

　脳裏に過よぎったのは、何度か訪れたイギリスの古い街並み。僕の生まれた国とは、時代も常識も遠く隔へだてた中世の空間だ。

　石と煉れん瓦がで作られた都は、ミハテ村より遙かに栄えて文明的だ。実用性より見み栄ばえを重く見ているのであろう、贅ぜいを尽つくした絢けん爛らんな有様だった。

　目抜き通りに建ち並ぶ商店には、食品や生活用品だけでなく、装飾品や葉巻・煙草たばこ・酒などの嗜し好こう品ひんも多く取とり揃そろえられ、繁盛している。そこに記しるされている値段についても、ミハテ村での価格帯から大きく上にズレていた。たとえばあそこの髪飾りだが、あれ一つでミハテ村では一軒家が建つ。

　それを、シーパとルーの間くらいの年齢の子供が買っている。一緒にいた友人に「この前のはよく見たら色が気に入らなかったから捨てちゃった」なんて笑う少女は、肌はだ艶つやが良く、生まれてから一度も野良仕事などやったことのないような綺き麗れいな爪と指をしていて、繕つくろいなど一切ない服を着ていた。新しい髪飾りをつけた後、古い髪飾りをご丁てい寧ねいに踏み壊してから「これ、捨てといて」と店員に頼み、雑踏に紛れて見えなくなった。

　その子に限らない。帝都には多くのものが有り、有あり余あまっている。

　飢うえず、脅かされず、笑顔が溢あふれる。手に入れたいと思うものが手に入り、生きるのに悩む理由がない。誰も彼もが、しあわせそうに生きていた。

「んん？　何やってんだ、こいつ」

　だから、そんな声にさえ、不愉快さは含ふくまれなかった。

「たまにいるよな、こういうの」「虫って光に寄ってくるじゃない。あれと同じよ」

　奇き異いさにつられ、声と人だかりのほうへ向かう。

　そこでは、綺麗な格好をした人たちが輪になっていて、その中心に、ぼろぼろの服を纏まとった男性が唸うなって蹲うずくまっていた。髪はくすみ、肌はかさかさで、どぶのような臭気が漂っている。その人は切れ切れに「お願いです、薬を、薬を頂けませんか……」と、周囲の、誰でもない誰かに訴うつたえ、乞こうていた。

「どうか、どなたか、薬を……」

「どうしよう。誰か教えてあげれば？」「知らないのかな。馬鹿だなあ、落らく陽よう民みんは」「きゃははは。あのおじちゃん、へんなのー」

　悪意や、侮ぶ蔑べつの感情も含まない。群衆がその男性を笑うのに、『楽しい』『おかしい』『面白い』以外のものが感じられない。赤を赤と言うように、空を空と言うように、何かを貶おとしめる意図さえ持たず、彼らは彼を笑っている。

「薬を、薬をください……。このままじゃ、このままだと……」

「ごめんなさいね。だめなのよ」

　笑われながら訴え続ける彼に、一人の貴婦人が見下ろしながら教えていた。

「落陽の民には、何もあげちゃいけないの。どれだけ余っていても、壁の向こうに渡しちゃいけない。それが、剣帝様がお決めになられた、しあわせの道しるべだから」

「……う……」

「さ、早く向こうにお帰りなさい。みんなが迷惑する前に、ね？」

「ううううぅ……」

　彼は、地面を力なく叩いた後、ふらふらと路地の裏へ……先程からずっと見えている、高い壁のほうへ歩いて行った。群衆は速すみやかに解散し、各々の日常に戻る。今の光景に、今のやり取りに、何一つ心を残さず何も引きずることなく、あっさりと。

　立ち尽くしているのは、僕だけだった。

「タツミくん」

　右手を握られ、肩に額を載せられる。

「……ごめんなさい。この世界のこと、嫌いにならないでください……天使さま」

　僕だけに聞かせる、小さな声でシーパは言った。

　その唇は、胸から出ようとしたものを抑おさえるように、嚙かまれていた。

　……一度、深く、呼吸をする。

「──こっちこそ、ごめん。……行こう」

　地面から足を引ひき剝はがす。僕らは、何かから逃げるようにその場を去る。

「あの方は、落陽民と呼ばれ、帝都の隣にある壁の向こうの街に住まわされています」

　雑踏の騒がしさに紛れさせられるささやき声で、シーパは教えてくれた。この国の、更なる歪いびつさについて。

「……住まわされている、だって？」

「落陽民は、陽ひの昇る様を見上げるのが仕事であると、剣帝は言っています。しあわせとは比べるものであり、不幸がそばにあってこそ実感できる……帝都に住む選ばれた者が、どれくらい恵まれているかを知るために……わざと苦しめられているのだと」

　泣きながら絶望して去っていく男性の背にぶつけられた、数多あまたの無遠慮な笑い声が、今でも胸に残っている。

「急ごう、シーパ。こんなこと、これ以上許していちゃいけない」

「……はい。わたしも、同じ気持ちです」

　そうして二人、満ち足りた幸福の流れに逆らうように歩いていく。

　その果てに行き着いたのは、瓶びんに絡み付く植物のエンブレムを掲かかげる、高層ビルめいた建物だった。

　ポーション万よろず取り扱い、ヴィエーナ商会、とそこには書かれている。





　　　　◇◇◇◇◇






〝蛇へび狩がり〟。

　ビヨンドレスは、イスサナ帝国で進めているレジスタンスの計画名を、そのように語った。

『剣帝の独裁を成り立たせる支柱をぶっ壊す。狩るんだよ、【秩序と調停の化身】をな』

　無論、それができなかったから現い在まがある。一握りの最大幸福を享受する帝都民より多い隷領民が、されるがままの搾取を受け入れなければならなかったのは、反逆の牙きばのなきゆえだ。

　なればこそ、その『実証』は値あたい千せん金きんの突破口だったのだと彼は言う。

『まさか忘れるわけねえよな、ご本人。レジスタンスの停滞を、おまえがぶっ壊したんだろうが』

　僕らが戦い、そして僕がトドメを刺した怪物……帝罰と呼ばれる巨大な蛇の抜ぬけ殻がらは、神獣そのものではなかろうとも、本体と同じ性質を有している分身だった。

　本体よりも弱いそれにすらレジスタンスは今まで敗北を続けており、あの怪物を倒せたことは、どうやら僕が思っていた以上の大きな意味があったらしい。

『この潮しおに乗る。決行は次の祝祭。それまでに、オレは各地のメンバーに事態を伝え、大慌てで手て筈はずを整える。胸が躍るぜ、本来なら、決行は次の次……世代を一個二個、またがなきゃならんと思ってたからな』

　そう語るビヨンドレスの眼差しは、ギラついた熱を帯びていた。いつ抜けられるとも知れぬ闇の中でもがき苦しんでいた男が、待ちに待った一握りの勝機を逃すまいと見定めた、蛇よりも蛇らしい眼光だった。

『必要なのは〝酒と力〟で、優先すべきはまず酒だ。これまでのデータを元に、あらかた使いきっちまった【試製蛇酔プロトドランカ】の完成と、大量生産を急ぐ。レジスタンスが必死こいて、十年がかりでこそこそ村の秘密酒蔵に貯めこんでいた分のおよそ二百倍以上を迅速に、質の面でも優すぐれたものを用意せにゃァならん』

　あの時、帝罰を酔わせるのに使った酒は、雨が降ふり注そそぐような凄すさまじい量だった。その二百倍以上など、無理難題にもほどがある。

　僕が疑問を投げると、ビヨンドレスは『そうだ、お手上げだ』と頷き、補足した。

『オレたちだけならな。こんなこともあろうかと、蒔まいておいた種がある。タツ、シーパ、おまえたちに頼むのはカンタンなおつかいだ。場所は帝都の西区、ヴィエーナ商会の受付で、こう伝言を頼め。［花実咲くのはいつの日か、七つの月が巡るとき］。後はビヨンドレスが協力を求めていると言えば、連中の大プラントはオレたちのモノになる』




「あの男、相も変わらず死にぞこなっていたか」

　僕が驚いたのは、魔性を秘める美び貌ぼうより、その衣服の方だった。

　片眼鏡モノクルをつけた、緑と黒を混ぜた色の髪の女性は……男性もののスーツを着ている。

「無論、身体からだではなく精神が、だよ。幾度負ければ気がすむのか、とうに正気は失っているのか。だとすれば合点がいく。こんな遣いをよこしたことまで含めてな」

　僕が生きていた世界の、僕が知っている様式のものだ。教育の一環として品定めの目を鍛きたえられたおかげで、それが地球の最上級ブランドと比べても遜そん色しよくのない品格であることがわかる。身体のラインをソリッドに際立たせる一着を、彼女は見事に着こなしていた。

「本人がいたらぜひ聞いてみたかった。どんな愚ぐをどうこじらせれば、吾われが吾の才と財を只ただで差し出すものと思うのかを」

　取り付く島もない。帝都を見下ろす背の高い建物の上階で、事前の情報と裏腹に──ヴィエーナ商会の長、ヴィエーナ・ショートッカは僕たちに拒否を示す。アポイントメントもなくやってきた来訪者を、切れ長の瞳ひとみが気だるげにねめつける。化粧の下にも薄っすらと見えてしまっている隈くまは、激務の証明なのだろう。

「参考までに尋ねるが。君らは、ヴィエーナ商会が何だと聞いていた？」

「……〝こんなこともあろうかと、蒔いておいた種〟だと」

　僕の返答に、ヴィエーナは「はッ！」と笑い飛ばして身振りする。

「実に恩着せがましいね。さも自分の功績みたいに言ってくれる」

「違うんですか」

「違うとも。商会を育て上げたのは吾の腕だよ。奴がやったことは、恩とは正反対だ。ポーションの製造と販売を取り扱う商会を作る、それ以外の可能性を吾から奪ったのだから」

「……こちらは、こういうふうにも聞いていました。〝どうしようもなく追い詰められた貴女あなたの未来を、どうにか一つだけでも残して繋ぐことができた〟のだと。危険思想の所有者にして、違法魔法実験の実行者、重大指名手配犯さん」

　補足を告げても、ヴィエーナの優雅さは崩れない。ただ、艶あでやかな赤の唇くちびるから一瞬だけ舌が覗のぞいて、唇を嘗なめた。

「懐なつかしい話だ。二百年前の思い出で、今のこの場には関係のない事柄だよ」

　そう、彼女は本当によく理わ解かっている。僕らは彼女に協力してもらわねばならず、この交渉で優位性がどちらにあり、後がないのがどちらの側かを。

「しかし、解げせない。これまで慎重に、吾に生存すら隠していたあの男が接触をするにしても、部下を介するとはな。なにか、手が離せない用がある？　そして、その状況で頼みに来た先がヴィエーナ商会……となると、吾も理論構築の初期段階に参加した、『酒』か？　もしや──次の祝祭で動くつもりだな？　はは、これはこれは……こんな特ダネ、通報すればどれだけの褒ほう賞しようを頂けることやら」

　僕らの立場も、事前の予想と逆転した。提供を求めてきたはずが、先の発言を鑑かんがみるに、今は僕らこそが提供をしなければならないタイミングになった。

「率そつ直ちよくに聞こう。レジスタンスは、売られないですむためにいくら出す？」

　抜け道は、おそらく、ある。

　ビヨンドレスは僕らに、『簡単なおつかい』を頼むと言った。彼にとってこの引き合わせは、要望を通す目のある交渉だったはずだ。すべてを言わない悪あく辣らつさはさておく。あとでいくらでも問い詰める。もしかしたら、これこそがレジスタンスへの加入試験なのかもしれない。

　…………試験？

　そこまでを考えたところで、脳裏に一筋のひらめきが走った。

　そして、それは僕が、口に出すまでもなかった。

「では。差し当たって、わたしは芸を差し出せます」

「は？」

　疑問の声をあげたヴィエーナに構わず、シーパはそれを、懐から取り出して蒔いた。

　大商会の長の部屋に、草花の種が散らばった。

「ふむ」

　優雅なしぐさでヴィエーナが指を向け、図を描えがくように動かす。すると、小さな無数の種が端から残らず青く淡い光に包まれたが、それもすぐに消える。

「《技能》や魔力の反応もなし。何の変へん哲てつもない、ただの植物の種か。……実にくだらん。奴が持たせた、品種を改良しつくした魔草の類たぐいと期待したぞ、がっかりだ。とはいえ、非礼には非礼を返すのが吾流の礼儀でね」

　苛いら立だたしげに溜息を吐いたヴィエーナが、こちらに手を、勢いよく突き出す。

　袖そで口ぐちから滑り出したのは、物々しい黒い羽根を素材としたペンだった。ヴィエーナがそれを振るうと、中空に繊せん細さいで神経質な筆跡の魔法陣が描かれていた。

　僕にはそれが何が何だか分からない──おそらくはこれが《魔法マジツク》と呼ばれるものではないか、と推測するのが精一杯だ。

「いいんですか、そんなものを使って。ヴィエーナ商会が都の警備とずぶずぶの関係だとしても、白昼堂々魔法の反応なんかあれば問題になるのでは？」

「お気遣い痛みいる。だが心配は無用だとも。外から内にも内から外にも抜かりなく《遮断》の術式は施工済みに決まっているだろう。ここで君たちの存在を《編集》しようと、近隣の魔術師ギルドの連中にも感知など──」

「それはよいことを聞きました」

　話の腰を度々折られる忌いま々いましさをヴィエーナは隠そうともせず、シーパを睨にらみつける。

「どういう意味だ？」

「お手を煩わずらわせずともよくなりました。以前、やむなく用いた時には、大ごとになってしまいましたので」

　そしてシーパは、一礼から入り、〝それ〟を始めた。

　先日は夜の草原で、今回は帝都の大商会の会長室で。

　場所が変わろうと、その舞の軽やかさと、唱うたの響き……その効果もまた、変わらない。

「な……！」

　ヴィエーナが目を見開く。自分の手で確かめた彼女のほうが、目の前で起こっていることを信じられないだろう。

　何の変哲もない〝種〟が、次々に発芽する。

　……その、生命の勢いに満ちた光景を俗ぞくっぽく表現するならば、アイドルのライブに沸き立つファンのようだ。美しい舞に、心を洗う歌声に、いてもたってもいられずに身体が勝手に動いてしまう、とか。

「この現象は……反応は……まさか……！」

　先程、種を分析したときのような〝指鳴らし〟をしようとした直前、ヴィエーナが止まる。

　彼女の目は、魅み入いられた者の目だ。周囲を揺らす音の波に、聞きき惚ほれている表情だ。自分の動作がそれを邪魔するのを避けたのだ。

　それはつまり、もう半ばほどこっちのものだということ。ヴィエーナはついに最後まで、指を鳴らそうとするポーズのまま、シーパの舞を見終わった。

　一粒の種から発芽した植物たちは、最後には僕の身長を超えるくらいの丈にまで生育していて、拍手かおひねりのようにぽとぽとと無数の実を落とした。瑞みず々みずしく艶のある、橙だいだい色いろをした林りん檎ごのような果実だった。

「どうぞ。お近づきのしるしです。お口に合えばよろしいのですが」

　拾い上げた果実をまず自分で一口齧かじってから、シーパはヴィエーナに差し出した。

「よもや、伝説のタィラート族にお目にかかり……あまつさえ奉ほう納のうの実を口にする機会に恵まれるとはな。ビヨンドレスめ、とんだ隠し球を用意したものだ……」

　受け取った果実を齧る、齧る……そうして、あっという間に一つの実を食べつくした、その直後だ。

「うぐっ！」

　ヴィエーナが身体を折って唸り、「信じられん」と声を漏らす。それから、俊しゆん敏びんにいくつものポージングを次々と決めた。

「徹夜仕事と、魔法の過剰使用による疲れがいっぺんに吹っ飛んだッ！　まるで、ケモコウールの高級ベッドで半日間熟じゆく睡すいした後のような爽そう快かい感かんと湧わき出でる体力……これが伝説に聞く、神に捧げる果実の力か！」

　真正面からの感激に照れるシーパだったが、やがてかぶりを振って表情を引き締めた。

「ヴィエーナさま。先程申し上げた通り、これがわたしの差し出せるものです」

　ごくり、と唾を飲む音がする。彼女が大商会を取り仕切る長だというのなら、今、頭の中には膨大な数字の波が荒れ狂っているに違いない。

「どうか、レジスタンスに……おじいさまの計画に、ヴィエーナ商会の積み上げた、あなたさまの成果を、お貸しください」

　頭を下げたシーパ、それに対するヴィエーナを見た時……僕は、彼女がなるほど、一筋縄ではいかない商売人だと理解する。

　先程、彼女が見せた感動も、引き出された欲望も本物で、偽いつわりはなかった。しかし、ことが【商談】に踏み入った瞬間、そこから合理以外の一切が抜け落ちた。

「利り潤じゆんを追求せぬ商人は商人ではない。だが、利潤で目が眩くらむ商人もまた商人として失格だ。おそらく、この時代に最後に残ったタィラート族よ……君、名前は」

「シーパ・アトゥルルルハと申します」

「……タィラート族のシーパ、そして、アトゥルルルハか。良い名だ。……シーパ。君の能力は、我が商会に莫ばく大だいな利益をもたらす泉足りえるだろうが──ああ、わかっているな？　過ぎたる力が、時に利よりも危をもたらす毒にしかならないことを」

　……シーパの表情が曇くもる。そうだ、本人も僕もわかっている。

　タィラート族の力は、ヤーフィラの支配者にとって、疎うとましいものでしかないらしい。

「死にぞこないが何を企んでいるのか知らないが、そんなものが成功するとは思えない。またぞろ失敗するだけだ。前回、吾がすべてを失ったときのように」

　ヴィエーナは、死に行く者を見送る目でシーパを見ている。

「目も眩む大金を抱えられようと、命がなくば運用できない。交渉は不成立だ、【七の鎖を解く者】。良いものを見させて頂いた礼として、君たちがここに来たこと、吾にした話は忘れると──」

「ミス・ヴィエーナ」

　視線がこちらに向く。せっかく話を締めようとしていたのに、何だこの水を差してきた馬鹿は……そんな眼差しを真っ向から受け止め、僕は微笑ほほえむ。

　シーパはとっかかりを作ってくれた。であれば、僕の役割は、ここからだ。

「蛇は殺せます。貴女の助力があればね」

　僕は懐から、それを取り出す。知らぬものが見たとしたら、ただの薄汚れた、かさかさとした白い破は片へん……だが、彼女にはただの塵ちり以上のものとして見えてくれたらしい。

「──殺やったのか。殺れたのか、帝罰を？」

　僕が出したのは、帝罰のかけらだ。無敗不滅を象徴する神獣の一部を、リスクを承知の上で、出発の際、頼み込んで貸してもらった。

「レジスタンスには、神獣を殺す準備以上に、既に殺した実績がある。今回の戦いに、勝ち目はある。商会のポーション・プラントがあれば、それはさらに盤ばん石じやくとなるんです、ミス・ヴィエーナ」

　僕も事前に少し、今回の商談相手については聞いている。

　ヴィエーナ・ショートッカ。彼女の持つ危険思想、違法魔法実験は、いずれも知識欲がゆえのものだったという。それらは七支王が共通して禁じており、彼女が本当にやりたいことをやるには──この世界を、ぶっ壊すしかないのだと。

「壊しましょう。あなたの願いを妨げるもの、謂いわれなき不本意を強しいる体制を。僕は、そのためにいます。僕の……別世界からやってきた《天使》として、運命神ミハテに授かった能力、［血涙の盟約リ・ブラツド］があれば──」

《天使》という素性、及および能力の開示も、交渉の材料だった。帝罰を撃破した実績もあるし、ルーも随分と買ってくれていたから。

「──《天使》」

　しかし、ヴィエーナの反応は、僕の想像を超えて劇的だった。

「《天使》、だと？」

　奇異や興味が強かった態度が、その単語を聞いただけで敵意に揺れた。

「驚いたな。吾の前で、天使を名乗る愚か者がいようとは。ビヨンドレスは言わなかったか？　その言葉は、ヴィエーナ・ショートッカに対しての最大の禁句タブーだと」

　……聞いてない。ひとっ言も言っていないぞあの人は、そんな重要な前提を！

　シーパは事情を把握しきれず慌てていて、相手をなだめようと両手に果物を持ち「ヴィエーナさまー、まだまだおかわりありますよー」とアピールしていた。たまらなく愛らしいな。

「知らなかったという顔だが、そんな事情は吾の心を抑えられない。ヴィエーナ商会は総力を挙げて【七の鎖を解く者】と敵対すると宣言しよう。採算は度外視だが、人の聖域に踏み込むというのはそこまで邪悪なことであると理解してほしい」

　ヴィエーナの羽ペンが、中空に残留したままだった魔法陣に触れ、横に振られる。同じ魔法陣がぞろりと一列に──僕らを取り囲むように量産され、その全てが発光し、電気のスパークのような現象を覗かせはじめた。

「少年よ、最後に一つ聞く。天使を名乗りし者への、その真しん贋がんを試ためす問答と思え」

　……答えられなければ、というわけか。僕には「どうぞ」という以外にない。

「では、尋ねよう。……天使よ、天使よ。地界にあらぬ彼方よりの、いと尊き来訪者よ、答えたまえ。……吾が纏いたる衣、それは何か！」

「……え、っと。スーツ、ですよね。男性ものの。全体のシルエット、重量感なんかを見るに、ウエストシェイプ高めのイギリス式で──」

　からん、と鳴ったのは、羽ペンが床に落ちた音だった。

　同時に、僕たちを取り囲んでいた魔法陣が消失していく。その向こうには、茫ぼう然ぜんと、わなわなと震えるヴィエーナがいて──。

「うわああああああぁぁぁぁっ！」

　ダッシュ、しかるのちに、ジャンプ。

　いい大人が、歓喜にとろけた表情で飛びかかってきたというのが僕にとってはじめての体験であったので、恥ずかしながら「えぇぇぇぇぇっ!?」と悲鳴が出た。

「信じられない、信じられない信じられない信じられないっ！　ほ、ほ、ホンモノの、天使ッ！　生きた天使！　今そこにいる天使！　ディア・マイ・エンジェルッ！」

「……もしかして、だけれど。いや、この有様を見るに、もう推測止まりでもなさそうなんだけれど……ヴィエーナ・ショートッカ、あなたの危険思想って……」

「《地界調停史学》！　ヤーフィラの神々は何ど処こに去ったのか、地界と分かたれた異なる世界とはどういう場所なのか！　吾の専攻は、天使の正体と生態についてだ！」

　ヴィエーナが熱意百点の瞳で僕を見てから身を離し、足を折りたたんでふくらはぎの上に座る。そのまま上体を倒し、両手を床について額を床にくっつけた。その奇妙な姿勢にシーパは首をかしげるが、僕はそれが土下座というものだと知っている。

　気になるのは、それが異世界の人がするにはあまりに整った動作だったこと。さてはこの人、この動き練習していたな。

「天使よ！　これは、君が住まう世界に於おいて最大の敬意と懇こん願がんを示す作法だと聞く！　どうか、どうかどうかどうかっ、このヴィエーナ・ショートッカ、貴方の傍そばにあることを許してはくれまいか！　吾の研究に、手を貸してはくれまいか！　見返りなら望むままに！　商会の権利も差し出す、【七の鎖を解く者】への協力でも何でもする！」

　……簡単なおつかい、と言われた意味に合点がいった。ビヨンドレスがヴィエーナの研究内容とその熱意を知っていたというなら、これは確かに交渉ですらない。ちょろすぎる。

「物語でも伝承でもない、本物の天使と逢あえるなんて好機はまたとない！　だから──」

「そこまでにしておきなさい、吾ヴイエーナ」

　話がまとまる……その流れが崩れ、え、と思わず声が漏れる。

　割って入ってきた諫いさめる制止は、先程ヴィエーナが取り落とした、羽ペンから聴こえたものだった。

「手の届く位置にある天使なんて、地界調停史学者にとって垂すい涎ぜんの検体だもの。正常な判断ができなくなる気持ちはよぉくわかります。だって、自分もヴィエーナだから。でも、駄目よ」

　卵が割れるのに似た、ひび割れの音がした。

　羽ペンは床の上で一人でにかたかたと揺れ、その表面に亀裂が入り、そして中からそれが生まれた……いや、羽ペンが、袋を裏返したみたいにそれに変わった。

　……烏からすの濡ぬれ羽ばみたいな長い髪をした、黒いセーラー服の高校生くらいの少女が、ヴィエーナの傍に座り込む。

「まったく、最近は出ずによくって安心していたのに。いい加減大人になりなさいな、吾ヴイエーナ。憧あこがれとか、執着とか、どうせ叶わない夢なんて、二百年前に捨てたでしょう？　そのために、自分ヴイエーナの心を切り離したのでしょう？」
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「ううう……で、で、でも、自分ヴイエーナ……」

「生きるのなんて、そこそこでいい。過度な願いに手を伸ばして、死んでは何も意味がない。何処にも何も続かない。利口になりなさい。それができないなら──あなたの利口さを曇らせる、邪魔なものを、取とり除のぞいてあげるから」

「っ！　駄目だそれは、自分ヴイエーナ──」

「おやすみ、愚かで可愛かわいい吾ヴイエーナ。目が覚めた時、すべてきちんと編集済みよ」

　何をしたのか。セーラー服の少女が、人差し指で頭をちょんと突つついた瞬間、ヴィエーナは気を失って倒れこんだ。

「ほんとう、いつまでたっても、手がかかる吾ヴイエーナなのだから──」

　彼女は微笑み、そして、こちらを見る。

「──さて。タィラート族、あなたは有益。吾わたしと正式に契約を結びましょう。けれど、天使の少年、あなたは有害。吾わたしをひどく惑わせる」

　少女の指先が、素早く、無駄なく動く。中空に描かれた紋様は光を放ち、それはとても美しく、僕は気付けばそこに、引き寄せられていた──極きわめて、そのままの意味で。

「天使さま！」

　叫びながら手を伸ばしてきた、シーパの指を摑めない。僕は為すすべもなく、引っ張られるがまま、中空の紋様の中へと吸い込まれ──。





　　　　◇◇◇◇◇






　──気がついたら、知らない場所に、たった一人で立っていた。

「ここは、どこだ……!?」

　人の住む市街地らしい。だが、同じ市街地でも、先程歩いた街並みとはまるで違う。

　まず、廃はい墟きよと見み紛まがった。次に異界と想像した。どうしたわけか、空がここだけ暗い。向こうは青天なのに、この区画の上にだけ分厚い灰色の雲がある。埃ほこりっぽく薄汚れた周囲からは臭気が漂い、どうしたわけか身体まで重く感じる。

『あなたは嫌い。触れたくない、関わりたくない。だから』

　背後から囁ささやかれたような声に振り返る。

　そこには誰もいない。セーラー服の少女の影も形もない。

　……いや、いる。そこら中にいる。路地から、家の中から、薄汚れたごみ溜めから、もぞりもぞりと次々に現れる。僕はどうやら、とっくに取り囲まれていた。

『自分わたし以外の奴に、勝手に殺されて』

　ぼろを纏った大人や若者、老人に幼子、男女の目には等しく希望がない。そこに浮かんでいるのは茫ぼう洋ようとした絶望と、ギラついた澱みだけ。

『さあ──やりなさい、落陽の民たち。そいつを殺せた一人にだけ、そこを出る権利を与えてあげる』

　錆さびた包丁、欠けた煉瓦、割れた瓶、折れた棒。

　それぞれがそれぞれの凶器を手に、雄お叫たけびを上げて僕のところへ殺到してくる。

　それを見ながら、僕は焦あせり以上に、ああ、そうか、と目の前の事態を受け止めている。

　ここが、落陽区。恵まれた者たちが、より幸せを感じるために苦しめられる、優越という人の悪性に閉じ込められた被害者たちの住むところ。

「っく、そ……！」

　囲い込まれる前に走り出す。投げられた瓶が足元で砕け割れ、それを飛び越しながら路地に入り、待ち受けていた男の腕をすんでのところでかわす。

　背後からの声に追い立てられながら、物陰に身を隠してやりすごす。一息つけるか、と思った瞬間、頭上から「ここにいるぞ」と声が降る。見上げた建物の窓から、血走った眼の男が身を乗り出して金属製の調理具をガンガン叩いて仲間を呼んでおり、慌てて飛び出した。

（どうしようもないな、土と地ち鑑かんがないってのは……！）

　落陽区の地理地形、住人の生活習慣に関係性……逃走に必要な情報がお話にならないほどに欠けている。そもそも自分の現在地すらわからない。

　拘束の手間すら要さず、一瞬で標的を拉ら致ちし、見知らぬ場所に放り込める……なんて夢のような、悪用に向いた手段だろう。その上で成なり行ゆきに任せるも、消失事態をネタにするもよしと来た。《技法》なんてものが存在するヤーフィラは、さぞかし犯罪組織のやりがいのある環境に違いない。

（……なんて、考えてる場合でもないか）

　半壊した荷車の下に潜り、泥水に濡れながら周囲の住民が去るのを待つ。

（どうにかして、帝都に戻る。……まずは、それだ）

　遣いを殺され、面メン子ツを潰されたとなれば、ヴィエーナ商会とレジスタンスの間には埋められない溝ができてしまう。

　ヴィエーナ・ショートッカ、彼女の羽ペンから現れたセーラー服の少女は何なのか。なぜあそこまで僕てんしを拒絶していたのかは、僕の中だけで考えたってどうにもならない。今はただ、生きのびることだけを考える。

（地理はお手上げだけど、でも、どちらに向かえばいいかは、わかる）

　頭上の曇どん天てんが落陽区を覆っているのなら、青空のほうへ走ればいい。

　……落陽区の人間は、帝都に踏み込んではいけないらしい。ならば、あの壁を越えさえすれば、追手からも逃れられる。

（あそこに、辿たどり着つきさえすれば……）

　汚れの染みついた石いし畳だたみを走った。処理されないゴミで満杯になった木箱の横を過ぎた。自や棄けを感じさせる放ほう歌かに紛れて濁った水溜まりを越えた。

　そうして、ようやく帝都と落陽区を分けているらしい、高い壁の下にまで辿り着く。

　そこは、落陽区の市街と比べると、残酷なほどに清掃や管理が行き届いていた。この壁自体がある種の圧力を持っており、汚れを寄せ付けずにいるかのように。

　右から左に見渡して、一ヶ所、壁に門らしきものがあるのを見つけた。近づいて確認してみれば、確かに向こう側の帝都にまで繋がっているのがわかった。

　……僕がついさっきまで、凶器を持った住人たちに追い回されていたのと地続きの場所に、日々を豊かに暮らしている、恵まれた人々の生活がある。

「──こんな壁一つ隔てただけで、ここまで違うのか」

　衣服や、身体つきを取ってもそうだ。およそ服とは呼べない、ボロ布を身に着けただけの住人たち……あれだけ多くの相手に狙われながら、誰も僕に追いつけなかったのも当然だった。痩やせこけた頰、棒切れめいた身体、十分な食事もできておらず、栄養も足りなければ体力だって足りるわけがない。そのことを意識した途端、恐怖や焦りが薄れていくのを感じた。

「そうだ。僕が此こ処こに来たのは……ヴィエーナと、契約するためだ……！」

　意を新たに、無人の門をくぐる。

　……ここで、僕は仕し損そんじた。頭に血が上り、冷静さを失って、見落としてはならないことをいくつも見落としていた。

　なんでこの周囲には、落陽区の住人たちがまるでいなかったのか。門がありながら、どうしてここには見張りの一人も詰めてはいないのか。僕が門を越えようとしたとき……なぜ帝都の人々が、急に立ち止まってこちらを見つめ始めたのか。

「…………あ」

　半ばほどまで来て、ようやく気付いた。

　立ち止まり、僕を見る帝都の人々の目線が、何かを期待するような、好奇に満ちたものであることに。

　ここの〝門〟の形状が、縦に長い楕だ円えんではなく、トンネルめいた半円で……まるで、覗き穴のようではないか、と。

「駄目です、戻って！」

　その声があと一秒遅かったら、どうなっていただろう。

「早く、急いで！」

　突如目の前に出現した魔法陣が、何かの効果を及ぼす前に、身体を反転させて全速力で走り出す。

　果たして──どうにか、間に合った。僕は入り口にいた人に手を摑まれ、強引に横へと避難させてもらった。

　無数の鉄てつ杭ぐいが、門から突き出てきたのはその直後だった。それをもろに浴びていたことを考えると、幸運だろう。

　被害が、左足首だけですんだのは。

「っぐ、ぁぁっ……！」

　突き刺さった杭は霞かすみのように消えた。これもまた魔法の産物だったらしい。摘てき出しゆつの手間がいらない分ありがたいが、焼けつくような痛みで脂あぶら汗あせが出る。

「……すみません。狩りの対象に指定された人が、落陽区から逃げていると聞き……ここの壁に向かうだろう、とは思ったのですが。あと少し、間に合わなかった」

　命の恩人は申し訳なさそうに言って、それから僕のことを担かつぎ上あげた。

「あれは、出口ではありません。落陽区の暮らしを覗き、そして、叶わぬ夢に命を捧げる者の末路を見届けるための目です。通り抜けようとした者は、魔法の罠わなで串くし刺ざしにされる……しかし、百回に一回程度の確率で、何も起こらないことがある。それに賭かける者を、彼らは、娯楽として楽しむのです」

　趣味の悪さに吐き気を覚える。それは、突破成功者のその後を想像したのも含めてだ。

「そうして命をかけて渡れたところで、帝都と自分たちの生活の差に打ちのめされ、同じ場所に戻るしかない。壁を越えたところで、落陽民が、落陽民であるのをやめられるわけでもないのですから」

　……なるほど、だから、そんな忌いまわしい場所には誰も近寄らないわけだ。

　しかし、わからないことはもう一つ。

「──どうして。あなたは僕を、助けるんですか」

「あなたとそのお連れの方だけは、ぼくの訴えを笑わなかった。それが、泣きそうに嬉しかったから」

　僕を担ぎ上げた……帝都に薬を求めに来ていた男性は、そう言った。

　痩せた身体の細い手足で、苦しそうに息をしながら運ばれたのは、壁からほど近い位置にある民家（廃墟にしか見えないほどに荒れていた）の地下だった。

「追い立てたこと、謝ります。ですが、ぼくらにも事情があったんです」

　薄汚れた包帯で、彼はせめてもの手当てをしてくれる。

「落陽区は常に、魔法で監視されています。地下でもないかぎり音も姿も筒抜けで、僕らが飢えて悶もだえて生きていること自体が、帝都では娯楽になる。ああいうふうに、唐突に何かが投げ入れられて、これをどうしろ、という指示がされるのも珍しくはない。それを成したものは帝都に迎え入れよう、という餌えさがぶら下げられるのも」

　彼の表情は苦い。それだけで察しがついた。

「……約束は、いつも反ほ故ごにされてきたと？」

「帝都の常識では、落陽民との間に行われた契約は、一切効力を持ちません。ぼくたちは、対等な契ちぎりを交わすに値する《人》ではないからだとか」

　その苦笑が持つ意味合いの重さに、僕は言葉を失う。

「わかっていても、無視できない。こうした〝催もよおし〟が行われた時、消極的だった者は懲罰を受けることもある。だから、どれだけ老いていても、病であろうと、ぼくたちは熱情を演じなければならない」

　それも、僕が逃げ切れた理由だったのだろう。落陽区の人たちは、踊らされることに心底疲れ切っていて、それでも無理矢理に熱意のある振りをしていた。

「落陽民は、帝都民に幸福を与えるために生存を許されていて、それが果たせなければ生きている価値もない。ぼくたちの命は消費する娯楽で、生産を行うことである程度の自由が与えられている隷領民とは、用途が違うんですよ」

　その言葉に驚く。僕たちは帝都に入り込むに際し、隷領地の者だとばれぬように変装をしてきた。ビヨンドレスが調達していた衣装、レジスタンスメンバーに施された化粧は僕らを帝都に紛れ込ませ、誰にも気付かれなかったのに。

「手と、目と、匂いでわかりました。帝都の人たちは、労働とは無縁に一生をすごします。日々の楽しみに身を浸し、怒りや憎しみなんて思いも薄れているし、慣れていない。それに、あなたがたからは……帝都や落陽区では嗅かぎようもない……そう、清すが々すがしくて、さわやかな匂いがしたんです」

「……それはきっと、土や、草の匂いです。僕は昨日まで、山に入ったり、ヒツジを世話する生活をしていましたから」

「──ああ。それはとても……なんだか、うらやましい、ですね……。山もヒツジも、実際に見たこともないんですけれど……」

　それは、欲するものが決して得られないと理解している、諦てい念ねんに染まった呟きだった。僕が何かの言葉を返す前に、建付けの悪い扉が頭痛のしそうな音を立てながら開き、そして、ノブよりも低い位置から声が出た。

「にい、ちゃん……」

　隣室から顔を出したのは、まだ年とし端はもいかない子供だった。彼は手に、黴かびの生えたパンのようなものを持っていて、ちらり、と僕を見る。

「あたらしいひと、来たんだよね……。これ、あげて……？」

　その子供は、ひどく痩せていた。頰はこけていて、息をするのもつらそうで、顔色は悪く、その手に持った食料を、僕に渡そうとしている。

「よく、見えないけど……にいちゃんがつれてきたってことはさ、困ってて、たいへんで、きっと、おなかも空すいてるもんな。だから、これ……」

　腹の鳴る音がする。その子は、今の自分に必要で、欲しくてたまらないはずのそれを、見ず知らずの僕に分け与えようとしている。

「……いいんだ。それは、君が食べなさい」

「でも、にいちゃん……」

「彼も、それを願ってる。自分一人が食べるより、子供たちで食べたほうが、多くの人がお腹を膨ふくらませられるから」

「……うん、わかった。ありがとう」

　子供が部屋に戻る際に、開いた扉の隙すき間まから見えてしまった。

　ろくに寝具もない床で、幾人もの児童が、背を丸めて咳せき込こんでいた。

　戸が閉まる。会話せずに息を潜め耳をすませば、咳の音が、ずっと続いていたことが聞き取れた。

　僕は思い出す。彼は最初に、一体何と言っていた？




『お願いです、薬を、薬を頂けませんか……』

『必要なんです。足りないんです。どうか、どなたか、お願いです、薬を……』

『薬を、薬をください……。このままじゃ、このままだと……』




「落陽民の不幸は、調整され、操作され、管理されています。見る側が、より幸福を実感できるように。あの子たちもまた……病に侵されるよう、住む場所も、食事も、全てを制限されて作り上げられました。ポーションの取り扱い規模で、帝国一番のヴィエーナ商会も……一瓶の薬すら分け与えてくれません」

　極まった飽ほう食しよく。得られることが当然の環境。乗り換えるために捨てられる、まだ使えるもの、すぐそこで誰かが欲しているはずのもの。

　そこに屈くつ託たくはなかった。帝都民の目に悪意はなく、敵意もなく、害意など生じておらず、気品に優雅さ、余裕に満ちて、自分たちの行いや考え方が、間違っているなんて夢にも思っていなかった。

　幸せになるために生まれ、全力で恵まれることだけを許された人間というのは、どのように育つのか。一体何ができ上がるのか。今日、僕が見たのは、その解の一つだ。

　痛みのない世界に、他者の痛みを想像する力なんて、発芽しない。

「ずっと、どうしてもわからないんです。落陽民ぼくらと帝都民かれらの、一体何が、そこまで違うと言うんでしょうか。どうして彼らは、食べきれない物を投げ捨てることさえできるのに、ぼくらには、地面に落ちた食べ物さえ……彼らが飲む薬の一本さえ、分け与えてもらえないんでしょうか」

　尊い者と、そうでない者。それを決めるのは、得てして自らを尊い者としたい側だ。彼等は彼等の論法、正当性を主張する線引きでもって権利を握りふるいにかける。

　下げ賤せんであると断じる者を、憐あわれみながら、見下しながら、自分がそちらでなくてよかったと、心の底から歓よろこびながら。

「こんなことを、隷領民であるあなたに聞いても、答えが出ないことなんて、わかっています。でも、すみません──吐き出させてください」

　彼もまた疲れ果て、心は芯しんまで弱っていた。

　当然だ。彼があの時、帝都にいたということは、一度死んだも同然なのだ。百分の一の可能性に賭けた時点で、それはほぼ命を捨てたに近い。ほんのひとしずくの奇跡で【覗き穴】を通過できたというのに、必死で訴えた言葉は誰にも届かず、何も得られず、落陽区に帰ることしかできなかった。その絶望すらも〝幸福の実感〟とするために、【覗き穴】は存在しているのだ。

「人を幸せにするために、落陽民は生まれてくる。苦しめば苦しむ分だけ世を豊かにできる、なくてはならない聖なる生いけ贄にえであると、ぼくたちはずっと言われて、生きて、救われないでいてくれてありがとうと、感謝されながら死んでいきます」

　今までそういうふうに去っていった多くの同類を、彼は見届けてきたのだろう。

　そうしてじきに、自分も見送られる側になることを、受け入れている声だった。

「手を差し伸べられないのは当然だと笑われる。落陽民が幸せになると、皆が不幸に思うんだって怒られる。そんなぼくたちが──ぼくたちにだって、あたりまえに、普通の幸せが欲しいと思うのは、間違っていることだったんでしょうか──」

「ああ。そうだね、隅から隅まで、間違っている」

　足首が、痛む。血は止まらない。それがありがたい。

　この傷、落陽区で受けた痛みが、僕を問題の当事者にしてくれる。

「誰かに間違っていると言われ、だから仕方がないんだと受け入れて……人の幸せのために踏みつけられることを良しとするなんて、間違っているよ」

　腹の底が煮えたぎる。こんな当然のことを、今まで誰も、教えられる者がいなかった。幸せになれる者が勝手に選ばれ決められる、イスサナ帝国という檻おりの中では。

「帝都民でも落陽民でもない異邦人の僕に、あなたの疑問の答えなんて出せやしない。だから僕は、勝手に、僕の思いを言わせてもらう」

　包帯を巻いた足首は、立ち上がるのも困難だった。だけれど困難は、それをやらない理由にはならない。一歩ごとに、足首から脳のう髄ずいまで駆けあがる痛みが走る。

　それがどうした。

「この世には善悪がある。誰もが幸せになるなんて、笑えない夢物語だ。だから──僕は、自分が欠片かけらも善でなかろうと、この世で最低の邪悪だろうと。他でもない僕がしあわせになるために、僕がしあわせにしたい人を、しあわせにする」

　扉を開ける。さっきの子供と、それから、床に寝ている子供たちが、咳き込みながらもこちらを見る。背後から、痩せて諦めた青年の、戸惑う声がかけられる。

「……あなたは……何を、するつもりですか……？」

　そんなことは、決まっている。




「屈くつ辱じよくには報復を。侵略には赤き血を。我らの掟おきては是これ即すなわち、魂たましいの反逆である」




「……おにいさん、だいじょうぶ……？　けが、してるの……？」

　子供の一人が、僕の右目から流れ出した血を見て、心配そうに尋ねてくる。

　僕は「そうだね。ちょっと、痛むところがあるんだ」としゃがみ込む。

　そして、血を親指に取り、その子の額に触れる。

　淡い光と共に、血は子供に、吸い込まれて消えていく。

「だからさ。君が……君たちさえ良かったら、少しの間だけでいい。ちょっと、この痛みを止めるのに、少し手を貸してくれないかな」

　子供は、僕の言葉を嚙み砕くように頷いて、それから「あれ」と気付いたように、自分の喉に触った。

「なんだろ、なんだか、息が……」

　溢れる血涙を五指で掬すくい取とり、他の子供たちにも散らす。付着した血は、同じように、光と共に吸収される。

　子供たちは身を起こして、僕を見る。生まれてからずっと、誰にも救われず、何も恵まれず、人のための不幸で死に絶えようとしていた彼らに、頭を下げて、頼む。

「｛僕の後ろについてきて。今から、つまらない運命をぶっ壊しに行こう｝」





　　　　《３》






「運命は、つまらない。けれど、生きるというのは楽しいとかつまらないとかじゃない。あの頃の吾ヴイエーナには、それがわかっていなかった」

　ヴィエーナ商会の貴賓室は地下にある。時に他国の客を招くこともあるその場所は、見本閲えつ覧らんの性格を持つからだ。

　広いフロアは、二重の壁に包まれた構造となっている。硝子ガラスで区切られた空間は、植物園。魔法を用いた人工の光に、適度な栄養と魔力を含んだ土、常に新鮮なものと入れ替えられる空気は温度や湿度までも徹底的に管理される。

「人も植物も同じ。その場に不適切な生き方をしようとすれば、あっけなく枯れるだけ。そんなのは御ご免めんでしょう？」

　フロアの植物を見渡せるよう、机も座席も円形だ。入り口から奥の側には、セーラー服を纏った少女のヴィエーナと、その隣にはスーツを纏った大人のヴィエーナが意識を失った状態で座っている。彼女は対面に座っている賓客シーパに、成果を見せつけるよう手を広げた。

「夢は、叶う範囲で見るものよ。あなたにも、それをわかっていただきたいの。これから一緒に商売をする仲間として、レジスタンスなんて危ない連中とは、手を切ってもらえないかしら」

「嫌です、と断ったら？」

「大丈夫」

　シーパの否定を包み込むように、少女ヴィエーナは柔らかに笑う。

「嫌だなんて、思わなくなるから」

　ヴィエーナ商会地下貴賓室は、貴重な植物の生育を見学するだけの場所ではない。実際に、サンプルを使用するための場所でもある。

　魔法技術で自動化された生産ラインに乗り、乾燥した環境で育った一本の植物が採集され、傷つけられた幹から白く粘性を持つ汁が零こぼれる。多くの時間と手間を要する作業が、魔法によって工程を早められてでき上がっていく。

「七支王が治める七国家のうち、イスサナ帝国を含む六つの国で製造も使用も、原料となる植物の所蔵や製法を記すことさえも禁じられているポーションよ。名前はこれを発明した錬金術師にちなんで、ザワール・ポーション。別名は【神の血液】」

　白かったはずの粘液は、黒々とした赤色に変わる。

　フラスコの中にぽたり、ぽたり、と溜まっていく。

「激しい多幸感と全能感に包まれ、身体能力の向上や傷の治ち癒ゆまで見込めるのだけれど、強烈な副作用と依存性があるの。効果の終了後、服用者が最も敬意を抱く存在からの激しい罵ば倒とうや叱しつ責せきを受ける幻覚に襲われ、抗あらがい難がたい罪悪感と虚無感に苛さいなまれるわ。それを逃れる手段はザワール・ポーションの再服用だけ。一度でも服用し、使用を継続できなくなった者は例外なく自死を迎える」

　その様は呪いだと、少女ヴィエーナは言う。神の血を飲んだ者の末路、禁じられた領域に踏み込んだ者に下される、あたりまえの厳罰だと。

「繋がりましょう、結びましょう。共に抱える罪こそ、この世で一番強固な絆きずな。自分ヴイエーナがあなたのこと、とろけるように飼ってあげるわ」

「……ッ！」

　シーパは身をよじるが、椅い子すを揺らすことさえできない。椅子は、表面にびっしりと書かれた文字により、対象を拘束するよう固定されている。

　文字、言葉……〝意味を内包するかたち〟をもって、対応する現象を引き起こす。それがヴィエーナ・ショートッカの修めた《書記魔法》だ。

「抵抗は無駄よ。自分ヴイエーナの《編集》は、現象として現れることに特化しているの。形のないものは変えられないけれど、形があるものを縛るのは得意。意思や心は、別のもので操ればいいだけだから」

「……それが、あなたの信条なのですね。〝自分には、心は変えられない〟……だから、抱いていてはいけない気持ちを、分けてしまうことにしたのですね」

　ぴくり、と少女ヴィエーナの目が動く。

「夢を捨てられないあなたと、夢を諦めたあなた。どうあるのが正しいかわかっているけれど、時々それを、見失ってしまいかける瞬間がある。それがとてもこわいから──自分を叱しかってくれる自分を、自分の外側に置いておくことにしたのですね」

　シーパの声には確信があった。そこにあるものを、見たままに言っている口調だった。

「随分と、知ったふうな口を利くわね」

「わかります。わたしも悪い子ですから。絶対にやってはいけないことほど、気持ちよさそうで、思いっきりやりたくなるものですよね」

　ヴィエーナ・ショートッカは知る由よしもない。タィラート族の少女、《血定リレイシヨン》を持つ者に芽生える衝動のことも、彼女が苛まれていた葛かつ藤とうも。

　しかし、シーパ・アトゥルルルハは知っている。だから彼女は微笑む。恐怖より、その確信が勝っている。

「大丈夫ですよ、ヴィエーナさま」

「は？」

「わたしも、最近ようやく知ったのですけれど……わたしたちは必ずしも、全部が全部、よい子でいようとしなくても、よいらしいのです」

「……ちょっと待って。待ちなさい」

　困惑からの制止も、シーパは意に介さない。何を思い出しているのか、その頰をかすかに上気させながら、言葉を続ける。

「あの朝、おじいさまたちや、領主さまたちと戻ってきたとき。わたしは驚いて、自分がこんなことをさせてしまった、危ない目に遭あわせてしまった、と怖くて泣いてしまったのです。そうしたら、あの方は、わたしの涙を拭い、こう言ってくださいました。『何が善いいのか、悪いのか。自分で考えて、どうするべきか決めたんだ』、と」

「あなた、何の話をしているの？」

「もちろん。わたしが、心から信じている──わたしが受け入れたふりをしていた運命を、従うしかないと思っていた諦めを壊してくださった、天使さまのおはなしです」

　その単語を聞いても、ヴィエーナは反応しない。それは本当の無反応ではなく、努めて反応をしなかったようにも見える。

「あの方はきっと、ヴィエーナさまも、解き放ってくださいます。そうしたらぜひ、ミハテ村でいっしょにごはんを食べましょうね。わたし、腕によりをかけて、おいしいスープを作りますから」

「それは素敵ね。期待しているわ」

　工程を終え、生成された【神の血液】が卓上へ運ばれてきた。フラスコを軽く振り、少女ヴィエーナはその品質を確かめる。

「自分ヴイエーナは夢を見ない。見させないし、信じない。あの天使は、今頃落陽区で泥にまみれて八つ裂きよ。それとも、帝都に戻って来ようとして串刺しかも。お詫びに、あなたにはとってもおいしいポーションをあげる」

　赤い液体の入ったフラスコを手に、少女ヴィエーナがシーパに近づく。

「ねぇ、タィラート族。頭の幸せな小娘。自分ヴイエーナを勝手に、わかったつもりにならないで。自分ヴイエーナは、吾ヴイエーナ以外に心を覗く真似をされるのが、何より不愉快極まりないのよ」

　瞳は静かに、激情は確かに。少女ヴィエーナはポーションとは名ばかりの破滅を飲ませようとし、シーパはそれでも、相手から目を逸らさずに見つめ続け──。




　──突然の激しい揺れにフラスコが取り落とされ、床に赤い液体がばらまかれた。




「な──何事!?」

　少女ヴィエーナが困惑をあらわにする。中空に指で描いた軌跡は四角、その〝窓〟は簡易通信の魔法となって、上層階へと繋がった。

「応答しなさい、警備室。この騒ぎは一体──」

『失礼。お邪魔しているよ、ミス・ヴィエーナ』

　通信に映ったものを見て、二人は対照的な反応を示した。「わあ」と目を輝かせたのがシーパ、「なっ!?」と愕然としたのが少女ヴィエーナだ。

『確認だ、僕の身内は元気だね？　もしそうでないのなら、交渉の余地はない。非常に残念だが、ヴィエーナ商会、徹底的に潰させてもらう』

　通信の窓に映っているのは、誰あろう天使の少年だ。ただし、先程とは違う部分がいくらかある。

　まず一点、右の瞳から垂れ落ちる血液。植物から精製され、綽あだ名ながそうであるだけの【神の血液】とは、その生々しさも、おぞましさも違う。

　もう一点は、彼が纏う衣服だ。いつの間にどうやってか、大人のヴィエーナが好んで着る、異世界の正装、スーツに身を包んでいた。

　シーパは「天使さまー、とってもお似合いですー」などと呑のん気きなことを言っているが、少女ヴィエーナの思考には〝ありえない〟という言葉が荒れ狂う。

『シーパは無事みたいだね。この格好については、あれだよ。色々と冒険をして汚れたもので、挨拶の前には着替えておこうと思って。同じものを何着も持っているだろうとは思っていたけれど、僕にピッタリのサイズまで用意してくれていて助かった』

「……どうやって、吾ヴイエーナのクローゼットに入ったの。あそこには、本人以外絶対に入れないよう、何重にも結界の術式が──！」

　少女ヴィエーナは、開いている通信の〝窓〟を、左右十指を用いて複製し拡張する。そうして商会本部を確認した少女ヴィエーナは、明らかになった現状に「……は？」と漏らすことしかできなかった。

「け、結界が──結界が、ないっ!?」

　それは、ヴィエーナ・ショートッカの研究と趣味を兼ねる更衣室に留まらなかった。

　商会本部の各所が、防護・隠蔽・遮断術式セキユリテイを剝ぎ取られ、虫食い状態になっている。

「な、何よこれ！　ヴィエーナ・ショートッカが、最高の素材で入念に張り巡らせた、書記魔法の極致よ!?　それがこんな、いっぺんに、あっさりと、知らないうちに破られるなんて……！　いえ、そもそも、どうやってあなた、落陽区から出てこられたの!?」

『運が良かったよ。あの飛び出す杭の罠は、百分の一の大当たりをたまたま何度も引いてくれてね。いやはや──よほど悪い〝運命〟でも、こびりついていたらしい』

　思い出す。少女ヴィエーナもその知識は共有している。

　異世界より来たりし天使は、《魔法マジツク》でも《技能スキル》でも《血定リレイシヨン》でもない能力──それらすべての上位に存在する、ヤーフィラから失われたとされる神域の現象、《祝福ギフト》を宿す。その前ではどんな不条理も起こり得るし、人間がたかだが二百年程度研けん鑽さんした魔法など、薄紙にも等しい脆もろさで──。

「……百分の一の大当たりを……たまたま何度も？」

『に──ちゃ────ん！』

「ひゃぁっ!?」

　通信の向こうから聴こえた、場違いで能天気に明るい叫びに、思わず少女ヴィエーナの身体が跳ねてしまった。

　通信の窓に映ったのは……少女ヴィエーナの基準からすれば、薄汚れた、ずたぼろの服を着た、平均的な落陽区の児童たちだった。

『ここすごいね！　おもしろいのがいっぱい！』『こんなきれいなの、はじめて……』『もっとタンケンしていい？』『おみやげ、もって帰ってもいい？』

　苦しんで生き、泣いて死ぬ……恵まれないということを体現するために、環境を整備され、そこから一歩も出ないように閉じ込められる命が、天使の少年に向かって瞳を輝かせている。

『遠慮はいらないよ、色々と見てくるといい。僕は君たちに、楽しんでもらうために連れてきたんだからね』

　少年からの許可に、児童たちが歓声をあげる。すりきれた素足で、今まで一度も味わったこともなかったであろう、柔らかい絨じゆう毯たんの上を走っていく。

「──あ……あ……!?」

　それを見て、ヴィエーナは知った。商会本部に起きた激変のわけを。

　児童たちが駆けていった足跡、持った道具や、握ったドアノブ……触れた端はしから、魔法が無効化される。書記の文字が浮かび上がり、掻き消えていく。

『ここに連れてきた子供たちは、僕と〝盟約〟を交わしている。ここで、心の赴おもむくままに遊んで、楽しんでもいい──そういう〝運命〟の下もとにある。だから、何にも拒こばまれることはない』

　ヴィエーナは推測する。かの少年が持つ《祝福》……［血涙の盟約リ・ブラツド］と呼んでいたものは、おそらく、彼が命じたように、願ったように、対象の運命を捻ねじ曲まげる。それが可能になる、圧倒的な力を纏わせている。

　力の規模も純度も次元が違うのだ。あんな現象に、一介の人間程度が練り上げた魔力が巻き込まれれば、ただ根こそぎにされるだけ。

「これが、天使……神獣の一端を下した能力……」

　緊迫と戦慄が冷汗となって少女ヴィエーナの頰を伝う。

『さて。強硬な手段が通じない、と実感してくれたところで、交渉に戻れそうだ』

　少年が笑う警備室では、本来なら確かな実力の手て練だれが集っているはずだが、その人員は影も形もない……どころか、ヴィエーナ商会本部という、帝都でも有数の巨大ギルドが見舞われた異常事態が外に漏れている形跡すらない。

『安心してほしい。僕らはあなたたちの敵ではないし、あなたが苦労して積み上げたものを根こそぎにしたいわけでもないんだよ』

　ヴィエーナ・ショートッカは、地獄を見てきた。帝都におけるポーション販路の元締めの座につくまで、いくつの苦難が、障害が、敵対があったことか。えげつない手を使い、使われてきた。

　その中でも、今、この通信の向こうにいる相手はとびきりだった。

『要求は明快だ、ミス・ヴィエーナ。手を取り合い、互いの活動にさらなる利を。同盟は対等であり、得るものは分かち合い、失うものは補い合う。仲良くしよう。共に進もう。僕らの道は、重なれる』

　そうでない場合はどうなるのか。

　少年は、相手がそれを想像できると知っていて笑っている。

『あなたが協力したくなる材料として、こちらも一枚手札を明かそう。僕たちは先だって、ある大領主との懇意な繋がりコネクシヨンを獲得している。彼等の力もまた、来たる戦いの大きな助けになってくれるよ』

　ぬけぬけとよく言った。〝懇意な繋がり〟とやらは、帝罰……剣帝より賜たまわった抜殻を失うという大罪に付け込み、口止めとして強制的に結んだものに違いあるまい。

「大領主との懇意な繋がり……ああ、そんなものがあってしまえば、たとえばこんなこともできるわね。……隠蔽魔術を剝がしきられた丸裸の商会本部に調査員を派遣し、不正の証拠を握らせたり」

　探られて痛い腹、後ろ暗いところなど、あるに決まっていた。他国の要人との取引の場たる地下貴賓室しかり、世を乱す元とされる天使の研究しかり、商会はその膨れ上がった図体に等しい分の、闇と罪を抱えている。

『もう一度だけ言おう。僕はあなたと仲良くしたい。ただしどうしてもあなたがそれを拒むなら、その時は仕方ない』

　少年は笑顔で。最初からずっと、笑顔のまま。

　自分の中で決定された事実だけを述べる。

『あなたはいらない。あなたが積み上げたものだけもらっていくよ』

　少女ヴィエーナは、悟る。どうやら、自分に残された道は二つだと。

　一つ。今の自分が持つ、あの少年の姿をした怪物に対して唯一優位性を取れるモノをうまく使う。シーパ・アトゥルルルハの身柄、打開の切り札でありながら、使い方を間違えればそのまま何もかもが終わってしまう爆発物を。

　もう一つは、彼の要求を飲み、手を貸すこと。……レジスタンス活動、支配体制の転覆、その先に待つ──調停を成す秩序との戦いに。

『決断を、ミス・ヴィエーナ。目先の感情に流されない、聡明な回答を期待します』

　なんて皮肉に満ちた言葉だろう。どちらを選ぼうと崖っぷち、選び得ない選択肢に少女ヴィエーナは「う、うううう……」と呻うめくことしかできず──。

「あ────っはっはっはっはっはっは！　はははははははっ！」

　横合いから突如あがった大笑いに、飛び上がらんばかりに驚いた。

「いやいや、なんて追い詰め方だ！　研究で調査した限りでは、その性質は常に被害者側で、物事に波風立たぬ平穏を求めるものと思っていたが……中々どうして！　それこそ、寝物語の悪魔そのものじゃあないか、天使よ！」

　スーツを纏った大人ヴィエーナが、いつの間に目を覚ましていた。彼女は通信窓の向こうの少年と、もう一人の自分の話を聞いており、そして活力に満みち充みちていた。

「自分で自分が恥ずかしい。なあ、自分ヴイエーナ。実物も知らぬまま、勝手な空想で創り上げていた幻像は脆く儚はかなく砕かれた。あるいは、彼が天使としては極めて例外的な存在なのかもな」

「ヴィ、吾ヴイエーナ……」

「すまない。ここは、吾に決めさせろ。いつもそちらにばかり決断を押し付けてきた臆おく病びよう者ものが、随分と虫がいいことを言っているとわかってはいるのだがな」

「……いいえ。任せるわ、吾ヴイエーナ。あなたが自分に、そう言える日が来るのを、きっと、ずっと待っていたから」

　少女と大人、二人のヴィエーナが手を繋ぐ。

　すると、少女ヴィエーナは光に包まれた。その輪りん郭かくが崩れ、縮ちぢみ、一本の羽ペンとなってもう一人の自分の手に戻る。スーツ姿の大人ヴィエーナはそれを手の中で二度、三度と回し、指になじませる。

　そうしてヴィエーナは、少年が映る通信の窓に向かって、ペン先を振るう。そこに文字が刻まれ、魔法に新たな意味が付与される。

「失礼」

　言うが早いが、ヴィエーナが通信の窓に伸ばした手が……その中へと沈んで、向こう側にいた少年の胸ぐらを摑む。

　抗う暇もなく、もしくはその意志もなく、少年はヴィエーナ商会地下貴賓室へとやってきた。

「書記魔法は、文字を介して意味と現象を刻み込む。二点を繋げる空間転移の術式にはそれなりに向いている種類だよ。ただ、あっけなくやったように見えることほど、事前の準備や後の支払いが必要なのが魔法のつらいところでね」

「よい体験ができたよ。じゃあ、こちらも返礼だ」

　少年の左足の前まえ蹴げりが、至近距離からヴィエーナに向かって放たれた。

　引きずり込んだ時点で荒事は予期していたヴィエーナは、摑んでいる手を放し、素早く背後へ跳んで鳩尾みぞおちへの一撃をかわす。もっとも、少年とてそれを当てることが目的ではない。解放された彼は即座に、机を乗り越えて人質のもとへ行こうとする。

「シーパ！」

「さびしいな。目を逸らすなよ、天使」

　少年の指が届く前に、ヴィエーナの羽ペンが机を叩いた。

　瞬間、そこに刻まれ、隠されていた術式が起動する。机の表面に巨大な文字が光り──気が付けば、少年とヴィエーナだけが、深い緑の中にいた。

「──いいところだね。空気が澄んでいる。ひょっとして……」

「ああ。紹介しよう、ここは帝都より離れた東の地、ヴィエーナ商会が二百年をかけてもぎ取った農園フアクトリーだ」

　見上げれば、そこには巨大で半透明な天てん蓋がいがある。太陽光が引き入れられ、うっすらと空が見える。ここではポーション原材料の生産が、大規模に行われているのだった。

「広大だと思うかい？　けれどね、全然だよ。これだけのものを作るのに、ヴィエーナ商会はしがらみにもまた、捕らわれすぎた」

　色とりどりの花を咲かせる、多種多様な植物に囲まれながら、ヴィエーナの表情に浮かぶのは、深く重たい悔かい恨こんだ。

「ここで作られるポーションの三割は非公式で帝国外に流れ、五割は帝都内の上流階級が持っていく。真っ当に市場に流通させられる分なんてごく少量だ。それもまた、一部の帝都民が、娯楽用途の嗜好品としてさらっていく。おかげで、本来届くべきところに届かない。すぐそこに、あんなにも求める者がいるのにな」

　花の中で地獄を語る。帝都において、強大な権力を持つとされたポーション流通の元締めは、あの街の中では決して吐けない怒りを吐く。

「何度、すべてを無視して落陽区にありったけのポーションを流せたら、と思ったかな。落陽区というシステムは、どれだけ表向きの権力を持とうと、帝都民や領主たちの奉仕存在でしかない商会風情には手の出せない領域だった。非公式にポーションを流すこともできないし、それがバレれば、ヴィエーナ商会は簡単に取り潰される」

　社会の仕組みとは、大きな流れだ。いかなる大魚であろうと、状況そのものを満ちる流れに逆らえば、ばらばらになることしかできない。

　ならば、どうするか。その流れに異を唱える時、流れの中では生きることができない者を、それでもどうにかしたいと思った時……諦める以外の方法とは。

「なあ。君は、彼らをどうする。あの行き止まりから、どうやって救う？」

「家族を作る」

　スーツを着た天使は、そのように言った。

「落陽の民と残らず契約を交わし、僕の庇ひ護ご下かへ引き入れる。陽の落ちた生しか許されない、娯楽の命となじる者には全員、自分が口にした通りの運命をお返しする」

　ピクニックに出かけよう、とでも言っているかのような声だった。行くべき先は見えていて、そこに着くと決めている声──彼は、つまり、この国を、落陽民を是ぜとして罷まかり通とおる、世界の仕組みそのものを覆すと断じている。

「ビヨンドレスに『外では偽名を使え』と言われたんでね。本名をもじってでっちあげた。──タツィアーノ。これからはそういう名前を背負って、やりたいことをやっていくよ」

「タツィアーノ一家フアミリー……」

　ヴィエーナは、これから天使が創ろうとしているものの名前を呟き、そして問う。

「目的は、何だ」

「屈辱には報復を。侵略には赤き血を。我らの掟は是即ち、魂の反逆である」

　天使──タツィアーノが、右目の端から流れ出た血を、左手で掬い取る。

　それが、彼の能力を行使するための手順であろうということに気付いていながらも、ヴィエーナの脳裏に過よぎっていたのは、過去だった。

　自分が、虐しいたげられし民であったころ──【七の鎖を解く者】が自分の住んでいた箱庭を破壊し、死亡が偽装され、自由の身となれた十歳より以前のこと。

　あの日、自分は何を夢見ただろうか。何を望んだだろうか。

　──決まっている。

「吾はな、タツィアーノ。本当は、理不尽な支配者から、いつか追い付かれるんじゃないかと怖がりながら逃げ出すより──これで解放されたんだ、と実感ができるくらい、思いっきりぶっ飛ばして進みたかった」

　ヴィエーナの手にした羽ペンが、その願いを肯定するように動いた。

「願うだけの理想は、誰一人として救えない。だから、見せてくれ、お前の力を。信じさせてくれ、お前の言葉を」

　中空に紋様が描かれていく。そこに書かれた文字が、彼女が筆先を離した箇所でも自動的に紡つむがれて追記される。紋様はどんどんと巨大化し、回転する文字に合わせ、魔力が更に高まっていく。

　これよりヴィエーナ・ショートッカは、魔法使いとしての己が持てる最大の一撃を放つ。それは目の前の少年と同時に、自分の運命をも試す。それが失敗したとき、この農園事態を失うことさえも覚悟した決断の一撃だ。

「防いでみせろ。その時こそヴィエーナ商会は、【七の鎖を解く者】に……否、タツィアーノ・ファミリーに、心よりの忠誠を誓おう」

　羽ペンの筆先が紋様に触れる。集約した魔力を撃ち出す、最後の筆記が、今──。




「命じる。｛矛ほこを収めろ｝」




　──今、失敗した。

　羽ペンが手の中で暴れ、筆跡が狂った。極めて繊細な筆記で成り立っている魔法術式は機能不全を起こし、集束していた魔力は革袋に穴が開くように、周囲への風圧に変化した。

「なぁぁぁっ!?」

　間近にいたヴィエーナが、あおりを受けてすっ転ぶ。相当に激しく吹っ飛ばされはしたものの、幸い下が草地ということもあって怪け我がはない……しかし元より、彼女の心を占めるのは、驚愕が一つに謎なぞが一つだ。

　驚愕は、彼の能力について。ヴィエーナが使おうとしていた魔法は、正常な解放がされなかった場合、風圧だけで事がすむようなものではなかった。周囲に魔力がばらまかれ、汚染された地となって草花が軒並み枯れる事さえありえた。……それが、手元が狂って式を書き加えられたことで一切の危険性を無効化されて消滅するなど、考えられない偶然だった。

　そして、もう一点の疑問は……。

「どうして……吾はまだ、お前の血に触れてなど……！」

「それは、いつのことかな」

　タツィアーノがヴィエーナを見下ろしながら、答え合わせを始める。

「ねえ、魔法使い。僕が、〝敵〟だと認識をすませた相手と、決着をつける前に談笑トークを楽しむ馬鹿だとでも？」

　ヴィエーナの眼前に差し出されたのは、タツィアーノの靴先だった。

「……あ……ああ……っ！」

　彼が何故、わざわざスーツに着替えてきたのか。それは相手への威圧のためで、冷静さを剝ぎ取る挑発で、同時にこの状況への布石だった。

　否いやが応おうでもヴィエーナの目が行く変化で誤ご魔ま化かして、彼は、その一点を隠蔽した。服は替えたが靴だけを履き替えていない、ということを。

　ここまで顔を近付けて、ようやく見ることができたが……タツィアーノの靴の先には、半ば乾いた血液が付着していた。

　普通に動いていれば問題はないだろうが、それは、激しい動きをしたならば、衝撃で剝がれて飛んだに違いない。

　……たとえば。勢いよく、前蹴りなど放った時に。

「黒はいいよね、ミス・ヴィエーナ。特に──返り血が目立ちにくいのがとてもいい」

　タツィアーノは笑い、もって、ここに証明された。

　彼が、力を持つこと。それは魔法使いを退しりぞける武力であり、そして、相手を出し抜く悪辣な知力としても、だ。

「──は、ははは」

　ヴィエーナが笑ったのは、必ずしも清々しさだけではない。

　彼女が抱いたのは、紛れもなく恐怖だ。少年にとっても間違いなく、不測の事態の連続だったはずだろうに……彼は瞬く間に適応し、自分を打ち破ってみせた。

　それが恐ろしくて、それ以上に頼もしくて、笑った。

　この恐ろしいものは、今の世界の在り方を、七支王の暴虐を、憎んでいる。自分と同じ悔しさに、憤いきどおっている。こんなに痛快なことが、他にあるだろうか？

「──なあ、タツィアーノ。……いや、違うな。これじゃ足りない。忠誠が示しきれない。何か、つけるものはないか？」

「そうだな。強いて言うなら、ドンだ」

「ドン・タツィアーノ。一つだけ、頼んでもいいか」

「聞こう」

「吾と、吾の築いたすべてを捧ぐ。この世界を、治してくれ」

　仰あお向むけに寝転がるヴィエーナの隣に、タツィアーノが腰を下ろす。

「受け取った」

　朝の食卓で、調味料をとってもらったくらいの一言だった。

　そのくらい何気ない、あたりまえにやることを、あたりまえに言っただけの声だった。

「ありがとう、我が主。この命、我が力、これより永遠に、貴方のために」

　魔法式の消滅に伴った風が、草花を揺らしている。

　綿毛や花弁が中空に舞い、見上げた天蓋の向こうの青に、様々な色を混ぜている。

　その中で最も目立つのは白い花びらで、彼女はその美しさに吐息を漏らした。

「──ああ。まるで、天使が降りてきたみたいな空だ」
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　　　　《１》






　イスサナ帝国、帝都隣接劇場領域、落らく陽よう区く。そこは、虐しいたげられる役割を課せられた者たちが住まう場所。

　彼らを閉じ込める壁は魔法の式を構築し、上空を雲で覆おおう。街の嘆なげきは帝都の劇場で中継され、あらゆる苦しみが娯楽として見み世せ物ものになる。

　その魔法が唯一届かないのが、かつての住民たちが作り、時代を越えて受け継がれてきた無数の地下室だ。監視が届かぬその場所でのみ、落陽民たちは本音を吐き出すことができる。

　だとしても、そこには光も救いもない。閉ざされた穴の底はどこにも繋つながらず、ただひたすらに、より深く暗い、絶望と悲ひ嘆たんが充満して累るい積せきするのみ──。

　──だったのは、先日までのことだ。

「おまたせ、みんな」

　魔法使い本人がいなくとも起動させられるタイプの、設置型の短距離転送の【窓】を越えて土が剝むき出だしの地下室に訪れると、老ろう若にやく男なん女によを問わない歓声を受けた。

「わーい、おにーちゃーん！」「おお、ドン……」「我らがタツィアーノ……！」

　皆に拝まれながら、圧縮形成された物資を運び込み、術式を解いて元のサイズに戻す。今回持ち込んでいるのは、主に寝具や衣類、食料だ。転送魔法は便利だがその分コストもかかるし制限もある。一度に運び込める物資の量はあまり多くなく、長く繋がってもいないので、用件は手早くすませねばならない。

「今回の物資も、いつも通りの手順で配布を進めるように。子供や病人を優先。重ねての注意になるが、地上には持ち出さないで。連中に見つかったら、根回しの処理が厄やつ介かいだ。十分に行き渡る量でなくて、すまないね。……それで、今回、そちらが提供できる対価は──」

「はい」

　手をあげて前に出てきたのは、三人の男性だった。ぼろを纏まとっていても、眼めには光が宿っている。一度は失われながらも再び灯ともった意志が。

「自分たちが行きます。この命、存分にお使いください、ドン・タツィアーノ」

「歓迎する。ようこそファミリーへ。君たちの活躍、その価値に期待している」

　物資の搬入を終えて、新入りとなった三人を伴い再び【窓】を越える。深々と頭を下げて見送られる、その別れ際のことだ。

「ありがとー、ドン！　わたしもおおきくなったら、ドンのファミリーにはいらさせてー！」

　聞こえてきたそんな声に振り返り、目を輝かせている童女に、微笑ほほえんでこう返した。

「それは嬉うれしいね。けれど、大事なことを忘れているよ、リェニー。君や落陽区の人たちは全員、もう既すでに、僕が守るべき大事な家族だ」

　童女に近づき、しゃがみこんで指切りをする。その行為の意味はわからなくても、彼女はその特別な行為それ自体に、嬉しそうな顔をしていた。

「約束する。こんな暗いところじゃない、青空の下でまた会おう。君たちが誰にも、追いやられたりいじめられたりしなくていい国を、僕たちが、必ず作ってみせるから」
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　目の前に積まれる仕事や目についた課題をこなしているうちに、木々は緑から紅あかへと衣替えし、僕の生活もいくらか変わった。

　組織の内外で、偽名を名乗りだしたこと。

　帝都に潜り、色々と活動をし始めたこと。

　今の僕は、ミハテ村の居い候そうろうタツミ・アノウではなく──帝都に突如現れ、有力者への太いパイプを持ち、様々なコネクションを元に目覚ましい〝事業〟の拡大を行っている奇人。イスサナ帝国の帝都民区オモテと落陽区ウラの双方に顔がきく、正体不明の〝黒衣の男〟──ドン・タツィアーノと言ったほうが、通りがいい。

　僕がわざわざ、【七の鎖を解く者セブンアンチエイナー】と分派してタツィアーノ・ファミリーなんて組織を立ち上げたのは無論理由がある。主に命令系統の独立によるフットワークの軽さと、一見彼らに紐ひもづかない形で状況を整えることだ。

　組織というのは、判断と決定の連続だ。僕がビヨンドレス傘下にある状態では、忙しく各地を回るリーダーに逐ちく一いち採決を求めるだけで時間がかかる。現場で迅速に物事を進めるために、決定権を委ゆだねてもらった。

　また、僕はタツィアーノ・ファミリーとして正式に、商人ギルドという商会の統括部に登録した。元来閉鎖的で、外来の勢力を締め出す構造になっていた帝都の商売事情だったが、そこはさすがの大領主ラスノ家とポーション流通の要かなめたるヴィエーナ商会のお墨すみ付つき。正々堂々、権力と財力で黙らせてもらった。

　レジスタンスの人材、大商会の物資、大領主の人脈は、新興組織を急激に成長させてくれる。僕もささやかながら現場で手腕を振るいはしたが、それもすべて『既にあった、有ゆう益えきなモノ』を用もちいればこそだ。

「──以上が、この七日間の報告書だ。確認してほしい、ミス・ヴィエーナ」

　すっかり馴な染じみとなった、ヴィエーナ商会の会長室で書類を見てもらう。幻術やらで書類が改ざんされていないかを見定める片眼鏡モノクルを用いつつ、彼女は素早く目を通す。

「問題ない。君、天界ではもしや、さぞ名の知れた不良天使だったな？」

　開いて見せられるのは書類の五ページ目、先日南地区で起こっていた、装飾品商店のいざこざとその顚てん末まつについてだ。

「二つの商店が互いを追い落とそうと行っていた工作の証拠をいち早く握にぎり、双方と水面下で交渉……強制的に〝和解〟させた。犯罪を知りながら告発するのではなく、その秘密を元に、タツィアーノ・ファミリーが手た綱づなを握ったか。街の治安を陰かげながら回復させ、同時に手て駒ごまも手に入れた。君はほとほと、〝悪〟の使いみちを知っている」

「毒の入った袋と同じさ。ある種の悪事は、潰つぶれるとき周囲に毒をばらまく。なら、潰さないで毒は毒のままうまく利用してやるほうが、建設的ってものだろう？」

　それが僕の、マフィア風の流儀だ。〝正しいと認められる間違い〟が横行する環境に於おいて、その基準に則のつとるつもりはない。

「ビヨンドレスにも聞いたし、街で買った童話の本でも嫌というほど学んでるよ。この国の在あり方かた、人々の考え方は、正攻法では変えられない。少しずつ皆に正しいことをわかってもらう、なんて呑のん気きで平和な手法は……どれだけ歩を進めても、調停の名の下もとに叩き潰される」

　歴史を紐ひも解とけば、人々に平等の思想を訴えた者もあったらしい。だが、そうした連中は例外なく、秩ちつ序じよを乱した罪で剣帝に裁かれた。

「元いた世界ではありえない概念だ。絶対の力と永遠の命を持つ、独裁の皇帝なんて」

　剣帝は法を布しき、法を変えず、法を体現する。民はそれに従うことしか許されない。数を集めようと、より良き法を考えようと、イスサナ帝国はすべてを握り潰す。

「僕らがやろうとしているのは、不変の正しさを打ち破ること。その運命を覆くつがえすには、〝悪〟しかない。僕はそのためになら、何でもする」

「実に説得力のある言葉だ。報告に向かわせる組員などいくらでもいるだろうに、わざわざ我が商会に訪れてくれた君が言うとね」

　僕はニヤリと笑い、机の上の羽ペンを指す。

「今日は視察の予定日だろ？　ちょうど移動の現場に居合わせ、君に強引に誘われたということにしようと思ってね」

「承知した、我が主あるじ。僭せん越えつながらヴィエーナ・ショートッカ、自身の成果を披露したく無理矢理貴方あなたを誘惑したと、汚名を被らさせてもらうとしよう」

　ヴィエーナが手に取った羽ペンが、中空に紋様を描く。

　それは二点を結ぶ移動の窓だ。若干小さいそれを同時にくぐるのに必要だと、彼女は身をこれでもかというくらいに寄せてくる。その、スタイルのいい豊満な身体からだの感触が伝わってくる。

「……しかし、いつも顔色の一つも変えんな、我が主は」

「すまないね。もうちょっと、うぶに照れてあげれば君の士気もあがるというのなら、そうしたいのは山々なんだが」

「何、必要ないよ。少し羨うらやましくて、それよりずっと愛いとおしい。悪をもって善を貫かんとする者には、そのアンバランスさを維い持じするためのよりどころが必要だと、それだけの話だからね」

　肩を組まれ、手を引かれて窓を潜る。

　その向こうに広がるのは──一面の緑、草花の景色。中心に立つ少女が、今、ちょうど、お辞じ儀ぎをしていたところだった。

　唱うたが始まる。

　舞が始まる。

　シーパ・アトゥルルルハが、何の遠慮も躊躇ためらいもなく、楽しげに踊っている。

　僕はそれを、うっとりと見る──身体の中に溜まった毒気のようなものが抜けていく感覚を覚えながら、安らぎに腰を下ろした。





　　　　◇◇◇◇◇






　大農園はポーション製造の要であり、ヴィエーナ・ショートッカが二百年をかけた研究の結晶である。厳重な情報遮断術式セキユリテイで守られており、外部の者が中を窺うかがい知しることはできない。だからこそ、彼女の舞台に申し分ない。

　他では、《血定リレイシヨン》が検知される。外部へ影響を及およぼすものほど痕こん跡せきを残し、発見される恐れを増す。魔法的な意味合いでも、単純に視覚的にも、だ。

「──相変わらず、震える光景だ」

　ヴィエーナがこぼした言葉には、多分の戦せん慄りつが含まれる。

「《技法アビリテイ》は個人に宿り、個人が操るもの。出力にはどうしたって制限がある。だが《血定》は〝歴史の連なり〟だ。あの力を使っているのは、これまで何千何万と生まれ、役割に一生を捧ささげたすべてのタィラート族そのものであると言える」

　つまり、あそこで唱うたい踊っているシーパは、一人であって一人ではない。一族が継いできた役割を果たすとき、彼女は個人からタィラート族の総体となる。だから、あれほどのことが可能になる。

　触れて離れたシーパの素足の先から、緑が湧き立つ。

　わさわさと持ち上がる草が、円形の土台を作って彼女を持ち上げる。神事が舞台で行われるのは、そこを地続きでなくするためだ。そこにあってそこではない、神聖な空間として、別の場所にするためだ。

　木々が躍る。比ひ喩ゆでも誇張でもなく、見たままの表現としてそのようになる。

　高き緑の舞台でシーパが舞うにつれ、木々が次々生えてはざわめく。幹を左へ右へと揺らし木の葉が鳴る。不思議なもので、それは結構な音であるはずなのに、シーパの唱が紛まぎれてかき消されることがない。楽しんだ木々たちは、やがて豊かな実をつけて、一つ二つと落としていく。

「土には、草木を成長させる〝力〟が宿っている。それは無む尽じん蔵ぞうではないし、何もせず回復しもしない。使うたびに消費され、新しく育てたいと思うなら、都度それは補充してやる必要がある」

　無から有は生まれない。何かが育つとき、別のものが生まれるとき、そこには常にエネルギーの補給が必要で、余よ所そからとってこなければならない。

　しかし、ヴィエーナの口にしたことは、それを覆していた。

「何も失わせないんだよ、あれは。土に宿る力は変わりなく、何ど処こからも何も吸い上げていないはずなのに、飢うえを癒いやし、衰おとろえた身体を回復させ、傷さえも治す力を持つ果実ができあがる。実に興味深い。彼女の血族が継いできたモノは、とても希少で価値がある。同時に、七しち支し王おうが《血定》を発現した一族は皆殺しにする、と決めている理由を理解できた心地だよ」

　奉ほう納のうの果実を用いたポーションは、製造のコストも効能も通常のものとは比べ物にならない特別品になる。同業者にとって市場を崩壊させる侵略と成なりえる──どころの騒ぎではない。

　それが繋がるのは、国の崩壊だ。この世の原理原則を超越する力は、個を強化し、侮あなどれぬ群むれに仕立て上げ、絶対のはずの秩序に風穴を開ける。

　シーパ・アトゥルルルハ。タィラート族唯一の生き残り、神へ捧げる果実を生み出す《血定》所有者。

　わずか十二歳の彼女こそが【七の鎖を解く者】が手にした最大の希望であり──知られれば最優先で命を狙われる、今回の作戦の要だった。

　……知らず握りしめていた手の中に、じわり、と汗がにじんだ。

「持もて余あますかな、ドン・タツィアーノ。その荷も管理も、吾われが代わろうか？」

「いや」

　僕が首を振ったのと同じころに、今日の分の区切りを迎えた。草の舞台はゆるやかに縮ちぢみ、木々も果実だけを残して速やかに、逆回しの映像を見るように消えていく。

　ここからが人の作業だ。なまじ最高機密なだけに、本来は大勢の職員で進める作業も手を借りられない。先程まで、人よりも余程神の側に近かった巫み女こは、用意してあった籠かごを背負い、ちいさな手でせっせと果実を集め始める。

「彼女への恩は、自分で返す。僕が決めた、僕の命の使いみちだ」

　ジャケットを脱ぎ、ネクタイをゆるめて立ち上がる。「シーパ」と呼びかけると、彼女は顔を輝かせる。

「いっしょにやろう。僕の分の籠、ちょうだい」

「はい、天使さま。お力、お貸しいただきます」

　袖そでをまくりあげて作業に移る僕は、後ろで苦笑交まじりに呟つぶやくヴィエーナの声を聞く。

「今やイスサナ帝国の表裏を震えあがらせる、タツィアーノ・ファミリーのドン・タツィアーノが、率そつ先せんして野良仕事とはね。本当に、我が主は変わっているよ」

　それはどうも。

　僕としては、こういうことこそ毎日だってやっていたいと思うんだけどね。
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　収穫作業を終えた後、ヴィエーナはそれらがポーションの製造所へ輸送されるのに立ち会うために一度農園を去った。僕とシーパは「改めて迎えに来るから、しばらく休養しているといい」との言葉に甘えて、農園の隅すみに用意された休憩スペースに移動する。小屋の近くに、テーブルと椅い子すもある。

　持ってきた土産みやげ物ものを渡すと、シーパは喜んで準備に取り掛かった。こちらも何か手伝いをしようか、と申し出るも「おもてなしをさせてください。それがシーパには何よりの休養です」なんて言われては、テーブルで待っているしかない。

「どうぞ、天使さま」

　シーパが注そそいでくれたのは、彼女の舞踏で収穫された果実のシロップ漬けを用いたフルーツティーだ。茶葉はミハテ村産で、柔らかい香りと特徴的な酸味を持つ。お茶ちや請うけは帝都で買ってきたクリームたっぷりのケーキで、フルーツティーの上品な甘さとよく合った。

　ケーキを一口一口、少しずつ食べながら茶を飲んで、シーパはほっと息をついた。

「おみやげ、ありがとうございます。これを飲むと、とっても安心します」

「だよね。僕も、ぐわーって忙しくなると、無性にこれが恋しくなるんだ」

　ミハテ村近辺の斜しや面めんに群生する木から採とれる茶葉は、ケモコウールと並んでうちの村の特産品だ。ミハテ村では大人から子供までこれを愛飲していた。

「この間、レジスタンス本隊との会議でミハテ村に戻ってね、たっぷりもらっておいたんだ。『ミハテ茶葉が壺つぼに無いのは、池の水が涸かれるも同じ』って言うだろ？」

「まあ、そうだったのですか。おじいさまは、お元気でしたか？」

「残念だけどいなかった。このところ、更に忙しく駆け回ってるかんじらしい。特製ポーションの製造も軌道に乗って、次はその流通やら、それを素材に例の〝切り札〟を作るのにも、責任者が出向かなきゃならないことは多いから」

　ヴィエーナ商会との同盟締結に送り出された時以来、僕もシーパもトラタ村長……レジスタンスの長おさ、マキャバ・ビヨンドレスには会えていない。事の報告にミハテ村まで戻った時には、もう旅立った後だった。

　以降のコンタクトや僕たちが次にどう動けばいいのかの指令は、その都度レジスタンスのメンバーから届けられる手紙によってなされている。

「気にしてた、って話だけどね。僕もシーパも、ずっと村から離れてるから」

「……そうですね。ヴィエーナ商会の皆さまは、とてもよくしてくださいますけれど……住み慣れた場所を離れるのは、やっぱり、少しさみしいです」

　僕らの生活は大きく変わった。

　シーパはポーションの素材製造を継続的・効率的に行うために、現在はミハテ村から遠く離れたこの大農園に常駐している。機密性の高い仕事がゆえに、ヴィエーナ商会の人ともあまり話せない。その孤独な環境は、広々とした山の、和わ気き藹あい々あいとした村に生きてきた彼女にとってどれだけのストレスであるだろう。

「……いえ、そちらはいいのです。もう一つに比べれば、夕食の彩いろどりがちょっと物足りないよりもささいな問題です。……はぁ……」

「え……!?」

　シーパの表情が明確に曇くもる。僕は激しく動揺……するより前に、頭がすっと冷静になった。

　シーパは何らかの具体的な悩みを抱えているのは明白であり、ならば僕は、それを排除するだけだ。悩みの種が誰かしらの人物であるなら、タツィアーノ・ファミリーの総力をもってご退場願うとしよう。農園での労働環境に、おおらかで穏やかなシーパがここまで許容できないくらいの致命的な問題があるとしたら、ヴィエーナに全力でを改善を要請する。

　幸い、天使研究者フエチであるヴィエーナを動かすことなど造作もない。懸け念ねんがあるとすれば、報酬として〝七日連続抱きまくら実験〟や〝少女ヴィエーナによる完全完璧密着取材〟を上回るレベルのものを要求された場合僕の心が傷を負うことだが、シーパの悲しみを取り払うためならば、地面に這はい蹲つくばるごろつきの歯を蹴けり砕くだく時の感触が嫌なことより些さ細さいな問題だ。

「シーパ、その問題っていうのは？　僕に何か、手伝えないかな？」

　努めて静かに尋ねるも、彼女の返答は驚くべきものだった。

「すみません。これは、これだけは、天使さまのお力だけは、お貸しいただくことはできないのです。だって、シーパの悩みは……天使さまの迎むかえ人びととして、果たすべきお世話がちっとも行えていない、ふがいなさに対するものなのです……！」

　ずい、とテーブルから身を乗り出し、深刻な表情でこちらに顔を寄せてくる。

　くぅぅなるほど、そっちのやつか……！

「天使さま、シーパは心配です。きちんとごはんは食べられておりますか？　職場の方々とは打ち解けられておりますか？　ケモコのまくらはふかふかですか？　ミハテ村の土や風の匂においを、忘れてはおられませんか？」

　矢や継つぎ早ばやに繰り出される質問に、「だ、大丈夫だよ大丈夫」と慌てて返す。

「やることはしっかりやってるよ。ごはんは三食、偏かたよらないでバランス良く。一応は僕がファミリーのいちばん上だから、部下の人たちは皆よく言うことを聞いてくれてるし、シーパがくれたまくらは、晴れた日にはちゃんと干してる。ミハテ村での生活は、いつも懐かしく思い出すし、本当はどうしていたいのかも、ちゃんと覚えてる。僕は、ミハテ村のタツミ・アノウだ」
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「では」

　シーパの指が、僕のシャツを撫なでる。

　ミハテ村にいた時は着たこともなかった、ドン・タツィアーノとしての服を、泣きそうな顔で摑つかんでいる。

「やるべきことを終えられたら──天使さまはまた、元の天使さまに、お戻りになることができますか？」

「…………ああ。勿もち論ろん、絶対、必ずさ。この戦いが終わったら、二人でミハテ村に戻ろう、シーパ。一緒にミハテ様の像を磨みがいたり、ケモコヒツジの世話をしよう」

「はい。シーパも、その日を心よりお待ちしております。その時こそ、やりそこねていたお世話の数々をめいっぱい、まとめてやらせていただきます」

　落ち着きを取り戻したシーパは身体を戻し、むん、とやる気のあるポーズをする。僕もそれでほっとして、話の流れで出しそこねていたものをようやく出せる。

「でさ、シーパ。今回はこれを預あずかってる」

　僕は一枚の封筒を取り出す。レジスタンスのエンブレムで封蠟シールがされているこれは、ミハテ村に帰った時に受け取ったものだ。

「二人で揃そろって見るように、って言われててさ。僕もまだ内容は知らない」

　封を解いて、中に入っていた紙を取り出す。

　書かれていたのは文字ではなく、魔法の式だ。対象が間違いなく手紙を宛あてた人物であることが確認された後、中空に窓が現れ、ビヨンドレスのとぼけた顔が浮かび上がる。地球風の言い方をすれば、立体映像の記録に近い。

『やっほー、オレオレ。元気で革命してっかよ、我が子たち』

　映像越しに手を振ってくるビヨンドレスがいるのは、ひび割れた荒野だ。辺りは暗く、星が出ている。ぱちぱちと焚たき火びと思おぼしい音が聴こえ、砂すな埃ぼこりにすすけた顔が赤い光を帯びていた。

『こっちはもちろん順調だ。レジスタンス始まって以来の快かい挙きよだよ。……あぁ？　「よく言いますよ交渉の難航で四回は殺されたくせに」ってバカ！　そういうのはいいんだよ言わなくて！　オレがカッコつけたいんだから！』

　画面の外の誰かと言い合うビヨンドレス。……見れば、くたびれた旅装のところどころ、特に胸と腹部辺りに何やら意味ありげすぎる黒々としたシミがついている。僕は戦慄するが、シーパはどうにも言い合いのほうが面白いらしく「いつでも明るく、周りを元気付ける。さすがおじいさまです」と嬉しそうにしている。……まあ、シーパがいいならそれでいいのだ。うん。

『今回はちょっと、お前らに見せたいものがあってな。ほれ』

　ビヨンドレスが映し出されていた映像の角度が変わる。左に動かされた向こうには、キャンプらしきものがある。

　そこには、ビヨンドレスと同じか、それ以上にくたびれた服装の人々がいた。

「……あ」

　シーパが、それに気付いて声を漏らす。どこから避難してきたのか、相当に過か酷こくな環境に置かれていたことが窺える一団には、誰の手にもその瓶びんが行き渡っている。

　例のポーションだ。シーパが原材料を用意し、ヴィエーナ商会が加工して創り上げた飲物は、滋じ養ようと薬効を備そなえる。そして何より、これが最も大事なことだが──舌を蘇よみがえらせるような鮮烈さで、喉のどを通る感覚は風を吸い込むように優しく、単純に言って抜ばつ群ぐんに美お味いしい。生まれたことを、その喜びを、『食べる』という行為を通して思い出すような、そんな味がする。

　誰もがポーションを飲み、涙していた。砂埃で汚れた肌に艶つやが戻り、感動に心を震わせ、辛つらい過去を背負いながらも、今、確かに笑っていた。

『タツミ。シーパ。この光景は、【七の鎖を解く者】がずっと辿たどり着つけなかった念願で、お前らの功績だ。世界を敵に回しても、世界に虐げられる者を守る……その意志が切きり拓ひらいた地平だ』

　再び映し出されたビヨンドレスが、ありがとう、と頭を下げた。

『祝祭は近い。今回こそレジスタンスは、腐れ果てた帝国の、分厚い鱗うろこを刺さし貫つらぬく。その決め手が欲しい。……で、だ。タツミよ、おまえの創った愉快なギルドも、あのヴィエーナを外部顧問に据すえてんなら多少の不在は問題なかろう。ちょいと帝都を離れて、剣を取ってきちゃくれねえか』

「……は？　剣を、取りに行く……？」

　突然に話を振られて困惑する。映像の向こうのビヨンドレスが、こちらの反応を予期していたみたいに表情を変える。殊しゆ勝しような色はなりを潜ひそめ、ズルい大人がなんだかんだと人を動かす時の、ズルい顔がそこにある。

『この手紙が読まれるくらいには、ちょうど接触してくるころだろう。【酒】と【剣】、どちらが欠けても蛇狩りは成らん。逆に言うなら、この剣の入手が、革命を成功させる最後のピースだ。はりきって国を潰そうぜ、ドン・タツィアーノ』

　手紙に籠こめられた魔法が終わり、映像が消えた。なんとなくの悪寒が背筋に走り、まさか、と勘かんが働いた時、答え合わせが向こうのほうからやってきた。

「失礼！　ここに、ドン・タツィアーノは滞在か！」

　環境を管理し一定に保つため、農園内部に通常の出入り口は存在しない。内外を行き来するためにあるのは転移の魔法陣で、光の粒子を伴ってそこから現れたかと思うと、彼は開口一番でっかい声で叫んでいた。それはそれは、堂々たるものだった。

　赤髪に藍あいの瞳、見み目め麗うるわしい甲かつ冑ちゆうの騎士──ファルファ・レプテ・ラスノが、こちらにずんずんと大きな歩幅でやってくる。

「話はすべて了解しているな!?　さあ行くぞすぐ行くぞ準備をせよ！　喜ぶがいい、貴君がついに、ラスノ家の役に立つ名誉を果たす時が来たっ！」

「どうぞ、ラスノ様」

　僕らの間に割って入ったのは、ふわりとした湯ゆ気げに、紅茶と果物の香りだ。驚きにまたたいてファルファが視線を向けると、シーパがにっこりと微笑んでいる。

「この度は、わたしの職場へようこそお越しくださいました。大切なおはなしがあると存じますが、であればこそ、その前にこちらをお飲みいただけませんか。ミハテ茶葉の紅茶は心をほっとさせてくれますし、中に入っている果物は、ラスノ様のお力添えのおかげで、たくさん収穫ができるようになったものなのですよ」

「あ、ああ」

　シーパの雰囲気に促うながされ、ファルファが興奮を収めて席に着く。僕も、こちらを見た瞳に『どうぞ』と促す。

　紅茶の毒見をしなかったのは、シーパに対する信頼の表れだろう。舌など肥こえに肥えているに違いない大領主は、ゆっくりとカップに口をつけ、目を丸くする。

「うんっっまい！　な、な、なんだこれ!?　こんな美う味まいの、初めて飲んだぞ……！」

　焦りと熱気に凝こり固かたまっていた騎士の表情がいっぺんに和やわらぎ、シーパと僕は「いえーい」とハイタッチした。
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　曰いわく、彼にもビヨンドレスから手紙が届いたのだという。

「『おまえは良く働いてくれた、そろそろ契約の対価を払う頃合いだ』と来た。確信したね、あの男は死後、真っ当な場所に送られはしない」

　地平線まで見える広い草原の馬上で、ファルファが愚ぐ痴ちを吐はく。

「まあ、おおむね同感だね。そもそも、自分が救われるためにやってないだろう、彼は。……それにしても」

　死後真っ当な場所に、と来たか。

「ヤーフィラにも、そういうところがあるのかい？」

「貴君にとっては、地ち界かいがそうではないのか、天使よ？　ヤーフィラに生まれ落ちた魂たましいは、この地での生を終えた後、生前の行いに相応ふさわしいところへ送られる。それを司つかさどる神と、それを捻ねじ曲まげる神がおり、その捻じ曲げる側こそが、運命邪神ミハテだ」

「……あー、そういう」

　なんか納得だ。僕の元々の運命じゃ、間違っても……何かが間違わないと、こういうところには来ないだろう。

「つまり、必ずしも正しいことが正しいとは限らない、ってことだね。レジスタンスがやっていることもしかり……君の頼みもしかりかな、ファルファ」

「頼みではない。ラスノ家と【七の鎖を解く者】は対等であり、貴君らには助力を惜おしまぬ義務がある。これが果たされぬ場合は、祝祭を前にして告発を行い、諸もろ共ともだろうと消え去ってもらうまでだ」

　彼は冷静で、脅おどしでも誇張でもない決意として、不ふ退たい転てんの覚悟を述のべている。そういう眼まな差ざしと声だった。

「剣を取る。これは我々の共通の目的だ。違うか、ドン・タツィアーノ」

「違わないさ。君の言う通りだとも。だから、こうしてついてきたんだ」

　現れたファルファは、僕たちに来訪の経けい緯いを語った。帝都にあるタツィアーノ・ファミリーの拠点に行くも、今頃はヴィエーナ商会の農園にいるだろうと伝えられ、早馬を飛ばしてきたこと、表には僕の分の馬も止めているから、このまま帝都に帰らず直接目的地に向かいたいということ……期せずしてたらい回しにさせてしまったのは悪かったが、それより僕が驚き感心したのは、彼のここまでのやり口だった。

　今回の遠出は、万が一にも帝国にはバレたくない、切り札としてはポーション生産者シーパと同レベルの機密らしく、彼はそのために必要なこともこなしていた。大領主としての予定の調整、不在アリバイの偽装、更には帝都の外に出るために変装し、関所では役人に金を握らせ通過者の名簿に名前を載せることも避けた。

　最初にミハテ村にシーパを攫さらいに来た時は、権力と武力を笠かさに着ただけの貴族かと思っていたが、彼は決して無能ではない。それどころか、『自分を無能に思わせる』ことの重要さを理解できるほどの頭があった。

「今更ながら、敬意を払っているんだよ。君にはさ」

「ああ、どうも。実に噓うそくさい。別に嬉しくもない」

　適当に流される。まったく信用されてないなあ、僕。本当に本当なんだけどな。

　……本来ならクーデターなんて起こりようもない帝都の、上流も上流の階級に生まれておいて、優越よりも隠いん蔽ぺいを選ぶに至った彼の境遇には、おそらく、相応の苦難があったのだろう。それが彼に人としての最後の一線を越えさせず、帝都にありながらまっとうな感覚を維持させたのは、皮肉というべきか。

「それでもいいよ。こっちが勝手に、君に好感を抱いているだけだ」

　僕は忘れない。ファミリーの立ち上げと勢力の拡大に、どれだけラスノ家が後押しをしてくれたことか。一番の難題であり、最初の目標でもあった落陽区への物資調達・および搬入のため、どんなに危ない橋を渡ってくれたことか。

「ドン・タツィアーノは義理を果たすし、頼まれなくたって恩は返す。僕が前にいたところじゃあ、それこそ──こういう仁義なんてのは、架空の絵空事フアンタジーみたいなものだったんだけどね」

「無駄口を叩ける余裕があるなら、もう少し速度を上げても平気だな？」

「ちょ、待ってくれよ。練習はしたけど、馬術は得意ってわけじゃないんだから……！」

　先を行くファルファを追って、馬を走らせる。今回の旅程には、可能な限り痕跡を残さないために転送魔法は使えない。そもそもヴィエーナがやってくれるあれは、あらかじめ転送座標をマーキングしておく必要がある（その上、マーキングできる数には限りがある）から、初めて行く場所にはどうにもならない。

　計丸二日ほど、ファルファと僕は旅をして……そうして、どうにか辿り着いた。

　大草原のど真ん中にぽつんとある、場違いに大きな屋敷。その正面の門から堂々と入り、玄関を鳴らす。

「僕だ。ファルファ・レプテ・ラスノが来た」

　反応まで、少しばかりの時間があった。やがて、二人分の足音が聞こえてくると、ゆっくりと重厚な扉が開いてゆく。

　扉を開けたのは、銀色の髪に白いものが混じりながらも、矍かく鑠しやくとした雰囲気を持つ姿勢のいい侍従メイドらしき人で、その隣でファルファの顔を見るなりぱぁっと喜びに破顔したのは、ゆったりとした穏やかな空気を持つ、大きめの寝巻きにカーディガンを羽は織おった、ファルファと良く似た赤髪に藍の眼の女性だった。

「まあ。まあまあまあ。いらっしゃい、ファーちゃん。ごめんねえ、こんな格好で。さっき、慌てて起きたものだから──」

　彼を見ていたその眼がふと僕を見つけ、「あら？」と留まる。

「はじめまして。タツミ・アノウと申します。僕は、その──」

「ふぁ……ファーちゃんが、おうちに、おともだちを連れてきた……」

　全身での感動がそこにある。彼女はちいさくぴょんぴょん飛んだ後、「どうしましょ、どうしましょ。おもてなしをしなくっちゃ」とわたわたする。

「そうだわ。アノウくん、あまいものはお好き？　このあいだね、とてもおいしいはちみつを使った──けっほ」

　吐いた。

　こちらを振り返りながらにこやかに尋ねてきたその人が、予兆なしで吐血した。

　幾いく度ども咳せき込こみ、その度に血ち反へ吐どがぶちまけられる。死を感じさせる血の匂いが玄関に充満する。

「あら、あらあらあら。ごめんね、粗そ相そうをしてしまって」

「いえ、気にしません。しかし、その、奥様は──」

「心配してくれるの？　やさしい子ね、いいおともだちね、ファーちゃん。ふふ、おばさんはね、いつものことだから平気よ～いぇーい～」

　いつものこと、というにはあまりに穏おん便びんではない量を吐いていながら、青い顔でピースをする。

「申し訳ありません、御客人。当主様のお戯たわむれはそこまでとして、少々別室でお待ちください。落ち着き次第、改めてお呼びいたしますので」

「そうしてくれ、ディハイン。……行くぞ、タツミ」

　老メイドに促され、ラスノに手を引かれ、広々とした──耳に刺さるような静寂の屋敷を歩いていく。

　廊下の角を二つほど折れ、十分な距離を保ったと判断できた頃合いで、僕は言う。

「大層な場所だね。ここが、帝国を斬る剣の鞘さやか」

「レジスタンスにとってはな。ラスノ家に……いや、僕にとっては、母を幽閉する、忌いま々いましい緑の流る刑けい地ちだよ」

　奥歯を嚙かみ締しめるように、積年の怒りを発露しながらラスノは呟いた。

　彼女の名は、レイラ・レプテ・ラスノ。

　かつて剣帝の喉元へと刃やいばを迫らせた、【七の鎖を解く者】が求める希望。
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　歓迎の夜の会食は賑にぎやかに経過した。

　広い屋敷の広い食堂は、特別な華美さこそなくとも良質な調度品で飾られており、ファルファと僕、レイラさんの三人は運ばれてくる料理に舌した鼓つづみを打つ。

「どのくらいぶりかしら。ファーちゃんがうちに来てくれたのって」

「最後の雪が降ったころ以来です、母上。面会を許されるのは、季ごとに一度、三日のみ……あまり顔も出せず、申し訳ありません」

「謝ることなんてないのよ。わたしはこうして、おはなしができるだけで嬉しいんだから。特に今回はおともだちまで連れてきてくれるなんて、おかあさん、はしゃいじゃう。アノウくんにはわざわざこんなところまで来ていただいて、もう、なんとお礼を言ったらいいか……」

　僕は食事の手を止めてお辞儀する。

「こちらこそ、お招きいただき光栄です。ファルファさんとは、公開修練に見み惚とれていたのをお声がけくださったのがきっかけで知り合いまして。大領主とポーション商会の倅せがれ、位に天地の差があるにもかかわらず、人目につかぬ私的な場では対等の友人として接するようにと仰おつしやっていただき……御子息様の器の広さには、常日頃より感激している次第です」

「まあまあまあ……！　うう、ファーちゃん、帝都でも立派にやっているのね……！　ちゃあんと、自分で騎士団の外にも関係を広げられるなんて……！　〝しらないひとと話すのはこわい、ぼくは騎士団のみんながいればそれでいいです〟ってべそをかいて、シュヴィスタちゃんにべったりだったファーちゃんが……！」

「あはははは！　母上、そのあたりで！　タツミもな、折角の機会だ、別なことを聞くべきではないか!?　ラスノ家の華々しき、剣の武勇伝など！」

　打ち合わせておいた設定を土台に、ぶっつけ本番のアドリブで会話する。『ファルファとひょんなことから友人になった、ポーション商会の倅』を装いながら、この場で拾うべき情報を探る。

　たとえばそれは、僕らとレイラさんで、食事のメニューが違うこと。僕らに出されたのは、野性味と繊せん細さいさが皿の上で調和しているそれは見事な肉料理だが、レイラさんに出されているのは半ペースト状の液体が入った器で、彼女の前に固形物は一つもない。

「どう、アノウくん？　そのお肉料理、ファーちゃんの好物なのだけど、お口に合う？」

「はい、とても。実を言えば、今回ご同行させていただいた理由の、一番大きなところがこの料理で。ファルファさんが日頃から『領主として様々な料理を口にしてきたが、一番美味いと感じるのは実家で食べる特製のミートパイだ』って自慢してたのが味わえて、感極まる思いです。粗あらく挽ひかれた大粒の肉と絡まるチーズの濃厚さがまた、たまらなくて……これ、ケモコのミルクから作ったものですよね？」

「わぁ、わかる？　そうなのそうなのっ。このレシピ、おばあちゃんから教えてもらったラスノ家の財産でね。わたしが昔、当主になるときはじめに教えられたのは、ラスノ・ミートパイのレシピと『いいケモコを育てる人たちを蔑ないがしろにするな。自分が何かを踏みつけてしまいそうなとき、それが誰にとって、どういうふうに大事なのか、ちゃんと考えて踏み止まれ』だったなぁ」

「なつかしいなあ」とレイラさんは笑い、その背後には、老メイドが控ひかえている。

　僕らが食堂に招かれたときには、既にすべての料理が机の上に並んでおり、老メイドはずっと同じ位置から会食を見守っていた。

　主の不調の際に即座に対応するため……にしては、そう、万まん遍べんなさすぎる。

　老メイドの意識はレイラさんの体調のみならず、僕らの指の動きにまでも行き渡るほど精せい密みつで、かつあまりに何気なく、澄すんだ空気のように色がない。

「──それは、いい教えですね。本当に」

「ふふ、ありがとう。そう言ってくれると、嬉しいな。大領主の中では、変わってる、だからラスノ家は万年末席なんだー、とかって言われちゃったんだけどね」

「僕は、それが恥はじだと思いません」

　ぽつりと、ファルファが言う。

「ラスノ家の在り方は、大領主として異端でしょう。しかし、僕は僕の生き方に、誇りを持っている。貴女あなたに胸を張れる子でありたいと、その信念を欠かしたことはありません、母上」

　そこからははちゃめちゃだった。しばし固まったあと、レイラさんが号泣するわ血を吐くわで、会食は慌ただしく中断の運びにならざるを得なかった。

　老メイドはレイラさんを連れていき、僕は与えられた部屋に戻ってベッドに腰を下ろして、ふと、先程の姿が頭に過よぎる。

　……レイラさんが言っていた、祖母からの教え。その瞬間、隣の僕にだけは、テーブルの下でファルファが手を握りしめていたのがわかった。

「──彼がどういう気分で、最初にミハテ村に脅しをかけたのか、なんてのは……別に僕が、考える義理はないんだが」

　物は壊すし振る舞いは横柄で憎たらしさしかなかったし、シーパを生いけ贄にえに連れていくぞ、なんて話は思い出すだに怒りが湧く。

　……ただ。あれだけのことはしたものの、村では一人の死者どころか怪け我が人にんも出なかったし、小屋を壊されたケモコたちも一頭足りとて欠けはしなかった。

　矜きよう持じと使命の、妥協点──ファルファ・レプテ・ラスノの中に葛かつ藤とうが、罪を背負うという意識がなかったとは、思わない。

「一番救いたいもののために、手を汚すことを受け入れる……か。案外、似たもの同士なのかもな、僕らは」

　本人が聞いたら、顔を真っ赤にして否定するだろう。ただ、僕はそう思うし、僕が思っているだけでいい。少なくとも、そう思えた以上、僕は彼の目的に共感できる。手を貸したい、という意識が個人的にも湧いてくる。

　ほどなくして部屋の扉がノックされ、「ファルファだ」といつもの偉そうな声がした。

　僕はそれに、親愛を籠めて「どうぞ」と返す。
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　イスサナ帝国大領主、第七席ラスノ家の現当主はファルファ・レプテ・ラスノ──十八歳の彼がそんな地位に据えられるまでには、複雑な事情が存在していた。

　その最たるものが、前当主である母、レイラが病魔に侵おかされたことだった。

　大領主としての務めを果たすのが困難とされた彼女は、当主の座を退しりぞく。この時、息子であるファルファはまだ生まれたばかりの赤子であった。

　当主不在による大領主の資し格かく剝はく奪だつが行われぬよう、分家より招まねいた養子に当主代理を務めさせたのち、ファルファが十二で成人を迎えると同時に当主へと就任する。

　それは禍か根こんのない穏おん当とうな継承で、十二年の当主代理を務めた者は以降、ファルファの側近として騎士団に入ったことからも明らかである。

　その代理人の名を、シュヴィスタ・プロヴ・ラスノ。ファルファが右腕として篤あつい信頼を寄せる、青髪の女騎士だ。

「生まれた時から、僕の生き方は定められていた……などと、呪ったことはない。何もかもがあらかじめ決まりきっていたのを、ただ忌いまわしいと切り捨てるには、僕は多くの愛に恵まれたからな」

　椅子の背せ凭もたれを軋きしませながら、ファルファは独白する。僕の部屋を訪れた彼は、こざっぱりとした軽装になっていた。

「ファルファ・レプテ・ラスノが何をすべきかは、世界のほうが規定している。ならば僕は、それをこなした上で、自分の望みも完かん遂すいさせるだけだ」

　ファルファは手の中に包みを持っている。中に入っているのは、ほのかに橙だいだいがかった粉末だった。

「改めて、彼女には感謝してもし切れない。アトゥルルルハ嬢じようの尽じん力りよくがなければ、ここまで持っては来られなかった」

「その感謝は、ヴィエーナにもだね。商会が培つちかってきた錬金術・薬学のノウハウがなければ、薬効を保ったままでの粉末化はできなかっただろうし」

「液体よりも持ち運びの容よう易いな、粉末状のポーション……こんな常識外れの品を輸出貿易に使えたなら、一体どれほどの富を生むか想像もつかんな……」

　ファルファが個人から大領主としての眼差しをのぞかせる。

　ビヨンドレスの情報によると、ラスノ家は大領主の末席で領地は最小、かつ税の巻き上げに熱心でない＝収入が少ないわりに体面の維持は行わないといけない状況もあいまって万年カツカツの財政だと聞いていたが、彼の目と吐息を見るにどうやら本当っぽい。「騎士団の武具の新調……給金の賃上げ……屋敷の修しゆう繕ぜん……」なんて深刻な欲望が漏もれてるし。

「あ、でもごめんね。その粉末、レジスタンスの機密のカタマリなんで、試作品を横流しするような素そ振ぶりを見せたらすぐブッ殺すようにビヨンドレスにもヴィエーナにも言われてるから」

「はぶぁっ!?　っだ、だだだだ誰がするかそのような！　侮ぶ辱じよくするなよ、大領主にしてラスノ騎士団の団長を！」

　うーん、どちらかというと大領主で騎士団長だからこその悩み、だと思うのだけれど。

「ま、まったく。僕が考えていたのは、これをどのように母上の口に入れるかだ」

　ファルファはかぶりを振って、大領主からレジスタンスの協力者に戻ってくれた。眉根を寄せて腕を組み、真剣に考えこんでいるので、僕も意見を出してみる。

「普通に渡したり、こっそり食事に混ぜたりは」

「できない」

　あっさりと断言された。

「ディハイン・ジェドハルドを侮るな。いいか、試ためすことさえ決してするな。あれにはそれだけの権限と、何より、腕がある」

「……ふうん。そんなのができるようなら、とうに君がやっていた、ってわけか」

　沈黙が肯定を示す。少しだけ俯うつむいていたのち、「あのな」とファルファは顔をあげる。

「僕が十四の頃だ。当時の僕は未熟で、帝てい覧らん御ご前ぜん試合での連覇も相あい俟まって、自分の腕や《技能スキル》に慢心していた。力ずくで母上を助けることができないかと、ディハインに〝手合わせ〟を申し込んだ。まずは実力を隠して、威力偵察のつもりだった」

「結果は？」

「大領主の責務を投げ捨て、今後の生涯をただ剣にのみ費やしても、影にすら届かない相手がいると悟さとらされた。そればかりか、思惑までも見抜かれた。……次の試合には、命がかかると言われたよ。僕でなく母上の、な」

　ラスノ騎士団長は代々変人であると言われている。領主の模範とは、隷れい領りよう地ちを治めながら当世の平和を謳おう歌かすることであって、七支王が完全なる支配を実現したヤーフィラに於いて、貴族が行う武の研けん鑽さんなど道楽以上の意味を持たない。

　では、その『強さ』を叩き上げる一族を、なお上回る者とは何か。

「知っているつもりで、僕は何も知らなかった。……イスサナ帝国大領主、序列一席、ジェドハルド。連中が一体、どういう存在なのか」

　ジェドハルドは、公おおやけの場に決して姿を現さない。大領主が参加を義務付けられる、剣帝の前で戦う帝覧御前試合さえ免除されているのだという。

「大領主の会合でも、たまに話題に上ることはある。しかし、ジェドハルドについては〝考えても無駄〟で〝知ったところで意味はない〟として真に受けない。第一席と言いながら、そこは事実上の欠番だからだ。他の大領主のように民を治めるでもなく、生き方で栄華を体現するのでもなく……ジェドハルドは『剣帝に仕える』ことを至上とする一族であり、権益を脅おびやかすことも立場に成り代わることもできないから、だと」

　それは一種の伝説で、他の大領主の中でも『見たことがある』と語る者はいない、果たしてどんな姿なのかさえ曖昧な存在だった。

　……ファルファを除のぞいては。

「母上に初めて会った時からその傍らに仕えていたメイドが、ジェドハルドであったのを知ったのは、僕が成人を迎えた日だった。ディハインの主は母上ではなく剣帝であり、仕えているのではなく、生活と生命の与よ奪だつ、すべてを監視され握られている真実を、母上から伝えられたよ。自分が帝都から遠く離れた地に療養……幽閉されているのも、同じ罪が理由であることも」

　罪状は剣帝反逆罪。レイラさんは大領主でありながら、国の在り方に異を唱えて処罰を受けた。

　下された報むくいは、死よりも重い生。レイラさんは殺されず、身体に神獣の毒を投与された。

「母上は、常人ならば明日にも死ぬ状態に、十八年間留め置かれている。全身を苦痛が襲い、体力は衰え、満足に起きていられるのは、日に三時間ほどしかない」

　すべては、生きればこそであるという。しかし、生きているからこそ味わわされる地獄もある。自分が〝未来を奪われた〟ことを実感しながら、人々と無縁な辺境で無む為いに生きるだけの人生を、レイラさんは課せられた。

　突然の吐血、青白い顔、強がれることが信しんじ難がたかった呼吸を、改めて思い出す。

「十八年。母上は、ただ、苦しみ、苦しみ、苦しみ続けた。息子である僕が成長していく様でさえ、見せてあげることもできなかった……」

　──彼がシーパを欲した理由は、【七の鎖を解く者】に協力することになった時、聞き出されている。

《血定リレイシヨン》を保有する人間の献上と共に、ラスノは剣帝に嘆願するつもりでいたのだ。母を蝕むしばむ毒の中和と、生涯をもって贖あがなうべしとされた罪の恩おん赦しやを。……そのための行いが、他でもない母の教えに悖もとり、深く悲しませるとわかっていても。

　それでも、ファルファは何もかも承知の上で、罪もない少女の命を奪うと決めた。自分がどれほどの罪に塗まみれようと、愛する母を救おうとした。

　……その事実の取り扱いは、当人同士でけりがついている。

　農園からの出発の折おり、シーパは僕にこう願った。一心に、澄んだ瞳ひとみで。

『天使さま。どうか、ファルファさまのおかあさまをお助けください。わたしが、奉納の舞踏を継ぐ御役目に生まれたのも、このためかもしれません』

　僕もまた、ファルファが助けようとしていたものを知った。僕の目はその笑顔を、僕の耳はあの声を、そして僕の舌は、ミートパイの味を覚えている。

　……まったく。何かを憎み続けるというのは、存外簡単な事じゃない。

「タツィアーノ。僕は、何が何でも、母上を助けたい。このポーションがあれば、十八年の檻おりの中から、あの人を解き放てるのだろう？」

「理論上は。加工したヴィエーナも、サンプルを送ったビヨンドレスも言ってたよ」

　祝祭の日。つまり、決戦の時。その瞬間を迎えた時、レジスタンスには絶対に【蛇の毒】への対抗手段が必要となる。ラスノ家への協力、レイラさんが快かい癒ゆできるかどうかはその最適なテストケースとなる。僕たちとしても、なんとしても成功させたい。

「ディハインは剣帝の側近であると同時に、完璧な侍従だ。母上のあらゆる行動は起床も食事も湯ゆ浴あみまで監視されているし、僕は既に目的を看かん破ぱされているせいで、一挙一動を見張られている。密かにポーションの粉末を渡すこともできない」

「それ以前に、反逆の意志が看破された時点で僕らは皆殺しだね。レイラさんの身体が治っても、再び神獣の毒を投与されるだけかな」

「ディハインに悟られず母を治し、出し抜いて脱出する……ははは、無理難題だな！」

　ファルファが膝ひざを打って大笑いする。考えるほど状況は八はつ方ぽう塞ふさがりで、笑うしかないというやつだった。……ふむ、だとしたら……。

「あのさ。あのディハインって人、君やヴィエーナみたいに」

「できない」

　デジャヴを覚える否定だった。

「言ったろう。ジェドハルドは、剣帝への忠誠だけに凝り固まり、それだけで続いてきた一族だ。レジスタンスがラスノ家やヴィエーナ商会に示せたような『交換条件』など、存在しないんだよ」

　無理だ無理だ絶対に、とでこぴんを連発された。……むう、いや、けれど。

「本当に、そうかな？」

「……は？」

「ちょっと気になるんだ。そんなに剣帝が一番好きな人がさ、直接役に立てる場所から一番遠い僻へき地ちでおとなしくすごせるかな。見張りだけで、十八年も」

「……すごせるだろうさ。そこに真なる忠義があれば。騎士でもない、主も持たないおまえにはわからんのも無理はないがな、天使！」

　言っていることはわかる。わからなくはない。それで納得してもいい。しかし。

「忠誠心はね、ファルファ。立派な我欲で、我わが儘ままだよ。他者のために何かを果たさずにはいられないという、とても自分勝手な独善だ。ジェドハルドっていう人たちが、剣帝に筋金入りな忠義を抱くなら……尚なお更さら、それを上回る別の何か、最愛の相手の近くにいられない苦しみを押し殺せるだけの他の理由を、得ていなければならないんだ」

　一瞬、ファルファが僕を、怪物を見るような目で見た。たじろぎ、戸と惑まどうのを肌で感じた。

「知りたいな。ジェドハルドの……いや、ディハインさんのことが。何か資料はない？」

「……あるわけがない。ジェドハルドの来歴、過去を示す資料など。そんなものがあったら、持ち主は殺されるし、媒ばい体たいは即座に処分され……いや」

　はたと気付いたふうに、ファルファが口に手を当てる。

「母上に聞いたことだが、この屋敷への追放を受けた時、ディハインはもうここにいて、ジェドハルドであると名乗り、どこへも逃げられないと告げたそうだ。母はその際、辺境の屋敷とはいえ、ジェドハルドが表だって活動してよいのかを尋ねたそうだが……こう答えたという」




『人目で灼やけたジェドハルドに、戻る影は二度と在らず』




「成なる程ほどね。ありがとう、ファルファ」

「……おい。警告しておくが、くれぐれも妙な無茶はするなよ。ディハインの目を潜り抜けられるとしたら、天使の《祝福ギフト》が鍵かぎとなる。奴がそれを知らない一回目が、最初で最後の好機だ。いいか、ドン・タツィアーノ、おまえの血に特別な効果があることを、ほんのちょっぴりでも悟られかねない真似も慎つつしむように！」

「はいはい。やっぱり、君から信用されてないよね、僕？」

「安心しろ。悪いほうになら、この上なく信用しているよ」

　夜も更ふけた、ということで、その日はそれで解散となった。

　僕は質のいいベッドに横たわり、変わった枕での寝付けなさに悩みながら、窓の外の七つの月を見上げながら考える。

「──うん。やっぱりまずは、知らないことを知ることから、かな」





　　　　◇◇◇◇◇






　一夜が明けた。罪人であるレイラ・レプテ・ラスノの追放地に留まれるのは三日まで。明日には屋敷を発たたねばならない。

　昼過ぎに起きてきたレイラさんと遅めの朝食を取り、それからファルファは母おや子こで水入らずの一時を過ごしている。屋敷の庭で、パラソル付きのテーブルに座り、何気ない会話を交わす二人……それを僕は、少し離れた位置から眺めている。

　老メイド、ディハイン・ジェドハルドの隣で。

「微笑ましい。帝都では騎士団長を立派に務めるファルファさんも、ああしていると年頃の青年ですね」

「大領主の当主の役目を、成人の折から務める責任と重圧は想像を絶します。坊ちゃまはこの場で、奥様と二人きりの間のみ、その荷を下ろすことがかなうのです」

「確かに、そういう顔だ。あんなふうに笑えるんですね、ファルファさんは」

　レイラさんは、あくまでも罪人だ。息子であろうと外部から面会に来た者が見張られるのは当然で、僕とて例外ではない。この老メイドは二人の仲を親切に解説するためではなく、いざという時の処分が同時に行える場所を押さえているのだ。

「無理だって、わかってはいるんですけど……友人としてはやっぱり、ファルファさんのこういう時間がずっと続くようになって欲しい、と思いますね……」

「アノウ様」

「……申し訳ありません。僕、つい不謹慎なことを……」

「あなたの武器は、血液ですね」

　不要な前置きも、探りの段取りもない断定だった。

「右の目の端から頰ほおにかけて、不自然な流血、及びそれを指で拭ぬぐうのではなく掬すくい取とった痕跡を発見しました。傷ではない。呪いでもない。あなたの振る舞いは魔法使いのそれでもない。なれば何らかの《技能スキル》に由来するものであり、それは血けつ涙るいをトリガーとして発動するものと推測します。同時に血涙は前兆でしかない可能性も考慮。従って私は、タツミ・アノウの放つあらゆる血液に触れず、また、どのような形であれ貴方からの流血が感知された瞬間、敵対行動と見なすことを通知いたします」

　血も凍こおる、とはこのことだ。向こうでは今も、ファルファがレイラさんと話している。僕らの切り札、計画が破は綻たんしたことを、彼はまだ知らない。

「……どうしてそれを、僕に？」

「お屋敷の平穏を守ることが私の務めですので。不要な掃除が増えるのを事前に避けるべく、警告させて頂きました。染みついた血は、漂白の手間がかかりますので」

　……今、僕とディハインの距離は、手を伸ばせば届くよりもなお短い。そして、相手はこちらを見てもいない。──ならば……。

「このように」

　鼻先に風を感じ、目の前に柱が現れて、一秒、遅れて気が付いた。

「私相手に不意を突くことも、不可能であるとお考え下さい」

　それは箒ほうきだった。ディハインが携えていた箒が、一瞬で逆側に持ち替えられ、死角から襲ってきたのだ。

「どれだけ距離を詰めようとも、私の方が貴方の命に手が近い。そして貴方は、屋敷に来てからまだ半日も経たっていません。私が管理してきた職場で何かを挑いどもうとすること自体が無む謀ぼうであると、ご理解頂けますでしょうか」

　返す言葉もない。僕はどうやら、この勝負、始まる前から負けている。

　──まあ、とはいえ。

「いやいや、おみそれしました。さすがはディハイン・ジェドハルドさん……剣帝に忠誠を誓う、大領主の第一席だ」

　戦術と戦略は別物だ。［血涙の盟約リ・ブラツド］は、僕の能力であって目的ではない。この道が通れないならば、別の手段ルートを模索する。

「これは直感なんですが、一族の中でも高い位置にいたのでは？」

「以前は当主を務めておりました。無論、今となってはこのように隠いん居きよの身ですが」

「ジェドハルドの、元当主様！　まいったな、一筆もらう用意をしておけばよかった」

「お屋敷の道具を持って参りましょうか、と言いたいところですが、申し訳ありません御客人。ジェドハルドの者がここにいる、という事柄自体が機密ですので、やめておくのが懸けん命めいかと」

　ディハインに話しかけられたほうだけの顔側面から、どっと脂あぶら汗あせが出る。……マジか、これ。元々の実家でも、教育係に〝ただしい圧のかけかた講座〟みたいなのは受けていたけど、次元が違う。ありえない量の汗が噴き出し、鳥肌が立っているとか怖いを通り越して、わけがわからなくって泣きそうだ。

「顔色が悪うございますね。こちらをどうぞ」

　ハンカチを渡されて、汗を拭う。見ればそれは、金糸と銀糸で剣と盾の刺し繡しゆうの入った、一枚でいくらするんだ、みたいな逸品だった。

「差し上げますので、手土産としてお持ち帰りを。売り払えばよい金額になります。零細ポーション商会ならば、新たな事業に手を伸ばせる額にはなるかと」

　そのでまかせを、見抜いているのか、いないのか。どれだけ瞳を覗のぞこうと、老メイドの真意は窺えない。

　何にせよ、明快だ。『彼ひ我がの差は見せてやった。ほどほどの成果もくれてやるから、おとなしく諦あきらめて失せろ』と、ディハイン・ジェドハルドは言っている。

「──へえ。お持ち帰り、ですか」

　……ああ、そうだ。

　わずかな失言で首を刎はねられそうな状況だが……彼女は今、綻ほころびを晒さらした。

　それは活路か、それとも死地か……一か八かで、飛び込むしかない。

「危険な能力を持っている相手を、生かして帰してもいい、と言うなんて。意外ですね、ジェドハルドさん」

「特異な種類のようですが、私には通用しない。貴方は、処分により増える業務以下の脅威です、アノウ様」

　……動揺──皆無。正否、未確認。僕はさらに、言葉を重ねる。

「どうやら、この屋敷はあなたの職場であり、聖域でもあるようだ。物騒な穢けがれを持ち込みたくない、平和であって欲しい……違いますか？」

「無論。この御役目は、完璧に果たさねばならぬ大役です。私には侍従として、『より長くあれを苦しめろ』という剣帝の意向を反映するまで」

「忠義がためだと」

「他に何がありましょう？」

　あ、ダウト。

　これがそうかはわからないが……切り込んでみる価値は、ありそうだ。

「なるほど。でも、それはおかしくないでしょうか？」

「理由は？」

「僕を殺した方が、更に僕を連れ込んだ罪でファルファも処分したほうが、レイラ・レプテ・ラスノは苦しむでしょうに。自分の有様が息子を追いつめた、と発覚した時、彼女の抱く苦しみは計はかり知しれないと思いますが」

「短絡的な考えを致しますね。それとも、私を言い負かした気になりたかったのでしょうか」

　気がついたら、倒れていた。

　激しさはない。指一本触れられていない。僕はゆるやかに、日向ひなたの午ご睡すいを楽しむかのように、まっすぐに背を伸ばしていられず横たわっている。

　息が、できない。

「〝長く〟苦しめることと、〝深く〟苦しめることは違います。剣帝は前者を望まれました。深い苦しみによる絶望は、その先に死を招く。底が破れて、解放されてしまう。剣帝は、生涯すべてを浪費する無意味を与えよ、と仰いました。磨き上げた技が失われ、腐り行く様を本人に理解させ、その事実を以もつてラスノ家を歪ゆがませよ、とも」

　とん、と背中が叩かれる。

　それでどうにか、ディハインの〝圧力〟から解放された。呼吸もできなくなるほどの圧迫感は薄れ、深呼吸を繰り返す。

「死に至らぬ病やまい。生かされるという罰。愛する子が連れてきた、はじめての友人であるあなたを、どうして殺せましょう。感謝いたします、アノウ様。あなたの存在はファルファ様の成長を示し、今こ宵よい、子が成育する場面に何一つ立ち会えず共に居られない痛苦に、奥様はさぞ、苦しみ悶もだえて泣くでしょう」

「……あなた、は……」

「奥様は、その身に受けた〝毒〟により、正常な肉体の成長をも阻害され、日に起きていられる時間の短さによって、老いさえ緩ゆるやかにされています。あの方は自分よりも先に、一族の誰もが死んでいく姿を見届けることになるでしょう」

　僕は、それを見た。

　これまでずっと無表情だった老メイドが、ほんのわずか──口元をかすかに、笑みの形に変えたのを。

「滑こつ稽けい至し極ごくで堪たまりません。かつて、誰よりも速く鋭するどき剣を操り、その切っ先で運命をも切きり拓ひらくと謳うたわれた無双の刃が──この世の全てに置いていかれる、何にも追いつけぬなまくらと堕だしてゆく姿を、特等席で眺めるのは」

　老メイドは、ファルファとレイラさんの元へ歩いていく。レイラさんの起床限界が迫り、彼女がふらついたのを見ての行動だった。

　レイラさんは『あともうちょっとだけ』と時間を惜しみ、しかしそんな最中にもいきなり、電源でも切られたみたいに眠りに落ちる。あわや地面に頭をぶつける、という寸前に素早く老メイドが支え、その様子を見るファルファの表情は非常に苦々しかった。

「──すまないな、僕だけが、自由に過ごして」

　レイラさんが寝室まで連れていかれて去った後、ファルファは僕に頭を下げた。

「ディハインと何か話していたようだが……大丈夫だったか？」

「ああ」

　僕は立ち上がり、振り返って上を向く。屋敷の窓に、老メイドに負われて眠る……その目端に、かすか涙の痕あとをつけた、ファルファの母というには若すぎる見た目のレイラさんが通り過ぎるのが見えた。

　あの人が、鍵だ。

「ファルファ。仕掛けるのは、明日だ」

「は!?」

「鍵穴が見えた。今回のことは、僕の力でどうにかできる範はん疇ちゆうらしい。ただその前に、聞かせて欲しい」

　僕の考えが正しければ。

　あの老メイドは、自ら、盟約の血を受ける。

「レイラさんが追放された理由。彼女が剣帝に逆らった事件の、詳細について」





　　　　◇◇◇◇◇






　その夜。ファルファが眠った後、僕は老メイドの部屋に向かった。

　無論、夜討ちの類たぐいじゃない。正々堂々──礼儀正しくノックを行い、笑顔での手土産持参な来訪だ。

　鍵の開く音がして、わずかに空あいた隙すき間まから、老メイドの顔が覗いた。

「こんばんは、ディハインさん。昼間はどうも」

「何の御ご用ようでしょうか」

『さっさと帰れ』オーラを言外に放つ対応は、刺し客かくに対する警戒心ではない。夜まで見張りをさせられたら明日の業務に差し支えるとか、そういう類の不機嫌だ。

　ところで、この施設の性格上、主人と老メイドは同じ私室を共有している。二人の関係が主従ではなく罪人と監視者であるためで、すぐそこにぐっすり寝ているレイラさんもいる。

　そんな位置であるにもかかわらず『この男は何かやる』と身構えられもしないのは、油断……だったらよかったけれど、単なる事実だ。僕がこの距離から不意打ちで血を放とうと、彼女はそれが触れる瞬間に僕の首を刎ね飛ばせる。

「邪険にしないでくださいよ。こっちなんて、あなたにとっては相手にならない虫なんですから」

　そう、パワーバランスは明確だ。

　僕には、彼女の目を盗めない。力ずくも通用しない。牽けん制せいに意味はなく、やろうとしている目的を、ほんの一手も邪魔できない。

　なので、できることはその逆だ。

　彼女にはもっと、もっともっともっともっと──鋭くなってもらうとする。

「御用も御用です。実は僕、あなたと仲良くなりたいな、と思いまして」

「失礼致します。明日も仕事がございますので」

　返答はにべもなく、開いた扉が閉められる。もう、手も足も入らない。

「ねえ、ディハインさん」

　だから、そこに。

　僕は、言葉を滑り込ませた。




「レイラ・レプテ・ラスノに、勝ちたくはありませんか」




　扉は閉まっている。

　しかし──鍵の閉まる音が、しない。

　五秒、十秒、十五秒──。

「──何を言っているのですか、貴方は」

　心の中でほくそ笑む。

　鍵が、嵌った。

　では、この十八年間、固まっていた状況を回すとしよう。

「僕になら、それができます。あなたと、レイラさんを──その運命が交まじわった、十八年前にご案内いたしましょう」

　ゆっくりと、音を立てて、扉が開く。

　その表情は、面倒な来客を追い払いたがっているものではない。

　得体の知れない誘惑を、目の前にぶら下げてくる悪魔への警戒心に、ディハイン・ジェドハルドは満ちていた。

「どうか説明だけでも。僕は、あなたの願いを心より応援する、味方ですから」

　そうして僕は改めて、持参した手土産を……深い紅くれないの液体が入った小こ瓶びんを、彼女の目線の高さで揺らした。





　　　　◇◇◇◇◇






　さわやかな陽ひの差し込む、さわやかな朝食の席で、僕もさわやかに、ファルファにささっと説明をする。

「あのね。これが、僕がこっそり隠し持ってきた、開発したての試作ポーション」

「はぁ!?」

「というわけで、君が隠し持ってきた、対蛇毒用の粉末ポーションも、出して？」

「はぁぁぁぁぁッ!?」

　たいへんに動揺するファルファ。それもそのはず、机を挟んでの対面には、レイラさんもディハインもいたりして。

「な、な、何を言っているのだ貴君ッ！　母上どころかディハインのいる前で……！」

「ファーちゃんファーちゃん」

　歯を食いしばりつつ、その首がグギギギギと軋みながら真横へと向く。レイラさんはおっとりとした笑顔で、口に手を当て「うふふ」と笑う。

「起きてすぐにね、ディハインから聞いたわ。あなたがやりに来てくれたこと」

「え？」

「わたしの身体の中の毒を、消しに来てくれたのよね？　でしょう、アノウくん……いえ、タツィアーノさん？」

「は？」

「はい。帝国を革命するレジスタンス──【七の鎖を解く者】として、剣帝の呪いを受けたレイラさんを救出し、協力を求めるために参りました。レイラさん、僕たちは、あなたが欲しい」

「あらあら、うふふ、どうしましょう。ねえねえファーちゃん、おかあさん、熱いお誘い受けちゃった～」

「タァァァァァツゥゥゥゥゥムミィイイイイイイイッ！」

　椅子を蹴け倒たおしながら叫ぶファルファが手を掲げ、何かを握るようなかたちになった。はじめて彼と会い、のされた時にはわからなかったが、この場所でならわかる。

　ファルファ・レプテ・ラスノが持つ《技能スキル》──その能力は【大気の掌しよう握あく】だ。窓から差し込む朝の光の反射が、空気を固めて作った剣の形状を、中空にうっすらと見せている。無論、剣にするのも弾として飛ばすのも自由自在で、これが、ミハテ村の襲撃の際に人をぶっ飛ばしたからくりだ。

「裏切っていたなら早く言え！　僕がスパッと処刑してやるから！　ええいくそバレてしまったこれでもうラスノ家も母上も僕も終わりだ、せめて貴君だけはこの手で真まっ二ぷたつにしてくれる────っ！」

「落ち着きを、坊ちゃま」

　混乱の極きわみにあるファルファを止めたのは、ディハインだった。

　彼女は身に着けていたカチューシャを外したかと思うと、ぶんと振る──それは鞭むちのようにしなやかに伸びると、瞬時に空気の剣に巻きついて、手元に奪って投げ捨てた。空気の剣はほどなくして消え、ディハインは何事もなかったかのようにカチューシャをつけなおし、ファルファは口をぱくぱくとさせる。

「ディ、ディハイン……おまえ、なぜ……」

「何な故ぜと申されれば、端的に、契約の履行前でございますので。アノウ様は私に仰いました、ディハイン・ジェドハルドの傷を、治す機会を与えよう、と」

「助かるよ、ディハイン」

　僕は笑顔で礼を告げ、粉末ではないほうのポーション、紅い液体が入った小瓶を開ける。手元のカップへ注ぎ、ナイフで指先を傷つけ、垂れ落ちた赤い雫しずくと混ぜ合わせる。完成したそれを、ディハインへと差し出す。

「さあできた。一応だけど、毒ではないよ？」

「何を仰る。私の運命を、侵し、蝕み、破壊した……これが、毒ではなくて何でありましょう」

　老メイドはカップを受け取り、優雅に飲み干した。

　僕はそれを確認し、呟く。

「{ディハイン・ジェドハルド。君は、僕と契約するか｝」

「{承諾。貴方の血は我が血に等しく、我が血は貴方と共に在る｝」

「{承知。盟約は此こ処こに成った。なれば命ずる、その身体を構成する、数多あまたの命よ。──全盛の時へと、運命を巻き戻せ｝」

　言うなれば、ヴィエーナ商会と交渉を行った時、子供たちにしたことの応用だった。

　僕の血は、あるべき運命を、正常な流れを捻ねじ曲まげる。それは外皮に付着するより、体内へと取り込んだ時、干渉を対象が受け入れている時、より強力で顕けん著ちよになる。

　こういうことまで可能になると知っているのは、レジスタンスやファミリーでもごく一部……ビヨンドレスとヴィエーナくらいだ。

「……タツィアーノ……おまえ、こんなものを、隠していたのか……」

　ファルファが茫ぼう然ぜんと呟く。ディハインに飲んでもらったのは、実験段階であるシーパのポーション……無数の果実の《回復》を行う成分を抽出し、凝縮させた特別製だ。その効果を基点に、体内に取り込んだ僕の血で、強力なブーストを行った。

　すると、何が起こるのか。

「あら、あらあら……まあまあ……」

　レイラさんが驚いて、目をしばたたかせる。

「つるつる、すべすべ、ぴっかぴか……私が初めて会った時より、もっと若いわ、ディハイン」

　老メイドはもうそこにはいない。《血定》と《祝福》をブレンドした特製ポーションドリンクを飲んだディハインは、レイラさんと同い年ほどの見た目の、若かりし頃に戻っていた。

　白さの混じっていた髪に、瑞みず々みずしい色と艶が取り戻されている。皺しわもなくなり、雰囲気にまで張りが出た。髪までも床に着くほど伸びたのは、急激な変化の一部か。

　己の手のひらを見つめ、小指から順に畳み、親指から順に広げ、自分の身体の動かし方を確かめていた彼女が「ふん」と息を吐き、こちらに目をやってきた。

「自害でも命じるものと思っていたよ。小心か、それとも律義さか」

「事前に通達した文言から、一文字でも違う言葉が出たら首を落とすつもりだったろ？　何より、取引には信用が第一だ。君を裏切れば、ドン・タツィアーノは契約を血の裏切りで返す男だ、ということになる。君の排除と引き換えに、これから出で逢あうあらゆる商機に影を落とす……そんなのは、どう考えたって割にあわないね」

「おい、タツミ──いや、タツィアーノ」

　ファルファに、胸ぐらを摑み上げられる。一応、殺意は感じない。

「そろそろ説明しろ。これは一体全体、何がどういう成り行きだ」

「さっきディハインも言ったろう、ファルファ。僕と彼女は契約を交わした。老いた彼女が最も優すぐれていたころの状態に戻すのと引き換えに……レイラさんにポーションを飲ませてもよい、という契約だ」

　机に置かれていた水差しを取り、ディハインがグラスに水を注いでファルファを見る。

「おめでとうございます、坊ちゃま。長らくの悲願、これより達成されましょう」

「ディハイン……」

「申し訳ありませんが、お早く。何しろ、後がつかえておりますので」

　ファルファは、観念したようにポーション粉末の袋を取り出す。それを渡そうとしたところ、レイラさんはふるふると首を横に振った。

「飲ませて、ファーちゃん。わたし、あなたにしてほしいわ」

「……はいはい、わかりましたよ。甘えんぼうな母上だ」

　机を回って、ファルファがレイラさんの隣へと行く。水を口に含んだレイラさんは、上を向いて口を開け、ファルファがそこにゆっくりと粉末を流す。

「ん、くっ。……わあ。このお薬、あまくて、おいしい……」

　薬を飲んだレイラさんはにこりと笑う。

「えっと、これでいいのかしら？」

「そのはず……です、母上。【奉納の果実が持つ〝滅罪の昇華力〟によって、神獣の毒は体内から打ち消される】との話でしたが、どのくらいで、どういうふうに効いてくるかまでは……」

「……う」

　レイラさんが突然に顔をしかめ、身体をくの字に折り曲げる。「母上!?」と悲痛な声でその背中に手を添えるファルファの心配をよそに、レイラさんはどんどん脂汗をかきはじめる。全身を痛苦に襲われているらしく、自分の身体を握り潰さんばかりに掻かき抱いだき、ぜえぜえと呼吸は荒くなり、げほげほと咳せきを繰り返し──。

「…………けっほ」

　彼女の口から飛び出して、小さな蛇が机に落ちた。

　正確には、小さな蛇を模かたどった【蛇毒の呪い】、その具現……十八年間、レイラ・レプテ・ラスノの中に潜み、苦しめるために蝕み続けてきたそれが、尾の先から光の粒に変わっていく。身み悶もだえをしてうなりを上げ、ついには完全に、テーブルに染みだけを残して消え去ってしまった。

「は……母上……？」

　俯いたままのレイラさんに、ファルファが恐る恐る呼びかける。すると、その顔がゆっくりと上がってくる。彼女は口を半開きにして、息子の顔を見つめている。

「びっくりなの、ファーちゃん」

「え……？」

「身体が、どこも痛くない。聴きこえる音に、雑音が混じってない。世界にちゃんと、色がついてて……ぜんぶ、ぼやけて、見えてない──」

　眼の端から涙が溢あふれてこぼれる。震える手が、そっとファルファの頰を撫でる。

「わたしの、子供は……こんな顔を、してたんだね……。ずっと、ずぅっと、最期までわからずに死ぬんだって、思ってた……」

　感極まったのは、二人一緒にだった。

　ファルファも泣き出し、嗚お咽えつは重なる。抱きしめ合い、母子の思いが食堂に満ちる。

　──そんなやり取りが、ひとしきり収まるまでも、彼女は待たない。

「奥様。いえ、レイラ・レプテ・ラスノ」

　ディハインが、今朝食堂に来た時から、ずっと持っていた細身の剣を抜いた。

　悲願の達成も、母子の喜びも、さわやかな朝の空気のみなことごとくを裂くように、刃が構えられた。

「未来が開かれた、まるでそのような喜びようですが、真逆だ。あなたの未来は、【罰則の蛇毒】を拒絶した瞬間に閉ざされた。ディハイン・ジェドハルドは剣帝の命に従い、大逆に関わりし全員を処断します」

「そうね。それがわたしとあなただわ。その、いちばんさいしょの取り決めだわ。……けれど、すこしだけ残念」

　レイラさんは、息子から身を離し、そっと手で遠ざけながら、ディハインに向けて苦笑する。

「わたしは、十八年もずっとそばにいてくれたあなたのことが、すこしも嫌いではなかったのよ、ディハイン」

「そうですか」

　──手が動いた、と、思えたのは、一度動きを見ていたからだ。

「私はずっと、あなたを殺したいだけの十八年でしたよ、レイラ」

　白はく刃じんの突きは一直線に、昨夜までは仕えていた相手の眉み間けんへと──！

「あら。それはとても──嬉しいわ」

　……果たして、荒こう唐とう無む稽けいが起こった。ディハインにはそれがどう見えただろう。

　推測するなら……壁がいきなり現れた、だ。

　レイラさんは、食堂の長テーブルを引っ摑み、持ち上げて盾にした。ディハインの剣は貫通しながらも威力を殺されて届かず、そして僕とファルファは見た。

　テーブルの裏に張り付けて隠されていた一振りの剣を、レイラさんが抜き払う。武ぶ骨こつで、ひどく年季の入った刃が長テーブルを大きく切り刻み、そのまま分割された破片を、連続で蹴り飛ばす。砲撃みたいな音がして、次々と壁にめり込む。

　その直撃軌道にいながら、ディハインは破片を紙かみ一ひと重えで避けている。

「力が戻った直後に、この有様……どうやら、腕は鈍なまっていないようですね。いえ、むしろ前より凶悪ではないですか？」

「あらあら、でも、だってだってぇ。わたしたちがこうなったのだし、どうせもうこれから、どちらがどうなってもこのお屋敷には住めないでしょう？　なら何も気を遣う必要もないし、ぱーっと派手に、壊しちゃったほうが素敵じゃない？」

　レイラさんの素振りは変わっていない。ただちょっとだけ、はしゃいでるふうなところや、元気になって張りがあるかな、というくらいで。

「十八年、過ごした場所への愛着などは？」

「？　えっと、それって剣に必要かしら？」

　演技でもなく、本当にわからない、という言葉だった。背筋が凍り付きそうになるほどの穏やかさだった。

　しかし、ディハインは……あの無表情な侍従は、口を裂き、大声で笑った。

「おかえり、【剣けん鬼き】」

「ただいま、【黒こく影えい】」

　二つの剣が閃ひらめく。

　レイラさんの刃は、ディハインがポーションの効用で伸びた長ったらしい髪を切る。ディハインの刃は、自分と相手の、動きにくい服の裾すそを的確にカットする。

「剣帝に仇あだなす逆賊、討つべし。今度こそ私は、貴様の剣を上回る」

「決着をつけましょうか。その後は、御主人も殺とりにいってあげる」

「退避ぃ────っ！」

　ファルファが叫んでくれたおかげで、どうにか身体が反応できた。僕らはそれぞれ一番近い窓に駆け出し、硝子ガラスを突き破って脱出する。庭に出るのがあともう少しでも遅かったら、どうなっていたかわからない。

　振り返って、戦々恐々と眺める。草原の優美な屋敷が、地平線まで揺らしかねない轟ごう音おんと震動の中心点になっている。一体、中では何が行われているのか。あの怪物二人が、どんな戦いを繰り広げているのか。興味本位で見物に戻るほど無謀じゃない。
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　……まあ、さしあたって、とりあえず。

「──レイラさん、元気になってよかったなあ」

　それだけはたぶん間違いない、当初の予定の達成に、僕は胸を撫でおろした。





　　　　《３》






　その夜、少年の姿をした悪魔は、ディハイン・ジェドハルドにこう言った。

『傷を抱えたまま生きていくのはお辛いでしょう。ディハインさん、僕ならそれを、取り除いて差し上げられます』

　まんまと口車に乗せられたのだと、彼女も自覚している。奴は狡こう猾かつに、人の弱みを見定めて、抗あらがい難がたい誘惑で心を縛りにきた。自分のみが提供できる利得、今を逃せば次はない好機を逃してしまうという恐怖を、悪魔は丁てい寧ねいに刷すり込こんでいく。

『迷う必要がありますか？　貴方は彼女に勝利した後、僕たちも殺せばいい。生かして苦しめるのが目的であったレイラ・レプテ・ラスノの死について責任追及はあるでしょうが──【七の鎖を解く者】の関係者を仕留めたこと、ラスノ家現当主が帝政に背いていた事実のあぶり出しは、犯した罪を相そう殺さいしてあまりある功績になる。そして何より、貴方が剣帝よりも己の欲望を優先させた証拠はどこにもなくなるのですから』

　己が身の可愛かわいさなどではない。悪魔もまた、ディハインがそちらには興味がないことを看破しているふうに見えた。

　誘惑の要点は、ただ一点。

　ディハイン・ジェドハルドが──レイラ・レプテ・ラスノと、あの時の続きがしたいと願い続けていることを悟られた時点で、逃げ道は閉じられたのだ。




【黒影】ディハイン・ジェドハルドが【剣鬼】レイラ・レプテ・ラスノと初めて会ったのは、十八年前のことだった。

　イスサナ帝国大領主、序列第一席ジェドハルドは、剣帝の役に立つべく、自らを叩き上げ、性能を上げることに一生を尽くす。その当主であるディハインの任務は、御おん身みの身辺警護という大任だった。影に紛れ、闇に潜み、剣帝を狙う者を見つけて、その者を処断する。

　……そんな、何の意味もない人生だった。

　七支王が築いたヤーフィラ七帝国は、完璧な統治が完成している。それは内部の平和さ、幸福さという意味ではなく【支配の体制も方向性も、決して揺るがせられない】という意味で。

　ジェドハルドにとっての当主とは、最も重要な役割でありながら、最も起伏なき生涯を送って死ぬ者。この時代、剣帝に仇なす者などいない。ディハインもまた、先代や先々代の当主と同じく、磨き続けた技術を正式に使う機会もないままに死んでいくのだと思っていた。




　あの瞬間までは。




　接近を許したのも、首元に迫る刃を許したのも、それが、前代未聞であったゆえ。

　誰もがその心構えで生きていようが、実際──大領主ジェドハルド家は、その歴史の中で初めて遭遇したのだ。

　当主が腕を振るうべき、逆賊の接近という事態に。

　それは、剣帝の主催する大領主の御前試合が終わった時だ。

　慣例として毎度不戦敗扱いとなる、ジェドハルド家を除いた六家による総当たり戦が終わり、優勝を摑んだ大領主に剣帝が自ら褒美を下か賜しするその瞬間──それは、突如として牙を剝いた。

【剣鬼】レイラ・レプテ・ラスノ。

　魔法で無限召喚される死体の戦士団、技能により強化された絢けん爛らんの武具など、他の領主が贅ぜいと策さく謀ぼうの限りを尽くす中、そこいらの武具屋で買ったと思しきロングソード一本で居並ぶすべてを斬り払い、無敗どころか無傷の勝利を手にした埒らち外がいの怪物は、剣帝が賞賛の言葉を口にしようとする瞬間に合わせて腰の剣を抜いていた。

　ディハインの反応がわずかにでも遅れていれば、断たたれていたのは剣帝の美しき緑の髪だけではすまなかったかもしれない。

　不意打ちの初手を防がれたレイラは、ディハインの殺気を感じてか大きく距離を取る。御前試合の闘技台を割る凄すさまじき着地に、所しよ詮せん自分以外のものでしか戦っていなかった他の大領主は、悲鳴を上げて逃げながら警備を呼ぶ。

　剣帝を置いて逃げるのは罪ではない。むしろ逆だ。唯一その行いを認められているジェドハルドでもない限り、ヤーフィラの統治者である七支王を『守らなければやられてしまう』という扱いをすることのほうが、最大級の不敬である。

『自分が何をしているか、わかっているのか』

　ディハインの問いには、二つの意味が込められていた。

　一つは、よりにもよって、この国における最大権益の側にある大領主が謀む反ほんを起こすことについての非合理性。もう一つは、剣帝を殺すなど本当にできると思っているのか、それも守護役のジェドハルド家当主を越えて、という侮辱への憤ふん怒ぬ。

『そうね。わたしも別に、自分にしか興味がなかったのだけれど。強くなるためならば、立っているのは地獄の方が都合がいいかって、そう思っていたのだけれど。……あのね、ジェドハルド』

　無骨なるロングソードを構え、砕けた闘技台で、剣鬼が笑んだ。

『わたし、子供を産んだの。自分がこれからも剣の研鑽だけを続けられるように、大領主の義務をすませておくつもりしかなかったはずなのに──』

　足元の瓦が礫れきが悲鳴をあげている。全力で飛びかかり、最大の一撃を振るう、その準備を剣鬼が整えている。

『あの子──ファルファが育つのが、地獄であってほしくない、って思っちゃった』

　命と、未来を賭かけた一撃だった。

　それを防げたのは奇跡に近い。ディハインの得え物ものは携帯性に優れる細身の剣であり、主眼は奇襲と暗殺だ。イスサナ帝国最強と知られる剣鬼を真正面から受け止めるなど、想定外の用途であった。それでもそれができたのは、ジェドハルドとして積み上げてきた研鑽が故ゆえだろう。

　最初の一撃を受けた時、既に限界だった刀身が砕け折れる。おそらく次で決着する。それは予測ではなく確信であり、それでも引かない。刃の折られた剣の柄つかを握りしめる。

　ディハインは、本人も分析できない高揚に包まれていた。身体の中を赤き血が、最高速で走り抜ける。次の瞬間死ぬとしても、止まらないだろう鼓こ動どうを感じる。

『しかし、残念』

　ぽつり、と剣鬼が呟く。それはまるで、買い食いをしに来たのに目当ての品が売り切れていた、年相応の少女のように。

『実際の記録がちっとも残っていないから、どんなものかと思っていたけれど……強いじゃないの、ジェドハルド。その域に達するまで、どのくらいがんばったのかしら！　こういう形じゃなく、もっといっぱい戦いたかったわ！』

　その瞬間、湧き出た感も覚のをどう呼ぶのか、ディハイン・ジェドハルドは知らない。

　命と生涯を懸かけて仕えてきた主からも与えられなかった、何をその逆賊が投げ渡したのかわからない。

　確かなものは胸の鼓動、その一挙手一投足を見逃すまいとする集中力、この相手に失望されたくないという思い。

　剣帝の敵を処分する。それ以外の理由を、ジェドハルド家の当主がはじめて抱き──。

『ああ、僕も残念だ』

　その声を、ディハインは背中に聞いた。心から惜しそうな、痛ましい声だった。

『君のことはね、誰が何と誹そしろうと、愛していたんだよ。為なすべき統治も疎おろそかにし、不要な剣にかまける愚か者……そう蔑さげすまれようと、その在り方の歪いびつさ、周囲を無視して己のやりたいことだけをやり続ける身勝手さが、何処へ辿り着いてくれるのか、興味があったから』

　彼は溜息を吐く。その瞳から、涙の雫が頰を伝う。

『本当に残念だ、レイラ。君は、君のままで先へ進むことを止やめてしまった。己の剣を研ぎ澄ます、それ以外のために戦ってしまった君は、もう、その果てに辿り着いてはくれないんだね』

　そうして、ディハインはそれを見た。

　先程切られていた剣帝の髪が寄り集まり、レイラの足元で一匹の小さな蛇となる。

『ラスノッ！』

　叫んだときには、もう遅かった。小蛇はレイラの腹へと飛びつき、水みな面もへ沈むように中へと入る。レイラは絶叫し、倒れ、意識を失う。

『ジェドハルド』

　ずっと座ったままだった主が、椅子から身体を起こす。

『彼女への罰は決めたから、どこかに閉じ込めておいて。独房でも客室でも何処でもいい、部屋の頑丈さも鍵の有無も問わない』

『しかし、それでは』

『問題ないよ。今の彼女、これからのレイラ・レプテ・ラスノはもう一生【剣鬼】じゃない。君が当主じゃないのと同じにね』

〝人目で灼けたジェドハルドに、戻る影は二度と在らず〟……正体不明が故の隠密性を売りとする一族にとって、それは例外なき規則だ。大領主たちに目撃されたディハインは、現時点を以て立場を剝奪されたのだ。

『君にも追って、新しい仕事を伝える。今までご苦労だったね……えっと、名前、何だっけな？　まあいいや、別にどうでも。……ふわぁ。今回の御前試合も、いい具合に退屈だったな。これなら、ほどよく寝られそうだ』

『御随意に。我らが剣帝、七支王イスサナ様』

　頭を下げる忠臣に目もくれず、その男……剣帝は御前試合の会場を後にし、砕けた闘技台に気絶するレイラと、冷めやらぬ熱の残ざん滓しを抱えたディハインが残された。

　こうして、十八年前の御前試合で、大領主の当主二人が任を解かれる。蛇の毒に侵され、剣を振るうどころか満足に生活することもままならなくなったレイラへの罰は処刑ではなく幽閉、世話役兼監視の処刑人には、ディハインが宛てられることになる。

　……そんな未来を、その瞬間のディハインは知らない。

　彼女はレイラを見下ろしながら……一点だけ、どうしても解げせない疑問を呟いていた。

『どうして、私は……彼女が蛇に襲われる瞬間、その名前を呼んだのだろう』




「──ああ。そういうことだったのですね。あの瞬間のディハインよ」

　ロングソードの強烈な一撃を、前ではなく横から受ける。

　その衝撃、痺しびれる手の感覚に、ディハインは十八年の昔をありありと思い返す。

「私は、彼女と戦いたかった。私が何をやれるのか、それを見せられないまま中断するなど嫌だった。私はあの瞬間、剣帝に捧げるのではなく自分のために戦いたいと、そう思ってしまったのですね」

　今こそ納得だ。あの叫びをした瞬間、剣帝に心を見抜かれた。この十八年間……レイラ・レプテ・ラスノが長い時をかけて苦しむ様を最前列で見届けながら、自分が生まれて初めて果たしたいと願った夢を老いによって喪失していく過程は、他の誰より、ディハインへの罰だった。

　当主の任を解かれ、研鑽の理由を取り上げられ、肉体と技術は鈍り続ける。全盛期は二度と追い付けない速度で遠のき、刻一刻と取り返しのつかない彼方かなたへ去っていく。

　もう、瞼まぶたの裏にしか存在しなかったはずの光景。

　失われた願いの続きが、目を見開いた先にある。

「レイラ」

「なあに、ディハイン」

「私は、どうですか」

　ロングソードを、横から受ける。軌跡の先に剣を置くのではなく、軌跡の横から叩きつける。受けることはできない威力を、そうして〝曲げさせる〟ことで対処する。五合、十合、五十に百合……それだけを打ち合いながら、ディハインの剣は、まだ形を保っている。勝負は未いまだ、続いている。

「私の剣は、どうですか」

「とても綺麗で楽しいわ」

　剛と柔、正反対の剣が音を奏かなでる。激しく荒々しく、周囲を巻き込み壊して回る。

　ディハインの剣が壁に刺さると、一面が砂のように崩れ落ちる。この現象は人体とて例外ではない。刺されば必殺、攻めこそ本質、それが影に潜む暗殺者の流儀であり、彼女の持つ柔なる《技法》だ。

　対して、レイラはひたすらに剛の武を体現する。ロングソードが壁を斬り、調度品を吹き飛ばすのは、実にシンプルな理由……優れた威力、それだけである。

　ディハインと同じように、彼女もまた《技法》を備える。ただし、そこにあるのは彼女のような繊細さとは程遠い、不器用の極みだ。

　名称は［一路一心ストレイト］。その効果は【他の技術を磨かないことで、特定の技術使用時に強化を受ける】というものである。

　レイラ・レプテ・ラスノは、自身に秘められていた多芸多才を切り捨てて、剣術のみを研ぎ澄ませた。社交界に輝く淑しゆく女じよとしての道も、弓術の習得も、槍術の習得も、馬術の習得も、他の生き方ができたであろうあらゆる可能性を捧げた。

　そうして剣鬼は此処に在る。

　打っては返し、戦いは続く。なだれこんだ台所で鍋が転がる。遊戯室ではチップが真っ二つになる。乱れ飛ぶシーツの間を縫ぬいながら刃をぶつける。

　そうして、寝室で額がく縁ぶちに入れて飾ってあった──二人で共に描き合った、互いの肖像画を切り裂いた。

　十八年。重ねたものが失われていく様を、ディハインは悲しいと思わない。

　この屋敷は、自分たちにとって檻だった。何処にも行けないと、未来を閉へい塞そくさせる籠だった。

　気付けば屋根の上にいた。空が高く、近い。十八年住んできて、初めて二人でここに来る。

　互いに、見渡す限りの草原を見ている。相手の後ろに世界を見ている。

　世界は広いということを、きっと、初めて実感した。

　──ああ、ならば。

　その向こうに行きたいと思うなら──目の前の、大きな相か手べを越えなければ。

「行きますよ、レイラ」

「こちらこそ、ディハイン」

　足取りは軽く、友人と手を打ち合わせるように交差した。

　そうして──砕けたのは、ディハインの剣。

　十八年越しの勝負は決着し、レイラが苦笑する。

「あなたのおかげよね、ディハイン」

「……え？」

「剣を握れなくなっても、この十八年、わたしは剣を捨てなかった。あの日、あなたとつけられなかった決着を夢見て、頭の中で、ひたすらあの続きを考えてたから。ズルだわ、あなたにわたしの世話をさせて、自分はずっと修行をしていたんだもの」

　その言葉を聞き──ディハインが破顔した。

　そこに浮かんだのは、嚙み締めるような喜び。敗北の悔しさよりも滲にじみだす、清々しい嬉しさで剣を置く。

「そう、ですか。あなたも──私と決着をつけたいと、あのまま終わるのは惜しいと、思っていてくださったのですね」

　二つの十八年が報われた。

　影として生まれ、影に生きると宿命付けられた存在は、広々とした青空のもと、晴れやかに笑った。





　　　　《４》






　印象的だったのは、ファルファの口から零こぼれた「……あれに追いつかなきゃならないのか……」という呟きだった。

　レイラさんとディハインの戦いは、時折窓辺やぶち抜かれた壁から覗いて見えたのだけれど……控えめな表現をすると、人間サイズの怪獣が戦っているような有様であり、僕としてはこうエールを送ろうと思う。

「君ならできる。がんばれ」

「ぐぅぅ……他ひ人と事ごとみたいにぬかすなお前は……！」

　そりゃあまあ。僕は基本裏方で、前線の戦闘員じゃない。担当するのは交渉事やら組織の運営、頭として責任を取ることだ。ヴィエーナ商会との初顔合わせなんかではちょっぴり身体は張ったが、あれは極めて例外だったし。

「適材適所だよ。ヤーフィラ地界の出身じゃない僕には、君たち騎士なんかが自然にやるような、魔力で身体をブーストさせるみたいな芸当はできない。ディハインと接してより痛感した。［血涙の盟約リ・ブラツド］があっても、鍛えた《技法》持ち同士が鎬しのぎを削けずる戦いの中では、僕なんて蹴散らされる障害物に等しいってね」

　器を思い違ってはならないし、無駄に悲観しなくてもいい。大切なのは、自分の弱さを、不可能なことを理解した上で、それをどのように補うか、だ。

「頼りにしてるよ、剣たち。ズルいと思われないよう、僕もちゃんと命を張るからさ」

「……馬鹿が。そういうところが甘いと言うんだ」

　忌々しげに舌打ちをし、ファルファが僕から目を逸らす。

「上に立ち、下を導く者が、命を軽々に扱ってどうする。間違えるなよ、ドン・タツィアーノ。貴様に必要なのは、命を捨てられるかどうかじゃない。何があろうと、途中で誰が倒れようと、自分は生きて、前に進み、後に続く足跡を残し続ける覚悟だ」

「──もしかしてだけど。ファルファ、励はげましてくれてる？」

「やかましい！　そういうことを聞くな、そういうことを！」

　そんなふうにじゃれあっていた頃だった。

　不意に、屋敷の屋根から……半ばから折れた、細身の刃が落ちてくる。

　……絶たえ間まなく激しく、外まで響いていた剣けん戟げきの音が、止んだ。

「お、っ待たせー」

　何気ない足取りで屋根から飛び降りてきたのは、レイラさんだった。

「ふっふっふ。あのねファーちゃん、おかあさん、勝ったよ～。いぇ～い～」

　無骨なロングソードを肩に担ぎ、ふにゃっとピースサインを決めるレイラさんだったが、不意に「……あっ、っと、っと……」とふらつき、ロングソードを取り落として倒れかける。

「母上！」とファルファが駆け寄ろうとするも、それより先に、同じく屋根から飛び降りてきたディハインがレイラさんの肩を支えた。

「口くち惜おしい。終始余裕のように見えましたが、あなたも限界だったのではないですか、レイラ。あと少し粘ねばれていれば、勝敗はわからなかった」

「っ、ディハイン……！」

　ファルファの目に敵意が浮かぶ。対するディハインは平然としたものだ。

「そう警戒なされずともよろしいですよ、坊ちゃま。決着はつきました。私にとってレイラはもう、殺害の対象ではなく、仕えるべき主ですので」

「……笑える冗談だな、ジェドハルド。その言いいを、こちらがあっさり信じるとでも？」

「じゃあ、これでいいかい」

　僕はレイラに手を差し向ける。すると、剣戟の影響で破れていたメイド服の、剝き出しな腹部に、ぼうと赤い紋様が浮かび上がる。

「｛ディハイン・ジェドハルド。我が命を告げる｝」

「｛承諾。なんなりと｝」

「｛承知。なれば命ずる。君はラスノの血族に、同意なき害を為してはならない。全霊でその力となれ｝」

　腹に現れた紋様が発光し、染みこむように消えていく。これで〝入力〟は完了した。

「……今、何をした、タツィアーノ？」

「盟約だよ。彼女を若返らせたときに結んだ経路は生きているからね、追加命令は聞いた通りだ。ディハインはもう君の敵ではないし、レイラさんを傷つけられない。それを破ろうとした時には、相応の運命が彼女に降りかかることになるよ」

「肝に銘じておきましょう。そして、余地をお残し頂いたことには感謝いたします。これならば──存分に稽けい古こをつけてあげられますね、坊ちゃま」

「あーっ、ズルいディハイン、わたしもやる～！　よかったわねえファーちゃん、【剣鬼】と【黒影】の両方に手ほどきしてもらえるなんて！」

　二人が話す様子を、ファルファは複雑な表情で見ている。……そこには、次元違いの達人から受けることになる指導という未知への恐れも見て取れたが、それ以上に困惑が強かった。

「……ディハイン。それはつまり──レジスタンスに入るということか」

「そのようになりましょう。我が主、レイラがそこに属するのですから」

「剣帝を裏切るのか。剣帝のために生まれ、剣帝に生涯を捧げてきたジェドハルドが」

　一呼吸の間、ふいに空を見上げた視線が、ゆっくりと下に降りてきた。

「そうなりますね。それよりもやりたいことが、見つかってしまったものですから」

　その視線が、レイラさんに向く。……険けんのとれた顔で笑うディハインに、レイラさんも、通じ合った笑みを返す。

「ねえ。わたし、おなかが空すいてしまったわ、ディハイン。こんなに起きているのも、あんなに動いたのもとても久しぶりだから。今日は、たくさんたくさん食べたいの。特に──わたしが教えたレシピを完璧に覚えてくれた、あなたが作るミートパイが」




「へえ。それは是非、ご相しよう伴ばんに与あずかりたいね。愚かで単一なジェドハルドに入力された〝余分〟の成果、どれだけ酷ひどい味かと思うと心が躍るよ」




　僕は、蛇を思い出していた。

　音もなく、素早く、いつのまにかそこにいる。そして、鎌かま首くびをもたげている。

「その前に、一応形式だけでもすませておくかい？　新しいところに行くなら、前の主には、失望と絶縁を叩きつけておくべきだろう？」

　何が起こったのか、僕には正確に追えなかった。

　かろうじてわかったのは、突然に現れ、庭のテーブルに座っていたそいつに、三人が同時に斬りかかっていたこと。ファルファは大気を固めた剣を、レイラさんはロングソードを、ディハインは地面に刺さっていた、半ばから折れた刃を抜き取り、全員がそいつを狙った。

　そして──気がついた時には、ファルファも、レイラさんも、ディハインも、鮮血を逬ほとばしらせて、倒れていた。固められた大気は散り、ロングソードは粉砕され、半ばから折れた刃が逆に身体に突き刺さった。

　無事なのは、身動きが取れなかった、僕だけだった。

「はじめまして、ドン・タツィアーノ」

　緑色の長い髪が風になびいた。微笑みは光のようで、紡つむぐ声は、どんな不安も感じられないほどに優しかった。

「僕の名前はイスサナだ。他に何かをつけたいのなら、それと一緒に呼んでもいい。七支王でも、剣帝でも──君たちにとっては、断ち切るべき鎖の一本、かな？」

　イスサナは、その手に冗談を持っていた。

　山道にいくらでも落ちているような、細く短い、木の枝だ。……今、それでやってのけたというのか。あの三人に、同時に襲い掛かられながらの迎撃を？

「ははは、そう怯おびえないでいいよ。成り行き上、じゃれてきたから相手をしてあげただけでさ。今日は、挨あい拶さつに来たんだ」

　座ったままのイスサナは、それをこちらに投げてよこした。

　瞬間。頭の中で、火花が散った。
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　僕の足元に転がったのは、シーパが着けていた鈴飾りだった。




「欲を出したね、タツィアーノ。君は、あれを薬として用い、人を救おうなんて考えるべきじゃあなかった。彼女をただ毒として、王を殺す牙としてのみ用いていれば、タィラート族の生き残りがいるなんて足がつくことはなかっただろうにさ」

　様々な可能性が頭に浮かんだ。想像が洪水になって思考を飲み込んだ。あらゆる結論が、『こいつを殺せ』と告げていた。

「大儀だったね、ラスノ家当主たち。僕の元に、素晴らしい玩具おもちやが届く運命を作り上げてくれた褒美に、只今をもってその罪一切を減じ、序列一席に取り立てるよ。それからディハイン、君の移籍も正式に認める。どこへなりとも生き、どういうふうにでも死ぬといい」

　涙など待てない。僕は右手の爪で自分の頰を引き裂く。肉片と血が指へ付着する。それを、思い切り振り被り、剣帝に向けて──。

「悪いね」

　──剣帝に向けて、血を飛ばす前に。

　僕はイスサナの手から放たれた小枝に胸を貫かれ、吹っ飛び、地面に縫い付けられた。

「ヤーフィラ地界とは何の縁もない天使が何をするのか、この世界をどんな末路へ向かわせるのか、興味はすごくあったんだけど。それよりも面白そうなことを思いついちゃったからさ」

　息ができない。視界がぼやける。意識が遠のいていく。身体が動かない──。

　──それが、致命的になる寸前。

　僕は、彼女と目が合った。

　その眼が、〝告げろ〟と言っていた。

「……………………{命、じる」

「──うん？」

「鈴飾りを砕け、ディハイン・ジェドハルド｝！」

　血の盟約が、運命を変える。

〝それ〟に最も近い位置にいた彼女が、思い切り転がるように手の甲を叩きつけた。

　鈴飾りが砕け──そこに刻まれていた術式が起動する。ヴィエーナ・ショートッカの緊急避難転送魔法──その門が開かれた。

　一いち瞥べつしただけで性質を看破したらしいディハインは、素早く立ち上がり、傍にいたファルファとレイラさんを放り込む。

「いざという時の護身用具もちゃんと持たせていたのか。感心感心。本人を守ることには何の意味も無かったことを除けば完璧だ」

　イスサナがゆらりと立ち上がる。

　……さて。この距離、どうやら僕は、僕だけはその中に入るのが間に合わない。

　しかしそれでも、ファルファとレイラさん、ディハインがいれば……希望は繋がる。繋げられる。きっと──シーパを、助けてくれる。

「──{命じる。ディハイン、君も」

「いえ。それは聞けません」

　地面に伏せていたディハインが、思い切り、腕を振り上げた。

「御客様を無事お帰しするのも、侍従の務めにございますれば」

　その瞬間、僕は釣り上げられていた……地面に埋められ、隠されていた、彼女の手に繋がるワイヤーに。

　……ああ、そうだ。この屋敷は──彼女が十八年間、レイラ・レプテ・ラスノを奪い返さんとする者の襲撃にも備えた、守りの要よう塞さい、なのだった。

「この度は、当館へお越しいただき、まことにありがとうございました。そして最期に、改めて感謝を。レイラと貴方のおかげで──私は存分に、生きることを味わえました」

　転移の魔法陣に、勢いのまま放り込まれる。

　最後の瞬間、彼女は笑っていた。とても清々しく、晴れ晴れとした笑みを見ながら、僕は意識を失った。





　　　　◇◇◇◇◇






　ディハインが看破した通り、転送魔法は時限制だった。そこを通った者・人数にかかわらず、あと今少し開いている。

　であれば、殿しんがりが必要となる。

「いい目をしているね」

　かつての主は、そのように今の彼女を評した。裏表のない、心からの言葉であり……心底、それがどうでもいいと思っているからこそ出る声だった。

「自分の意志、なんていうつまらないもので、守る相手を変えるのかい。歴代で最も劣おとった、欠陥品のジェドハルド」

「そんな私に見限られたのが、貴方様です」

　腹に刺さった刃を引き抜く。激痛に目が覚める。その口は、楽しくて笑っている。

「十八年間、お傍にいて──貴方様より、ずっと仕え甲が斐いのある、この方をしあわせにしたい、と思えるお人でしたよ、イスサナ帝」

　遺ゆい言ごんは終わった。心はどこまでも軽やかだ。重荷も悔いも、微み塵じんもない。

　折れた刃を手に握り、真正面から特攻する。

　剣帝は何気なく、割れてしまった食器を捨てる程度の惜しさもなく──振るった腕を刃として、ディハイン・ジェドハルドの首を刎ねた。

　瞬間、スイッチが入る。

　万に一つ、押し入った賊にディハインが敗北した時、レイラが奪われぬよう、彼女が独自に敷いておいた仕し掛かけ……彼女の命と連動した魔法術式。

　草原の屋敷が、大質量の爆弾と化して起爆した。

　地面が丸ごとえぐり取られる、激しい破壊、炎と熱、地面を剝はがしとるほどの衝撃が地平の彼方まで及ぶ。

「へえ。これが、神に捧げる果実の力か。少しくらい火傷やけどが残るかと思ったけど、はは、むしろ前よりぴかぴかだ」

　その爆心地に居た男は、無傷でそのクレーターから上がってきた。

「楽しみだなあ。これを、この力を僕の獣が得たら、どれくらいのことができるだろう。……そうだ。完全なる不死の力を手に入れた暁あかつきには、世界を手にいれるための大戦争を起こしてみるのも楽しいかもね」

　剣帝イスサナ。ヤーフィラを統すべる七支王。

　世界の調和と調停を司る一角は、己が野心を嚙み締め、その時を待ちかねるようにぺろりと舌なめずりをした。
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　　　　《１》






　少し昔の、夢を見た。

　僕はそこで、薄暗い石の部屋にいる。足元には、拘束された傷だらけの男が、殺意の籠こもった目つきでこちらを見あげていた。

『どうしますか、直系』

　判断を仰がれたので、問題を解決する手順を答えた。事前に情報は必要なだけ得ていたし、言葉は口から滑なめらかにこぼれ出た。

　悲鳴があがる。外に声を漏らさないための地下室に、恐れからくる失禁と流れ出た血の臭においが充満して気分が悪い。ほどなくして目的は達成されたので、僕は構成員に頭を下げられながら地上に戻って水を飲んだ。

『御見事な手腕で、直系。齢よわい十歳とは思えぬ、立派な地獄の宣告でしたよ』

　背後に現れた教育係の男が、そう言って手を叩いた。

『組織の誰もが口を割れずに困り果てていた裏切り者を、ものの五分で攻略とは。やはり、貴方あなたには才がある。人の心に触れる才だ。どうやら貴方は……多くの人に慕したわれたドンと違い、恐れによる屈くつ服ぷくをもたらす方面に開花したようですが』

　男はまるで、僕が祝福されているかのように喜ぶ。それはとても的まと外はずれだ。

　確かに僕には、そうした類たぐいの素質があるのだろう。人を不幸にすることで、自分と、それに連なる相手を幸福にできるのだろう。

　それが、どうした。

　僕は、そんなことしたくないんだ。そんな方法で幸福になるのが、何も嬉うれしくなんかないんだ。

『学習と功績を積み立ててください。貴方がトップに座る際、納得こそあれ反対など踏みつぶせるように。これからも期待していますよ、ドンを継つぐに相応ふさわしい、恐怖の伝説を築きあげてくれるのを』

　僕の末路は決まっていた。即すなわち、血ち塗まみれで死ぬか、血ち飛沫しぶきに生きるか。祖父の組織は唯一の血縁たる僕を囲い、暴力と財力と権力をもって根本的な自由を剝はく奪だつしており、逃げる場所など何ど処こにもない。

　だから諦あきらめていた。ずっと日々は空からっぽだった。死ぬ理由がないだけで生きていたけれど、さっさと死んだほうがいいんだろうな、ともわかっていた。

【教育】の中で、他者の血の染みついた僕にはもう、幸福になる資格もない。おばあちゃんと二人の、あの穏おだやかな生活にはもう戻れない。こんな僕がいたら、どんなやさしいものも、きれいなものも、うつくしいものも、汚してしまうだけだから。

　安あ納のう辰たつ巳みは怪物だ。僕が尊とうといと感じるもののために、一刻も早く死ぬべきだ。

　──ああ、でも。




『天使さま。どうかあなたは、おしあわせに』




　怪物であることを厭いとい続けた僕が、たった一つ、生まれて初めて、怪物であろうと思った理由がある。

　そうだ。僕は、僕なんか、どうなったっていい。誰に嫌われ、どんなに呪われ、血ち反へ吐どを吐いて死のうとも。

　ただ、それを取り返すまでは、死んでも死にきれないモノがある──。





　　　　◇◇◇◇◇






「──げ、ほっ！」

　目覚めると同時に、血を吐いていた。白いシーツが斑まだらに汚れ、僕は激痛の中で周囲を見渡す。

　……なつかしい。ここは……帝都のタツィアーノ・ファミリー本部ではなく、ミハテ村の、僕の部屋だった。

　着ていたシャツを首元から覗のぞくと、心臓の位置に、大きな傷きず痕あとが確認できた。ふらつく足で立ちあがって階下に降りると、リビングに彼がいた。机いっぱいを埋うめ尽つくす無数の書類にひたすら書き付けを続けながら、こちらも見ずに口を開く。

「生きたか、タツミ。運が太いな」

「状況を知りたい、ビヨンドレス」

　ビヨンドレスは、握っているペンで書類の群れを飛び飛びに指す。

　最初に指されたのは帝都で発行している新聞で、どうやらそれは号外のようだった。

　ファルファ家先代当主、大罪人レイラの流る刑けい屋敷の爆破焼失について、様々な憶おく測そくや他の大領主からの追及が激化する中、驚くべきことに剣帝イスサナより直じき々じきのお触ふれがあった。




　──曰いわく。流刑屋敷の解体は、もうその必要性がなくなったから、というもの。大領主ラスノ家は、剣帝イスサナに極上の至宝たる【奉納の果実】を上納した功績をもって、序列一席に取り立てられた。また、その入手に貢こう献けんした新参の商人ギルド、タツィアーノ・ファミリーに太たい鼓こ判ばんを押し、お抱えの便利屋として召めしあげる運びと相あい成なった。彼らは破格の待遇で迎え入れられ、莫ばく大だいな報酬と上位の立場を手に入れた。




　順に、書類に目を通す。そこからは、実に明確な──蚕さん食しよくの工程が見て取れた。

　満たされた生活が、人から欲望を奪い去る。大罪を犯した先代当主を抱えていたせいで非難の的であったラスノ家も、国から虐しいたげられてきた者たちを中心に活用していたタツィアーノ・ファミリーも、〝戦う理由〟を奪われ、有り余るほどの幸福を暴力的に与えられてしまった時、同じ負の感情を全員が維持することはできなかった。

　掌てのひら返がえしに受ける賞賛、一生安泰の既得権益、優雅な生活こそが信念を溶かす毒となる。二つの組織は共にトップの不在もあり、徐じよ々じよに真の目的からの離反者、現状維持を訴える者たちが現れ始めた。そうして【革命派】と【剣帝派】の派は閥ばつが生まれ、統率を欠き、『同じ組織の人間にいつ裏切られるか』という疑心暗鬼が蔓まん延えんし、組織としての力は大幅に削がれた──。

　──それが、僕の昏こん睡すいしていた二ヶ月間の出来事だった。

「いい知らせとしては、他の二人は無事だ。おまえさんよりは少し早く目を覚まして、それぞれの仕事のために動いている」

「……二人……」

「ラスノは大領主の一席になり、ジェドハルドが入れ替わりに最下位へ転落した。領主権剝奪寸前の大失態だ。よりにもよって、剣帝への忠義を示すことが最大の存在意義の一族から、剣帝に唾つばする裏切り者が出たんだからな」




『レイラと貴方のおかげで──私は存分に、生きることを味わえました』




　その笑顔を、思い出す。

　胸が痛く、臓ぞう腑ふが熱い。全身を掻かき毟むしり、叫びだしたい衝動が溢あふれてくる。

「祝祭まで、残り五日だ」

　ビヨンドレスの手が止まる。机をペンで二度叩くと、外で待機していたらしいレジスタンスの男性が中に入ってきて、差し出された書類……【七の鎖を解く者セブンアンチエイナー】の命令書を受け取り、踵きびすを返した。

「手て筈はずは進めている。【剣】も【酒】も、供給及び配備は順調だ。ああ、つまり舐なめられている。剣帝イスサナは知ったはずだ、知った上で、放置された。飽あきているのか、楽しんでいるのか、飛び入り参加の連中が面白い企画を持ってきた、ぐらいに思っているのか。いずれにせよ──国も人も、オレたちがこだわっているようなことは、どこまでもどうでもいいんだろうよ、剣帝イスサナは」

「──ビヨンドレス。あの日、何があったんだ。シーパは、どういうふうにさらわれた」

「オレも居合わせたわけじゃねえ。職員に聞いて、残された記録魔法を確認しただけだ。……剣帝は、ヴィエーナの大農園に正面から堂々と訪れ、シーパの《血定リレイシヨン》を見物し、果実を喰くって『素晴らしい』と手を打った。そして『この子をメインディッシュにしよう』と持ち帰った。それを止める権限も、力も、その場所にいる誰も持ち合わせてはいなかった」

　机を思い切り叩きそうになって、寸前で止めた。……この部屋で乱暴なことをしたら、それこそ、『いけませんよ』と彼女は僕を咎とがめるだろうから。

「【酒】として内々に貯蔵し続けるだけだったら、発覚もしなかったろう。だが、データ取りのためのポーション流通から目をつけられた。……オレを責めろ、タツミ。危険性を知っていながら止めなかった、オレの落ち度だ」

「……できないよ。罪というなら、僕の罪だ。シーパが、タィラート族の力を、人のために役立てられると喜ぶのを協力したかったのは、僕の欲望なんだから」

　悔くやんでも悔やんでも足りない。だが、ただ悔いているだけではどうにもならない。

「シーパは、まだ無事か」

「ああ。ラスノの坊ちゃんが言ってたように、タィラート族が持つ《血定》の力を取り込むには【生いけ贄にえ】であるのが条件だ。加えて、神獣がシーパを喰らう……イスサナ帝国の守り神がより高い位階へ昇る瞬間は、帝国始まって以来のセレモニーになることが発表されていやがる。今の帝都の盛りあがりはそりゃあ熱狂的な有様だぜ」

「……見み世せ物ものにするって？　シーパが、喰われるところを？」

「向こうさん、さらに面白いことを言ってるぞ。神獣にタィラート族の力を取り込ませた後は……その力を、神獣と共に分配できる。それは上位五席までの大領主とヴィエーナ商会に渡す、そうすれば元通りの商売ができるし、神獣を従えることでそれ以上の得になる、これは功績を称たたえる下か賜しであるから感謝するように──だとよ？」

　深く、呼吸をする。自分の中の感情を、煮詰める。

「ふざけろ」

「だよなァ」

　わかりきった選択に、二人で揃そろって苦笑する。

「おまえが来てから──いや、おまえがレジスタンスに入って、ミハテ村の村長・トラタ爺じいさんじゃなく革命家のビヨンドレスと一緒に進めてきたことも、いよいよ大詰めだ」

「──ああ」

「失敗すれば、進化した神獣の力を利用して、下民を使い捨てながら行われる無む謀ぼうな侵略戦争へ。成功すれば、強大な神獣の力を失った国の、諸外国に狙われる防衛戦へ……ッハ、どっちもどっちの最悪だな。ロクなもんじゃねえ」

　彼が挑いどもうとしているもの、ヤーフィラに根付いている状況は、ひどく困難極まりない。足あ掻がくことが改善に繋つながるとも限らず……今回、シーパをさらわれたように、悪化を招く恐れさえある。

　ならばどうするのか。現状の維持が最善と信じ、己おのれの愚ぐ行こうが取り返しのつかない不幸を招かぬように祈りながら、ひたすら身を縮めるのか。俯うつむいて、あらゆる理り不ふ尽じんを、殴られるがままに受け入れるのか？

「ロクなもんじゃねえからこそ、少しでも、マシになるようにしなくっちゃな」

　単純で明快な、それが彼の信念──マキャバ・ビヨンドレスの核である理念。僕は、長き時を戦い、抗あらがい、幾度の絶望を突きつけられながらも諦めなかった男の目に宿る、貪どん欲よくな光に力をもらう。

「どちらに進もうと、困難なき平へい穏おんの道などない。けれどそれは、多くの抑圧の下に諦めを強制される今よりも、展望と自由がある……か」

「応とも。レジスタンスの目的は、七しち支し王おうの打破なんて、そんな途中で満足することじゃねえ。その先の未来を摑つかむために、準備を重ねてきたんだからな」

　ビヨンドレスは笑う。

　そして僕と彼は、戦いの前の、最後の準備を始めた。
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　身体からだの調子を見るリハビリついでに、レジスタンス本部でもあるミハテ村で作業を手伝った。

　そうしていると、僕がまだ自分の持つ《祝福ギフト》も知らず、穏やかにミハテ村ですごしていた頃が思い出される。ファミリーを立ち上げ、ドン・タツィアーノなんて呼ばれ始めるようになってからは『周囲への示しもつかないし、威厳も薄れてしまうので、力仕事は控ひかえるように。大物然と構えていてください』とヴィエーナに諭さとされ、物足りなかったものだ。重そうな荷物を運ぶ従業員に思わず手を貸してしまった時は『あわわわわドンになんてお手数を！』とものすごく恐縮され、逆に申し訳なくなってしまったっけ。

「……ふふ」

　大勢に混じり、袖そでを捲まくり上あげて汗水を流していると、自分の輪りん郭かくを取り戻せる。ドンなんて呼ばれ、身の丈に合わない立場を演じていた気分が晴れていく。




『やはり、貴方には才がある。人の心に触れる才だ。どうやら貴方は……多くの人に慕われたドンと違い、恐れによる屈服をもたらす方面に開花したようですが』




　ああ、そうなんだろうよ。

　平穏な生き方をしたいと嘯うそぶきながら、いざその気になってしまえば、僕には容易たやすくそういうことができた。

　人を脅おどしつけるとき、拒こばめない圧力をかけるとき、ひどく落ち着いた。後になっての嫌悪感とは裏腹に、その瞬間の僕は、何の波風も立たない、凪なぎのような心地だった。

　そういうのを、人を屈服させる才能と呼ぶのであれば、安納辰巳は確かに、忌いみ嫌きらわれるために生まれた人でなしに違いなかった。




『これからも期待していますよ、ドンを継ぐに相応しい、恐怖の伝説を築きあげてくれるのを』




　なのに、何な故ぜだろう。

　僕は、人を怖がらせてばかりいたはずなのに、それ以外のものが増えたのだ。

　働く最中、レジスタンスの人たちが、差し入れの果物をくれた。

　僕が運び込まれ、昏睡していた間、身辺警護のために逗とう留りゆうしていたメンバーが、目が覚めた僕を見て泣いて喜んだ。彼女は元落らく陽よう区くの人間であり、重度の栄養失調で死にかけているのを、すんでのところで助かった人だった。

　休憩がてら、草地に座って手紙を読み返す。

　僕より先に目覚めた、ファルファとレイラさん。そして自分が鈴飾りに仕込んでいた転移魔法の発動を確認し、大慌てでやってきたヴィエーナが残したものだ。




『ドン・タツィアーノ……いや、我が友、タツミ・アノウよ。貴君に与えられたもの、その行いに、最大の敬意を表す。もしも、決行の日まで眠り続けていた場合──貴君は革命の成りし帝国で目覚めることを、ファルファ・レプテ・ラスノは誓ちかう』




『タツミくんへ。わたしのこと、ファーちゃんのこと、それに、ディハインのこと、ありがとう。お菓子をたっぷり用意しておくから、きっと、きっと、またおしゃべりをしましょうね』




『報告。情報規制は滞とどこおりなく完了。ヴィエーナ商会従業員及びタツィアーノ・ファミリー構成員に、ドンの不在は緊急にして秘ひ匿とく性せいの高い重要査察によるものと説明。以降のスケジュールは厳密に調整、緊急時対応マニュアルに基もとづき組織を運用中。しかし、個人的な欲求として、貴方がいない組織は物足りない。私の飽きがタツィアーノ・ファミリーの乗っ取りを始めてしまう前に、御帰還を切に願います、我が主あるじ』




　ふと、思う。

　もしも、安納辰巳が地球で命を落としかけず、無事に成長していたら、どうなっただろう。

　──人の心に刃物を立てる、恐怖と暴ぼう威いの才能を、そのままの意図で、言われるがままに撒まき散ちらしていたのなら。

「……考えたくないよなあ。でも……」

　脳裏には、ありありと浮かぶ。まつろわぬ者に一片の慈じ悲ひなく、ただ適切に恐怖を与えて必要なものを取りあげる、どこに出しても恐れしかないマフィアのドンになった自分の姿と、生涯、一度も心安らぐことのない、屍しかばねの山と血の河を築く生き様が。

「おやぁ、もうヘバリあそばせられましたか？　失礼ながら、帝都暮らしでなまったんじゃねえのか、ドン・タツィアーノ？」

　通りすがりにからかってくるビヨンドレス……今は、今だけはトラ爺であった頃のように笑う彼に、僕も「うっさいなあ。すぐ再開するから、見てろよ」と軽口を返して意地を張る。

　──それで、ああ、そうかと気付く。

　環境が、そこでの暮らしが、人を変えることもある。

　だから、僕もきっと、それで救われた。ミハテ村ですごした日々や、シーパ、トラ爺、ヴィエーナ、ファルファ……それまでの人生では、傍そばにいなかった人々との出で逢あいが、安納辰巳に、新しいものを混ぜてくれた。

「……今の、こんな、僕を見たら。あの教育係はなんて言うかな。さぞかし失望というか、もう一度始めから教育を叩き込もうとでもしてくるんだろうけど……」

　たぶん、きっと……いや、確実に、今の僕はそれにノーと言う。相手がどれほど脅しても、お前の運命はそれしかないし、それが最も向いているのだ、と言われても。

「それがどうした、知ったことか、だ。相手の都合だけで、身勝手に押し付けられた運命なんて。そんなのは、撥はね除のけて、捻ねじ曲まげるためにあるんだから」

　それに挑んでいる仲間たちが、眺める端から端にいる。

　そういえば、まだ、ちゃんと言ってなかったかな。

　空を見る。その彼方かなたを見る。そこにいない相手に向けて、口を開く。

「ありがとう、運命神。僕を、ここに連れてきてくれて」

　神様の返事はない。人は人で勝手に感謝し、そして今日も勝手に足掻く。汗水を垂たらし、歯を食いしばり、無様であろうと必死になって、望む今へと手を伸ばす。

　祝祭は、まもなく。

　安納辰巳はその瞬間まで、せめて、裏方の務つとめを果たそう。
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「ほれ、タツミ」

　最後の夜、ミハテ村を発たつ前に、ビヨンドレスは僕に水晶のような球をくれた。サイズとしては、少し大きめのビー玉くらいだ。

「ヴィエーナ謹製、遠とお見みの魔法を込めた道具だ。これを使えば、俺やヴィエーナ、騎士の坊ちゃんに剣鬼だのが何をしているのか確認できるってよ。内蔵の魔力の分だけの稼働だから、作戦開始の時刻から使えとさ」

「……ビヨンドレス、僕は」

「お留守番だ、タツミ。前線で身体張る役じゃねえのは、こっちも痛感してんの」

　ヤーフィラで生まれた命は、みな大なり小なりこの世界固有の環境である『魔力』の影響を受けている。それは生命力や体力と結びつき、肉体を動かす助けとなる作用を持っている。しかし、魔力を用いることのできない地球出身の僕は、近接・肉弾戦に於おいて大きく劣おとるのだ。

「ままなんねえよなあ。エラくなっちまうほど、本当の鉄火場には近づけなくなる。おまえの首一つに【七の鎖を解く者】、ヴィエーナ商会、タツィアーノ・ファミリーの士気まで関わってくるとあっちゃあ、控えてもらわにゃぁな。やれやれ、背負うもんが多いってのはしんどいねぇ」

「よく言うなあ。そっちも、伝説のレジスタンスのリーダーのくせに」

「ハッ。そこはそれ、どういう成り立ちの伝説か、だよ。オレの勇名は、突っ走るのが前提だ。一番前で、一番危険に、命要らずを見せつけることで、恐怖を麻ま痺ひさせる。スリル満点なお勤つとめだ、羨うらやましいだろ」

　得意げに笑う。彼は、いつもそうだ。ミハテ村の村長、トラタ・タトラ・ラタトを演じている時も、革命家マキャバ・ビヨンドレスとして振る舞う時も、どんな時でも飄ひよう々ひようとしていて、追い詰められた顔なんて誰にも見せない。とにかく周囲を勇気付け、鼓こ舞ぶする。そんな有あり様さまに、何度助けられたかわからない。

「──ビヨンドレス」

　だから、今、言っておくべきなのだろう。

「今回も、死ぬ気なのか」

「ああ」

　彼は、笑みを浮かべたまま答えた。

「オレの手持ちはそれだけだ。命を張らなきゃ始まらない。命を捨てなきゃ手に入らない。【死にぞこないのビヨンドレス】は、ずっとそうやってきたんだよ。だから──」

「なら、今変えよう」

　言葉が止まり、彼の笑みは消えないまでも、強こわ張ばった。

「……あ？」

「助けるんだろ、シーパを。そのために行くんだろ。だったらそこに、その後に、あなたがいなくてどうするんだ」

「──タツミ」

「命に拘こだわれ。ちゃんと生きろよ、死にぞこない。他ひ人と事ごとみたいに言ったけどな、もうあなたにだって、ビヨンドレスじゃない場所で、背負ってるものがあるんだから」

「……はは。マイったね、こりゃ」

　 視線を下げて、目を逸そらしてビヨンドレスが頭を掻く。

「久々に聞いたわ。よりにもよってこのオレに、ちゃんと生きろとはな。しかも無茶を言いやがる。オレの相手が誰かわかってるよな？　神獣どころじゃねえ、その親玉で大物の──」

「剣帝イスサナを倒して、颯さつ爽そうと助けだしたら。絶対にシーパ、『おじいさま、かっこいいです！』ってこれまで以上に尊敬するよ？」

　少しのタメがあって、「がっははははは！」とビヨンドレスは爽そう快かいに、豪快に、痛快に笑った。

「ンだよ。何かにつけて人の弱みばっかりつきやがる野郎だと思ってたが、同じ弱点つくにしても、そういう使い方もできんじゃねえか」

「僕の力は、弱めることも強めることもできる──知ってるだろ？」

　ちょい、と指をさした先、ビヨンドレスの首筋には、赤い刻印が浮かんでいる。

　……血で結ばれた盟約、彼の運命への祝福は、もう、既に成っている。

　この二日間、大急ぎでファミリーの各メンバーに行ったのと同じように。

「それで、愛しい娘のリアクションを想像して、気合いのほうは？」

「入ったわ。おじいちゃん、今が全盛期だっつうの」

　両りよう頰ほおを叩いたビヨンドレスの瞳ひとみには、レジスタンスとしてだけではない、別の炎が灯ともっている。

　それは、皆を率ひきいる責任とはまた別の、個人的な欲だ。自身の中から湧きあがり、その先へと運ぶ、使命に並ぶもう片方の車輪を、彼は自覚した。

「今更言っても、信しん憑ぴよう性せいなんざねえがよ。オレは、あの娘むすめを……シーパを、レジスタンスの活動に巻き込むつもりはなかったんだ」

「……ああ、そうだろうね」

　それは事実だ。ビヨンドレスがシーパを、タィラート族の《血定》を積極的に用もちいるつもりであったのなら、事はもっと早く進んでいた。僕を助けるためにシーパが踊った反応を検知して、ファルファがミハテ村に訪れ……その後の成り行きで、シーパがレジスタンスに志願するまで彼女の能力を計画に盛り込んでいなかったことが、その証拠でなくてなんなのか。

「わかるよ。一度その力を使ってしまい、大領主にバレた前例がある以上、もう使わずにいたところで安全とは言い切れない。なら──シーパを隠かくせる庇ひ護ごを、後うしろ楯だてを作る。ヴィエーナ商会の大農園は、奉納の果実の安定製造以上に、本命の祝祭に人員を割さかなければならないレジスタンスが、シーパを保護するための采さい配はいだ」

「窮きゆう屈くつな思いをさせちまったなあ。子供が歌って踊りたいっつう、たったそれだけのことも自由にさせちゃくれねえ環境のせいでよ。そんで、挙あげ句くに神様の生贄になれときた。……そうだ。そういえばちゃんと、あの時の礼、言ってなかったな」

　ビヨンドレスはこちらに向き直り、深く頭を下げる。

「ラスノ騎士団を追って、シーパを助けようとしてくれて、ありがとうな。自分がどうしようもないと諦めたことに、真っ向から立ち向かってくれた相手がいたことを、あいつは、本当に嬉しそうだった。へっ、びえんびえん泣いてやがったよなあ」

「その涙は、レジスタンス全員のものだ」

　あの時の僕の、目覚めたばかりの力では帝罰ぬけがらさえ止めきれず、ビヨンドレスがみんなを連れて来なければやられていたに違いなく。

「あそこで間に合った、ということは。僕が動いたのとは別に、端はなからあなたも、レジスタンスの人たちだってそのつもりだった。自分たちの計画が危うくなることと天てん秤びんにかけて、シーパを助けにいくと決めていたんだから」

「……それでも。一番最初に、何の打算もなく駆け出した奴が上等だよ」

　結局のところ、僕たちは誰もが……ミハテ村の皆が、シーパのことを好きなのだ。

　握にぎり拳こぶしを前に出すと、こちらの意図に気付いたビヨンドレスが、合わせてくれた。

　同じものを助けたい、二つの拳がぶつかって、明け方の世界に小さな音を立てる。世界を変える号砲にしてはささやかで、けれど、それはとても、快い。

「行ってらっしゃい、トラ爺。今回も、お土産みやげ、楽しみにしてる」

「任せろ、タツ。とびっきりの土産、絶対連れて帰ってきてやる」

　ビヨンドレスが村を発つ。

　向かうは帝都、祝祭の終わる場所。

　この国の在あり方かたを、長き支配に閉じられた世界を変えるために、死にぞこないと呼ばれた男が、生きるために進んでいく。
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　地ち界かいの平和を司つかさどる支配者、ヤーフィラ七支王──彼らが強大たる由ゆ縁えんとは、神獣との接続にある。

　秩ちつ序じよと調停を守る神獣は、代行を務める半人半神の王との間に『永遠の契約』を交わした。七支王は神獣から無尽蔵の魔力や生命力、秩序と調停を成すための絶対的な力を引き出せるのだ。神獣あるかぎり七支王は不死身であり、七支王あるかぎり、神獣もまた不滅を約束される。

　これがヤーフィラの安あん寧ねいを幾百年にわたり保ち続けた構造の要かなめだ。【七の鎖を解く者】が結成以来、挑んで挑んで失敗を続けてきた、難攻不落の敗因だった。

　普段、神獣は人前に姿を現さない。絶対なる神獣が現れるのは、人がその愚おろかを極めた時だと言われている。秩序と調停のために無駄な犠牲をよしとしない慈悲深さ、なればこそ神獣は人間に代行を作り、自分はただそこにいるのみで、振るわれることがなき抑止力であることを願っている。

　そんな存在が、百年に一度だけ、人々に姿を見せる。

　それこそ、七支王が統すべるすべての国で行われる行事、〝祝祭〟だ。

　表向きには、七支王と神獣に対し、人々が平和に暮らせた百年分の感謝を送り、これからの百年もどうか自分たちに正しき秩序と調停をもたらしてほしいとの祈りを捧ささげる、ヤーフィラ最大の祝い事にして神事……だが、レジスタンスはその真の理由を突き止めていた。




『簡単な話だ。メンテナンスと補給だよ。祝祭っつうのは、七支王と神獣とのリンクを補強するタイミングで、神獣も、七支王に力を回して存分に減った腹を、新しい冬ごもりに備そなえて、ぱんぱんに満たす飯時なのさ』




　神獣への供く物もつは、約一万人。特に《技法アビリテイ》所持者は、神獣にとっての栄養価の高さから重宝される。能力によっては五人分十人分の贄にえとなり、その分の人間の名誉を一身に独占……贄から免除させることが可能となるからだ。

　溢れかえる喜びの声は敬意がためか。それとも、白羽の矢が立たずにすんだ優越か。

　万の命が捧げられる、生と死が交こう錯さくする狂騒の日。

　百年の周期を刻む神獣と七支王が、補給を前にして最も弱るこの時に、レジスタンスが決起する。





　　　　◇◇◇◇◇






　久々に訪れたその場所は、多少の埃ほこりを被っていた。

　祭壇を拭ふき、萎しおれた花を新しくする。ハシゴを掛けて登り、岩壁に彫られた、祭壇の間を見下ろす女神像を磨みがく。すべてを終える頃には汗だくで、笑ってしまった。

「やっぱり、シーパは立派だ。こんな大変なこと、毎日一人でやってたんだから」

　姿勢を正し、女神像を見あげる。祈りの作法はよくわからない。だから僕は、僕がこの神様と初めて出逢った世界の形式に則のつとり、手を合わせて拝おがむ。

「運命神ミハテ。あなたが、運命を定めるものではなく、決められた運命を壊してくれるものならば。どうか、これから起こる戦いに、その加か護ごを。地球で僕にしてくれたように、この国の人たちの運命に、変革を」

　僕は祈る。自分にできるすべてを終えてしまい、事の成り行きをただ見ているしかない安納辰巳は、その時を、ここですごすことを選択した。

　ビヨンドレスから受け取った水晶が、にわかに輝き出す。

　祭壇の間の天井、僕がこの世界にやって来たときに開いた穴から差し込む陽光は、頂点に達している。

　作戦決行の時が来た。水晶玉が祭壇の間の壁面に、自動的に映像を投射する。

　見えたのは、広い洞窟の、びっしりと光る苔こけに覆われた空間だった。激しい地鳴りが、今から始まるのだと告げていた。

「……がんばれ。生き延びてくれ、みんな……！」

　イスサナ帝国の、【七の鎖を解く者】の、未来を賭かけた闘たたかいが始まる。百年振りの雪辱戦が、幕を開ける。





　　　　《２》






　選ばれた神の供物たちは、皆一様にローブを纏まとっていた。それは各々の個性を均一化し、供物として統一するための措そ置ちだ。

　光苔の大空洞を襲う震動は、より大きく、より強く、より近くなっていく。

　揺れが頂点に達した時、空洞内の地底湖から凄まじい水飛沫を上げて、それは姿を現した。

　地底の光を受け、全身が緑に輝く。河のように太く長い舌が口から覗き、真しん紅くの瞳が百年振りの食事をねめつけた。

　圧倒的な超巨大蛇……これこそがイスサナ帝国が有する【秩序と調停の化身】、神獣セプトボカ。

　どんな《技法》も通さぬ硬き鱗うろこ、不死身の生命力、そして生命を蝕むしばむ毒を有する神獣の──最大の特徴は、自身の細分化である。

　地底湖からの出現と時を同じくして、イスサナ帝国の各地、他の五ヶ所でも、同様のことが起きていた。

　百年間、イスサナ帝国領地の各所に埋まり、地と同化し、巡る魔力の流れや《技法》持ちの誕生すら制御していた怪物が、次々に身を起こす。ローブを纏った供物たちの前に大蛇神獣が顕けん現げんする。このすべてが、神獣セプトボカの本体である。たとえばこのどれかが死するとしても、他のセプトボカがただちにその消失を検知し、六になるまで増やす。無論、個々の性能を落とさぬ状態で。

　この性質が、かつてレジスタンスを絶望させた原因だ。無限に永遠に、己を保ち続ける大蛇を前に、レジスタンスがやれたことは供物の数を余分に増やすだけだった。

　一体ですら難攻不落の怪物を、各地にバラバラに離れた全個体を残らず同時に倒さねばならぬなど、どのように成すものか。この不死性こそが、肉体よりも精神を蝕む、最大にして最悪の毒と言える。

　そう。あらゆる毒は、心に宿る。

　神獣セプトボカ、司りし善性は《補完》。当該神獣を操る、七支王により成される調停は《希望の剝奪》。

　人が苦しむのは何故か。それは、手も届かぬ幻に焦こがれるが故ゆえ。未知の未来に囚とらわれて、無限の路みちを迷うが故だ。

　大蛇神獣と剣の帝はそこより救う。贅ぜいに溺おぼれる都は、安楽にて変化を拒こばむ。落陽の被虐者は、報むくわれぬ生を重ねて変化を信じぬ。隷れい領りようの地の農のう奴どは、捧げる果てに変化を忘れる。

　それが、七支王イスサナの実現せし平和。他の何に苦しもうと、希望という最大の毒から解き放たれた楽園。

　その理ことわりを、次の百年も続けるべく、セプトボカは祝祭をもって再誕する。供物を喰らう前に用意された〝胃薬〟──大蛇一匹に付き大おお樽だる十杯は用意してきた、供物の吸収を助けるポーションを飲む。

　最初の樽に口をつけ、そして最後の樽を飲み干す。牙を潜めていた計画は──大蛇が効率のいい栄養源に視線を移し、舌なめずりをした瞬間、機能した。

　光苔の大空洞他、イスサナ帝国各地のセプトボカが、ぐらりぐらりと揺れ……それから、地面に倒れた。

「──よしッ！　作戦第一段階、完了ッ！」

　光苔の洞窟で、先頭にいた贄がローブを勢いよく脱いだ。

　その下から出てきた顔は、ヴィエーナ・ショートッカ……此こ度たびの祝祭において、〝胃薬〟の流通に際し帝国内商人ギルドで最も強い影響力と発言権を持っていた商会のトップだった。

「ただでさえ疲れきっていた神獣は、酒の効果で弱体極まる！　一いつ斉せい攻撃を仕掛けるぞ、蛇狩り第一部隊！　準備はいいか、吾ヴイエーナ！」

「了解、自分ヴイエーナ！」

　号令に合わせ、贄全員がローブを剝はぎ取とる。

　大人と少女、二人のヴィエーナを筆頭に、魔法に用いる杖つえを構える。誰もが、本来ここに来る贄として選ばれていなかったはずの、ヴィエーナ商会に関わりのある魔法使いだった。

「強化、装そう塡てん！」

　命令に合わせ、杖を構えた魔法使いたちは、皆同じ瓶びんを取りだし、一息に飲み干す。すると、全員の身体から目に見えるほどの魔力が逬ほとばしり、能力が爆発的に高まる。

「さあ、今こそ神殺しの栄誉をこの手に！　そして、新たなる商機拡大のために！」

「総員、撃てぇ────っ！」

　両ヴィエーナの導きに従い、一千強の魔法が杖先に集束する直前、大小の商会長の額に赤き紋様が輝き──彼女らを中継点として、商会所属の魔法使い全員に力を与える。

　ブーストされた魔力による統一された炎の魔法が、セプトボカの一匹を炎で包む。頭から、未いまだ水中にある長い長い胴体までもが連鎖的に炎に包まれ、そして、それが消えたあと、黒こげの身体はぴくりとも動かない。

「第一部隊、目標達成！　セプトボカ一体を、行動不能に追い込んだ！」

　魔法使いたちの歓声が爆発する。二人のヴィエーナはぐっと拳を握り、己の成功を嚙かみ締しめ、揃って呟つぶやく。

「「ヴィエーナは、やりました……！　ご覧になっておられますか、我が主ッ！」」
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　レジスタンスが進めてきた、蛇狩り計画──それに必要なのは、神に捧げる奉納の果実を用い、ヴィエーナ・ショートッカが錬金学知識をもって加工した代しろ物ものだ。

　その酒は、奉納の果実より、神に捧げる供物＝神に背いた存在である神獣にとって、最大最悪の毒として機能するように調整された。大樽十杯分を飲み干したあたりで効果は現れ始め、あらゆる攻撃に耐性を備える神獣を、内側から蝕み、極限の酩めい酊ていに程近い不調状態に叩き込む。

　鱗は劣化し、再生も遅れる……そして、何より特筆すべき点は、他のセプトボカとの接続を不全にさせる。

　蛇狩りの酒で酩酊したセプトボカは、頭が減ったことに気付けない。

「全団員に命じる！　今は、僕に手を貸すな！」

　朽くち果はてた砦とりでの内部に出現したセプトボカは、十杯を呑のみ切きる前に効果が出たせいで、抵抗する余力を残してしまっていた。ただのたうちまわるだけでも凄まじい破壊をもたらす神獣は、砦の城壁を、設備を、次々に破壊する。

　作戦の狂いに動転する兵たちに号令を飛ばしたファルファ・レプテ・ラスノは、一歩前に出る。

「お戻りを！　危険です、若様！」

「大丈夫だ。シュヴィスタ」

　必死の制止に、ファルファは落ち着いた声で言葉を返し、こう続けた。

「今の僕ならば、やれる。そんな確信があるんだよ」

　左手の甲に浮かんでいた、赤き紋様が輝く。すると、ファルファが持っていた、彼が愛用する、目には見えない大気の剣が──目に見えるように、浮かび上がった。

　大気の剣が、影を纏い、深い闇に包まれた。

「わ、若様、それは──」

「多分、お節せつ介かいな侍従の置き土産だ。彼女も一度、我が友と契約をしたからかな。彼の中に、《技能スキル》が一部ストックされていて、それが今、僕に流れ込んだのかもしれない。なんて……こんな現象、前例がなさすぎて、憶おく測そくでしかないんだが」

　心地を確かめるように振るう。刃の軌跡が光を食らわれたかのように、一瞬の夜の暗さを持つ。

「確かなのは、二つの剣が、ここにあるということだ。──君の遺志、受け取った。共にこの先へ、未来へと連れていこう──ディハイン・ジェドハルド！」

　青年剣士に宿りし《技能》の名を［黒点同化ギルテイメルト］。万物に存在する〝影〟の中へと自らを溶け込ませる力が、ファルファ・レプテ・ラスノを守る。

　それを発動させた時、彼は誰にも見つからない。ファルファは、己の視界が色の失せた白黒二色になったのと同時に、周囲が自分を見失ったことを反応から窺うかがい知しる。

　ラスノ騎士団も、突如主が所持していないはずの《技能》を発動させ、更には刃やいばを一振りした瞬間に消え去った事態に困惑を隠せなかったが、いち早くシュヴィスタが陣頭指揮を代行し、指示を飛ばす。

「全騎士団員、後退しつつ、注目ッ！　これより、我らがラスノ騎士団長、ファルファ・レプテ・ラスノ様が剣を振るう！　その瞬間、見えずとも目に焼き付けよ！　剣士としてこれより追い続ける、永年終生の手本となるであろう！」

「……い、いや。大口を叩いておいて何だが、そこまで持ちあげられるのも……」

　誰にも聞こえない本人の反論もよそに、ラスノ騎士団が一いつ糸し乱みだれぬ応答を行う。シュヴィスタを筆頭に、誰も彼もがファルファの活躍を信じ、疑っていない。

「……まあ、今更か。これまで散々、そんな気分は味わい飽いた」

　ラスノ騎士団は、ファルファが創ったものではない。彼は地盤を受け継いだだけであり、団員は先代【剣鬼】の勇名にこそ魅みせられていた。

　どれだけ物足りぬ思いをさせてきただろう。実の息子でありながら、ファルファには母に比する才はなかった。《技能》に偏へん重ちようしたスタイルは実力不足を糊こ塗とする小細工で、純粋な技を比べる勝負であれば、おそらく彼は、自分の部下の誰にもまともに勝てはしない。

　そんなファルファを、騎士団の皆は鍛きたえてくれた。代行に守られた大領主の当主、空座であった騎士団長への着任に際し……皆への謝罪と、いつか母を、本当に求められる騎士団を取り戻すために手を貸してほしいと懇こん願がんした未熟者を信じ、敬意をもって、従ってきてくれた。

　──それが果たされた後。先代団長を取り戻し、再び迎えた際の騎士団員たちの振る舞いをこそ、ファルファ・レプテ・ラスノは、永年終生、決して忘れることはない。

「その恩義、今返さずいつ報いる。彼らがしてくれたことの価値、今示さずにいつ見せる！　大舞台でこそ奮ふん起きすべし──心躍らせろ、飾りの当主！」

　ファルファが駆け出したのと同じくして、白黒の世界で、大蛇が尾を振るう。ファルファがどこにいるのかが感知できなくなったセプトボカは、どこにいようと関係ない、範囲を薙なぎ払はらう攻撃をしてくる。

　本体であるセプトボカの巨大さは、ラスノ家が所持していた脱ぬけ殻がら、帝罰とは比較にならない。そも帝罰は、祝祭で贄を喰らった後の成長で行われる脱皮の副産物として生まれるものだ。序列下位の彼らが持っていたものは何回も前の古い脱殻であり、性能も低かった。

　サイズも、速度も、纏う魔力も桁けた外はずれ。弱体も不十分で、怒り狂っている。当てずっぽうに振るう尾の風圧だけで吹き飛ばされる騎士団員たち。そして、これまでかろうじて幸運に外れていた軌道が、ついにファルファを飲み込むように──。

「──そこだ」

　尾が衝突する寸前、ファルファは腕を突き出した。

　闇を纏う大気の剣の切っ先は、巨大な蛇の尾の、巨大な鱗の一枚に触れ、貫いた。

　貫くと同時、セプトボカにしてみれば針の一刺しよりもなお小さな、取るに足らない細さでしかなかった剣の、その周囲が大きく、塵ちりとなってくり貫ぬかれた。

　セプトボカにも騎士団員にも、観測しえたのは〝巨大な尾が突如、見えない巨槍に突かれたように風穴を開けられた〟というのみだ。セプトボカ側には恐怖と困惑を、騎士団員たちには、とりわけ誰よりもその成長を傍で見守ってきたシュヴィスタは、何なん人ぴとも崩せぬと言われた鋼鉄の真顔に涙を滲にじませながら呟いた。

　その技能がもたらした威力であっても、それを使いこなす腕は、己を凡人と知りながらも歩みを止めなかった青年が行き着いた境地であると知っていたから。

「ご立派でございます、若様。よくぞここまで、ご自身を磨きあげられました」

　ファルファはセプトボカの動きが止まった一瞬の隙すきに、その鱗と鱗の間に剣を突き立て、足場にしながら大蛇の身体を登る。

　影と同化し認識されずとも、［黒点同化］は触れてしまえば感触を与える。セプトボカは自らの体たい軀くに、眼に見えぬ害虫が這はい回まわっていることを察したらしい。自身の鱗を無数の小蛇へ変え、接触の感触がある部分に飛び掛からせる。

　それらを、最小限の動き、最大限の効率でファルファが越える。立たち塞ふさがる蛇を斬り、大気を固めて作った足場を跳んで避け、上へ、上へ──蛇の頭へ、真まっ直すぐに。

　どれほどの困難が立ち塞がろうと、騎士は迷わず、目標を見据え、ついにその剣は──脅威のあまり、セプトボカが地面へ再び潜ろうと試みた時、その眉み間けんを深く深く突き刺した。

［黒点同化］は、万物の〝影〟に潜る。〝世界の影〟に潜れば身を隠せ、そして──〝命の影〟に攻撃を潜らせれば、破壊以上の破壊が起こる。

　大蛇の頭部が、塵と爆はぜた。

　追走してきていた小蛇の群れもまた、本体の指令を失い一斉に弾け飛んだ。その威力の波及は、ファルファが足場としていたセプトボカの頭部もなくしてしまい、彼は地上へとまっ逆さまに投げ出される。

（──しまっ、た、能力、を──）

　大気を固めようとする。しかし、頭痛と眩暈めまいが集中を乱し、手の中に握り込んでいた剣の感触が消え、彼の視界に色が帰ってくる──全《技能》が解除されている。

　二種の《技能》を併用した代償は重く、ファルファは成なす術すべもなく頭から地面へ──。

「良きものを見せていただきました、若様」

　──叩きつけられる寸前で、キャッチされた。青髪の女騎士は抱き抱えた腕の中の主を見下ろし、心なしか普段よりも柔らかい真顔で頷うなずく。

「……いや。それも、これで帳消しだろうさ。最後の最後で、しまらないところを見せてしまったな、シュヴィスタ」

「なれば、それをこの先の課題として。瞬発力を発はつ揮きした後も行動できる持久力の獲得を、明日以降は取り組むといたしましょう。ラスノ騎士団──いえ、ファルファ騎士団一同、一丸となって、これからもお支えします」

　あたりまえに口にされた、あたりまえの展望。

　それが、今のファルファには、染しみ入いるように心地好い。

「──そうだな。未来は続く。この先に道はある。僕たちは、そのために抗っている」

　頭部を消し去られてなお、セプトボカは脱殻のように消滅はしない。徐々にではあるが、今も再生が始まっている。

　甦よみがえったとき、そこにいるのは酒での弱体化が解除された、剝むき出だしのセプトボカ……あらゆる悪事を力ずくで押さえ込み強制的な秩序をもたらす、調停のためにはすべての反乱者を皆殺しにできる怪物だ。

「僕は、僕のやるべきことを終えた。後はそうだな、祈るとするか。……頼むぞ、【七の鎖を解く者】。君たちの、長き時で煮えたぎらせた、反逆の意志を解き放て……！」
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　何かに抗う力を持つのは、特別な資質を備えた者だけではない。

　むしろ、逆だ。

　特別な資質など何も持たないがゆえに、人は苦境に対面し、理不尽に弄もてあそばれ、そこに生まれる。どうしようもないという諦め、どうにもならないという挫ざ折せつ、その先の怒りが。

　特別な資質など要りはしない。あたりまえに生きるあたりまえの命が求む、ささやかで平穏な未来への夢想が力となる。

　神獣セプトボカを食い止めるのは、そんな、どこにでもいる人間だ。

　レジスタンスの構成は多た岐きにわたる。種族も、出身も、味わった不幸も違う。それでもただ一つ、七支王が敷く秩序と調停を打ち壊すのだという目的の下に結び付き、束ねられ、歴史に比する今となる。

　この日の反撃のためにヤーフィラ各地より馳はせ参さんじた【七の鎖を解く者】が指揮を執とる中、セプトボカと戦う。贄に扮ふんしていた者の大半は、隷領民と呼ばれる《技法》を持たぬ者たち、あるいは玩がん具ぐとして、帝都の特権階級の見世物になるためだけにいたぶられる、落陽区と呼ばれる被差別地域の者たちだった。

　満足な栄養も取れず、飢うえや病に命を落とす者も多かった落陽民に、ここまでの体力を取り戻させたものは、ヴィエーナ商会が密ひそかに流通させたポーションだった。

　瀕ひん死しの怪け我がさえ治ち癒ゆしてのける、タィラート族の《血定》が生み出す奉納の果実を原料として作られた特別製の栄養剤は、明日なき者たちに未来を拓ひらいた。咳せきは収まり、血の気がなかった肌には艶つやが戻り、満たされた腹は笑顔を生んだ。生まれた笑顔はこの喜びが失われぬことを願い、そこにはタツィアーノ・ファミリーという受け皿が用意されていた。イスサナ帝国でも最強と目されるラスノ騎士団がつける稽けい古こは、短い時間で彼ら落陽民を〝戦うもの〟へと育てあげた。

「怯ひるむな、進め、倒せ、越えろっ！　ぶっ潰せ、ぶっ壊せ、勝てるんだって思い込め！　そう信じてくれた人がいるんだから！」

　周囲を鼓舞しながら槍を振るうのは──ドン・タツィアーノがヴィエーナ商会への交渉に赴おもむいた日、子供たちの薬を求めて支配の壁から決死の覚悟で踏み出し、運命を繋いだ青年だ。

　彼もポーションで栄養を取り、人として正しい生活をすごすうちに……何より、ドン・タツィアーノの躍やく進しんを目の当たりにし続けることで、その目に光を取り戻していた。

「ぼくたちはドンに、命をもらった、心をもらった、夢をもらった！　その全部を、台無しにしてしまうようなことを、許せるもんか！　今こそここで、恩を返さなくってどうすんだ！」

「そうだ、その通りだ！」

「タツィアーノ・ファミリーは、ドンのために！」

「おれたちの命は、おれたちが使いたいように！」

　彼らは戦う。生涯、闇に生まれ無む為いに死ぬと、誰にも助けられることがないと、嘆なげきさえも枯かれ果はてていた者たちは、手に入れた光を失わないために、自らの意志で武器を振るう。

　自分たちの命を娯楽として成り立たせる秩序に反旗を翻ひるがえし、陽ひの落ちた地に生まれた彼らが、瞳に確たる陽を昇らせて、絶対の神獣へ抗っている。
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「──はぁい、こ～んな様子よね～」

　イスサナ帝国の各地、セプトボカが眠る聖域で行われている〝蛇狩り〟の様を、通信投影の魔法石でレイラ・レプテ・ラスノは会場の五人に見せつけた。

　そこは、祝祭の折おりに大領主が集う貴賓席だった。帝国の最高権力者たちは一様に青ざめ、画面に釘くぎ付づけになっており、所々から「そんな馬鹿な」「ありえない」「どういうことだ」などの呟きが漏れ聞こえた。

「と、いうわけで、毎度の祝祭の手はず通り、神獣さまが帝都にやってきて、賊なんか一いち網もう打だ尽じんにしてくれるよ～やったね～って考えは、ポイってしちゃおっか～」

　能天気な声をあげるレイラを睨にらみ付つけたのは、序列四席の大領主だ。ラスノ家とは領地が隣接し、これまでも何かと策さくを弄ろうしてファルファから事ある毎に利権を奪い取ろうとしていた脂あぶらぎった男は、口角泡を飛ばし「血迷ったか薄汚い売ばい国こく奴ど」と罵ののしった。

「戦に溺れた獣けものの剣鬼、貴様、地獄には一人で落ちろ！　で、ででっ、でき損そこないの息子が奉納の果実の献上というだけで、万年序列最下位が分不相応な一席に取り立てられた、ということにも腸はらわたが煮えくり返るというのに、国まで欲しいか、その価値すらわからぬくせに！」

「うん、そうよね。わたし、ひとでなしだから」

　根こん限かぎりの罵ば声せいに対しての平然とした肯定に、誰もが面食らう。

「わたしは剣しか知らない。わたしは剣しか要らない。わたしに国の価値なんてわからないし、奪とったところで、だーれもしあわせになんてできっこない。でもねえ」

　にへ、と。安物のロングソード一本を携え、厳重な警備で守られた貴賓席を制圧した、人の姿をした剣の鬼が笑う。復権に燃えるジェドハルド家現当主の奇襲を一いち瞥べつもせずに迎撃して足元に転がしている、全盛よりも更に上の怪物は、その腕に見合わぬ優しい顔で笑った。

「この国を、しあわせにし続けるところまではできなくったって。この国を、さあ建て直すぞってところまではお手伝いができるの。それって、戦うしか能がない、子供の一人もきちんと育ててあげられなかっただめなおかあさんにとっては、すっごくうれしいことなのね」

「──まあ。一応、あなたの役割はそれ以外にもあるけれど」

　扉を開けて、小柄な亜人族が耳と尻尾を揺らしながら現れた。【七の鎖を解く者】イスサナ帝国支部・隠密活動部隊の長おさ、ルー・ガ＝ルゥだ。

「おかえり、ルーちゃん。見つかった～？」

「あたりまえ。失うせ物もの探しは、ルーの得意」

　ルーが指の先で器用に回す箱を見て、序列二席の女がわかりやすい反応をした。彼女らは、イスサナ帝国でもっとも領地管理の権限を持っていた一族だ。

「ま、こざかしー封印の魔法がかかってるみたいだけど。こんなのは」

「ええ、こんなのは」

　とん、と指先から跳ねた箱を目掛け、レイラがロングソードを一いつ閃せんした。

　──箱はまず、何事もなかったかのようにルーの指先に戻り、一拍の間を置いたのち、蓋ふたの上部がズレ落ちた。

「マスターキーで、ちょちょいのザン、よね～。ジャムの蓋でも、立て付けの悪い納な屋やの戸でも、おまかせあれだったんだから～」

「いやはや、斬ること以外を放棄することで、何でも斬れる資格を得る──得た《技法》自体はそこまでレアでもないのに、その習熟が怪物なんだよね、剣鬼レイラ。あなたがこっち側でよかった……っと」

　箱から取り出された、封筒に入っていた紙に目を通したルーが口笛を吹く。

「やっぱり、あんたが管理してるものだと思っていたよ、序列二席。万が一の時それなりな波紋を呼ぶ厄介ごとを押し付けるなら、それくらいのポジションのやつだ」

　脂あぶら汗あせを流す序列二席と対照的に、レイラは「え～なになに～？　おばさんにも教えて、ルーちゃ～ん？」と能天気だった。

「大したことじゃない。まあ、要するに、あなたが次の王さまになるってはなし」

「ほえ？」

「剣帝イスサナが、神獣で支配する以前。混迷する戦乱の世で、民を守り、この地を治めていたのは──あなたの遠いご先祖さま、剣聖ラスノ。だから、侵略者イスサナを追い出したら、国を治める正当なる資格は、レイラ・レプテ・ラスノ。あなたのところに戻るってこと」

　目をぱちくりとし、口をもぐもぐとして、数秒が経たち、それからようやく、レイラが発した言葉はこうだった。

「や、やだ～。むり～。だめ～。どうしようルーちゃん、わたし、剣しか知らないよ～」

　先ほど、恐るべき剣を振るったレイラは、おろおろとあわて、すがるように自分よりも小さなルーの袖を摑む。

　呆あきれるように首を振り、ルーは、帝都の中央……もっとも高き尖せん塔とうのある方角を見る。

「この瞬間のことも、この先のことも、やれるだけのお膳ぜん立だては、ぜんぶすませた。あとは、あなたの仕事。みんなを煽あおって、巻き込んで走らせた責任、ちゃんととれよ、ビヨンドレス……」

　呟く言葉は祈りのように。湧き上がりかける絶望に、希望で蓋したものだった。
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　イスサナ帝国、帝都中央に位置する城は、余人の立ち入りを許可されていない。高い壁に囲われ、魔法的な視覚結界に阻はばまれたその中がどうなっているのかも、謎なぞに包まれている。帝覧御前試合や国の運営に関わる各種施設は他にある。

　城は剣帝イスサナが生活をするためだけの場所……すべては自動化された魔法人形マギドールが務め、生きている人間が内部へと立ち入った噂うわさすらない。

　ヤーフィラを統治せし七人の王、世界で最も尊き人物が住まうのはいかなる場所か、民衆は夢想する。

　そこは、地界のあらゆる苦悩とは無縁な、神々住まう天界の如ごとし楽園か。

　はたまた、人が味わえる限りの贅に満ち溢れた、きらびやかな黄金郷か。

　その答えを今、【七の鎖を解く者】マキャバ・ビヨンドレスは目撃した。

「──は。なんだ、こりゃ」

　それは、歴史の保管庫だった。

　城は、尖塔に至る階段以外、内装という内装が存在しない。壁もなければ床もない極端すぎる吹き抜けの構造で、剣帝が住まう、天上の楽土か地上の栄華かと噂される場所は、外そと面づらだけのハリボテだった。

　中は、緑の欠片かけらで埋まっている。それが一体何かは、すぐにわかった。

　蛇の鱗だ。神獣セプトボカ、その脱殻の破片が、城の形をした空き箱の中に、詰め込まれ、積み重なり、山となっている。

「百年毎に一回。それが一度で六体。かけること五回分。そのうち適当な一体ずつを大領主に貸し与えているから、計二十三体分の鱗……案外入りきるものだろう？」

　単なる鱗の部品として散らばるもの、頭や尾の形を一部戻したもの……それらが出で鱈たら目めに散乱する城の一階に、緑色の暴君、剣帝イスサナはいた。机と椅い子すを出し、足を組み、本を読みながらカップを傾けている。

「ようこそマキャバ・ビヨンドレス。御覧の通りに何もないところだが、くつろいでいくといい。僕も帝王様らしく、できる限りにもてなすとするよ」

　本から顔もあげぬまま、イスサナは指を鳴らした。帝王の勅ちよく命めいは神聖にして絶対、合図を受け、是も非も問わず動き出す。

　四方八方、上下左右。空洞の城の内部は、二桁を超える蛇の脱殻……帝罰と呼ばれ用いられる、強大な武力で埋め尽くされた。

「そら、君の大好きな戦争だ。じっくり味わい、楽しみながら食べるといい」

　あらゆる方向から、帝罰がちっぽけな人間目掛けて飛びかかる。

「悪ワリィな」

　しかし、ビヨンドレスに飛びかかった蛇の脱殻は、そのどれもが届かなかった。

　一定以上に接近すると、動きを逆に回すように来た軌跡を逆走する。蛇から元の鱗へ戻り、その一枚に至るまで元の位置に収まった。

「こちとらずぅっと飢えててな。質より量の大雑把なもてなしじゃあとても満足できねえんだわ。やっぱりこういう時は、とっておきの一皿じゃねえと、よっ！」

　走り、跳躍し、振り下ろした踵かかと落おとしがテーブルを叩き割る。イスサナの飲んでいたカップが宙を舞い、攻撃を受けた本人は既にテーブルを離れていた。読んでいた本はきっちり手に持ち、視線はあげないまま「そうかい」と退屈そうに口にする。

「それなりには磨いたみたいだね、その《技能》。君の夢につき合わされた敵も味方も、あらゆる無念も未練も呪じゆ詛そという食い物エネルギーに還元して発動する現象逆行──［死にぞこないライフイズビヨンドレス］。長生き以外の使い方ができるようになるなんて、君、本当に恥知らずだな。今まで何回、面つらの皮を脱皮してきたんだい？」

「ンなもん──数えきれるわきゃねえだろうッ！」

　飛びかかっていくビヨンドレスの、その一歩目にイスサナが本を投げつける。

　ビヨンドレスに弾き飛ばされた本は、その製造工程を逆回しにする。ページの糊のり付づけが剝がれ、カバーと分離された紙束は一枚一枚ばらばらに散り、一つの大きな紙となり、書かれていた文字……そこに染み込んでいたインクが分離して浮きあがり、ふわりと地面に落ちた。

「おいおい、こんな牽けん制せいで能力分析か？　嬉しくなっちゃうねえ。オレってば、あの剣帝イスサナに、警戒してもらえるほどの大物になれたってことかい、ええ？」

「まあね。頭の体操というやつだ。世の中は度どし難がたいほどに退屈だから、自分で楽しむ努力をしなくちゃあいけないものな。──どれ、それじゃあ攻略していこう。僕が挑戦者か、いやあ、わくわくするね」

　接近を試みてくるビヨンドレスに対し、イスサナは後退しながら指を鳴らす。

「検証一。飽ほう和わ攻撃」

　今度は、帝罰としてではなく、鱗のままに用いる。速度と重量、加えて鋼以上の硬度と魔力的質量を備える鱗は、掠かすめただけで胴体を骨ごと切り飛ばす。

　それが千、万、吹き抜けの城内の全方向からまとめて殺到していく。距離を取り、イスサナはその成り行きを観察する。押し寄せる鱗と同じ分だけが、やはり逆回しに戻されるものの、その戻った鱗を再び差し向ける。

　ごうごうと渦を巻く。いつまでも終わらない。──と、そのように見えていた渦うずが、イスサナに近づいてきた。

「おっと」

　大きく飛とび退のく回避は、渦から突き出てきたビヨンドレスの突撃からイスサナを守る。

　あれだけの鱗に襲われ、能力を酷使しながら、ビヨンドレスに疲労の気配は見られない。汗一つ掻いておらず、イスサナにタフな敵意の眼まな差ざしを向けている。

「忠告だ。スタミナ切れにも、エネルギー切れにも期待するなよ。オレは自分の疲労すら［死にぞこない］で戻せる。限界に辿り着くとしたら、七支王連中がこの五百年でやらかしてきた傍ぼう若じやく無ぶ人じんのツケが、支払い終えたくらいの時だからな」

「検証二。死角攻撃」

　それは、ビヨンドレスが知覚しようのない場所から来た。

　足裏から脳天を串くし刺ざしにする角度で、鱗が城の床を突き破ってくる。

「紛まぎらわしい言い方をしてしまったね。鱗は城にすべて収めているが、一階にあるのが全部じゃない。上だけじゃ収まりきらなかったから、床下にもしまっておいたんだ」

　その鱗はビヨンドレスに届きはしなかったものの、床を砕き、そちらは逆行しない。

　こうなって初めてわかったことだが、城の地下には、広大な洞窟が広がっていた。凄まじい高さを、ビヨンドレスと、そしてその後を追うイスサナが落ちていく。

「検証三。攻撃ならぬ攻撃」

　イスサナが放った帝罰や鱗の攻撃を、ことごとくビヨンドレスは無効化した。

　しかし、翻ってこれは何だ。

　床がなくなり高所から地面に叩きつけられる、これは誰かの攻撃ではないし、その下に偶然瓦が礫れきや不用品が大量に散らばっているだけで、悪意も敵意も害意もない。こっちが勝手に向かっている。

「浅いな」

　中空にて、ビヨンドレスは一笑に伏す。

　彼は──何もしない。ただ地面に叩きつけられ、五体は瓦礫に突き刺さり、百人が百人見て即死だと判断するしかない怪我を負う。

　……それら外傷が、血の一滴肉片の一粒に至るまで逆回しに戻っていくまで、わずか五秒とかからない。復元した腕で腹に刺さった瓦礫を抜き、髪を掻きあげ、溜息を吐つく。折れた足を立たせて踏み出す。

「底が知れてる。痛みが足りない。この程度じゃまだ、まだまだ、まだまだまだまだまだまだまだまだ──オレが死ぬのしごとおさめが赦ゆるされる、終わりの地平ビヨンドアウトにゃァ程遠い」

「大したものだね。それだけの力を得るまで、一体、どれだけの地獄を観た？」

「ああ。七支王の七ヶ国、あらゆる地獄を巡ったよ」

　剣帝城の地下大空洞、砕かれた床の瓦礫に混じっているものを、ビヨンドレスは一瞥する。

　無数の鱗を貯蔵した階上が歴史の保管庫であるならば、この地下は歴史の遺い棄き場ばだった。あまりにもぞんざいに打ち捨てられた品々は、かつてこの地がイスサナ帝国ではなくラスノ王国であった際のものだった。

「愛が踏みにじられていた。勇気が踏みにじられていた。知恵が踏みにじられていた。節制が踏みにじられていた。信仰が踏みにじられていた。正義が踏みにじられていた。希望が踏みにじられていた。何様のつもりだ、テメエらは。秩序と調停なんて建前を振りかざして、やってんのは自分が楽しくなるための箱庭遊びだってことに、自覚がねえわけねえよなあ？」

「それの何がいけないのかな？」

　不思議そうに首を傾かしげる、イスサナの表情は笑みのままだ。

「あれを直接見ていない君にはわからないのも無理がないんだけど。ほんとうにひどい戦争だったんだよ、ビヨンドレス」

　言葉には確信が籠っている。それを実際に見てきた者のみが持てる実感があった。

「七大国の外交は限界で、誰もが明日世界は終わると怯おびえていた。僕たちは、それをどうにかしたかった。だから、手を組んだんだ。七大国に製造された最終兵器だった僕たちは、安全装置のせいで攻撃できない母国を代わりに滅ぼしてもらいあって、それぞれが滅ぼした国を縄張りに王様をはじめた」

　現在のヤーフィラの歴史を紡つむいできた始点たる存在が、自分たちが作ったものを語っている。

「信じておくれよ、人間。七支王ぼくたちは心の底から、人間を放っておけないだけなんだ」

　──ビヨンドレスは、その言葉と眼差しに目を細める。剣帝イスサナは、噓うそを言っていない。語った歴史も、その思いも、欺ぎ瞞まんのない本音だ。

　だからこそ、ここで袂たもとを分かたねばならない。

「僕が死に、神獣まで不在となれば、他の七支王が黙っていない。彼らもまた、それぞれの救いを抱いて国を統治している者たちだ。イスサナとセプトボカが消えたと知れば、一刻も早く救済せねばと攻め入ってくる。一つの国じゃなく、すべての王と神獣が、だ。支配権を求めて争いが起き、人なんかその余よ波はだけで次々に死ぬ。百年に一度、神獣を維持するための贄なんかそれに比べれば軽いんだ。大局を見ようよ、ビヨンドレス。子供じゃあないんだから」

「──何を、勘違いしてるんだか知らないが」

　ビヨンドレスは、瓦礫を砕きながら進む。

「いつオレが、より良い世の中を作るために戦っている、なんて言ったよ。そんなオリコウさんに見えたか、よりにもよって、このオレが？」

「何……？」

　剣帝の意外そうな顔を見て、レジスタンスの長は思わず笑う。

　……そう、思い出す。ビヨンドレスは地獄を見た。救いきれぬ終わりを見た。七支王が布しく秩序の世界、他の国との侵略戦争、国家間の戦争が決して勃ぼつ発ぱつしない代わりに、その自国の中でならば、最上位者が定めるあらゆる傍若無人が罷まかり通とおる、それを誰も咎められない有り様を見て、見て、見続けた。

　前々回の〝祝祭〟で、自分が将来を誓い合った相手が、手の届く距離でセプトボカに飲まれた風景を、ビヨンドレスは、忘れない。

「オレはな、イスサナ。誰かが過あやまちを犯している時、決して侵してはならない場所に踏み込まれている時、他の誰かが『それは間違っている』と、助けにこられる世界が欲しい。それだけだ」

「誤魔化さないでくれ、ビヨンドレス」

　細い目が、ビヨンドレスの目を突き刺すように覗いている。心の奥底を見透かしたように、イスサナは口にする。

「呪いで動いている君が、綺き麗れい事ごとをほざくなよ。世界の平和なんて二の次で──ただ、自分のしあわせを踏みにじった憎いやつをむごたらしく殺したい、悔しくてたまらない無念の中で消し去ってやりたいって、魂たましいに書いてあるぜ？」

「そうか。それなら、話が早くていい」

　瓦礫を蹴って、肉薄する。

　剣帝が如い何かに並外れた剣の達人だろうと、関係ない。ビヨンドレスの持つ《技能》、身に貯蔵した呪いのエネルギーを元に逆行の効果を発動させる［死にぞこない］は、身に剣が迫ろうと押し戻すし、斬られたところで復元する。その効果を叩き込めば、剣帝が如何に不死不滅の存在だろうと、製造うまれる前へと戻して消し去る。

　平和な時代であれば、こうも使えるはずもなかった力。

　七支王を殺すのは、彼ら自身が量産した悲劇であり、自業自得の報いである。

「受けとれ、イスサナ。これが、オマエの積み上げた〝過去〟だ」

　手が伸びる。今にも届く。ようやく終わる、五百年間の嘆きと、二百年間の後悔が。

「そうか。じゃあ──過去には、未来だ」

　イスサナは視線を上に、「おぉい」と呑のん気きに呼び掛ける。

「おいで、シーパ！」

　耳が、上から聞こえたかすかな音、床を蹴り、跳ぶ音を捉とらえた。

　反射的に視線が動いた。

　そこには、頭を下に、力なく弛し緩かんした少女が落ちてきていて。

　目があった。

　ビヨンドレスの、触れたものを逆行させて消し去る腕に、触れようとしている。

　迷うな、と叫ぶ何かがある。このまま止まらなければ、その先に悲願がある。六体の蛇を潰され、一時的に能力の低下したイスサナを殺せる。好機は今をおいてない。未来にまたある保証もない。そう、積み上げてきた犠牲たちが、声を揃えて言っている。

　迷うな。

　迷うな。

　悩むな、

　止まるな──。
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『はい。わたし、おやくにたちます、おじいさま』




　頭の中の声に混じって、小さく。

　いつか聞いた、幼い少女の声がした。





　　　　◇◇◇◇◇






　マキャバ・ビヨンドレスがその一族の噂を聞きつけ三つの国境を越えた時、とっくに事は済んでいた。

　厳しい砂漠の中で懸命に命を紡いでいた、オアシスの村がある場所には一軒の民家も、命の水源も見当たらない。そして冗談のように、足元の地面の砂から、オアシスに育つ、背の高い樹の先端が覗いていた。

　ここにあったすべて、村ごと砂に埋もれたらしい。七支王の裁きによって。

　遅かったか、と安楽の祈りを捧げて踵を返そうとしたとき、ビヨンドレスの耳には、それが届いた。

　砂の下から聞こえる、ほんのかすかな、泣き声のような音が。

　まさか、と《技法》を用いて砂を堀り、やっとのことで見つけた民家の隠し部屋には、奇妙なものがあった。

　瑞みず々みずしく、生きている、草の球。

　赤子の泣き声は、その中から聞こえていた。

　草を切り裂くも、赤子を保護する球は、泣き声に反応して再生してゆく。草の球の中は涼しい。赤子の口の中には、ぽたりぽたりと草くさ露つゆが垂れ落ち、常に潤うるおされて渇かわかぬようになっていた。

　どうやら、絶えなかったらしい。神々に捧げる奉納の果実を育てる砂漠の民、タィラート族の血は。

　タィラート族の言葉で「育てるもの」と「暖かき陽の光」を意味する、シーパ・アトゥルルルハという名前を与えられた赤子は、イスサナ帝国でも監視の目が緩ゆるいラスノ領地の山岳部にあるミハテ村で、ビヨンドレスにより育てられ始めた。

　聡そう明めいで、活発で、優しい子だった。

　苦しみ、悩み、涙する子だった。

　自分の中に眠る力に翻ほん弄ろうされ、やりたいこともやれない。大地の中で唱うたい踊おどる、たったそれだけのことが世界に仇あだなす行為になる。

　思いやりに溢れ、だから、人のために己を殺す少女だった。

　それを、シーパは一度たりとも、やめたいとも嫌だとも言わなかった。……そうなるように、そのような環境で育てたのは、他ならぬビヨンドレスだった。

　一度、尋ねたことがある。彼女が秘めた能力の意味と、そのせいでタィラート族が滅んだのも伝えた上で、いつかそれを使ってもらう時が来るかもしれない、と。

　少女の答えは、ビヨンドレスの予想と、寸分違たがわぬものだった。

『はい。わたし、おやくにたちます、おじいさま。わたしは、ミハテ村のみんなが大好きです。育ててくださった恩を、返させてください』

　その夜は、一人で祝杯をあげた。……大昔、大切な相手と共に作った酒だった。

　旨うまい酒に醸造が必要なように、〝忠実な《血定》持ち〟という駒こまが、大事に育ててやっと実った。これで宿願が果たせる。自分の大切なものを、永遠に取り戻せぬ場所に奪い去った剣帝に復讐できる。その結果、能力の酷使で少女が死のうと、五百年続いた暴君の支配を打ち破る価値とは比するべくもない。

　そうわかっていながら、とっておきの酒はまったく味がしなかった。

　歪ゆがめて育てた人間を、目的のために利用する──七支王と何が違う。

　心の水みな面もに落ちた一滴の疑問は、波紋となって広がっていく。

　そして、それが最も大きく、取り返しのつかないまでになったのは、あの瞬間だった。

　隠していた情報を調べあげてやってきた、大領主ラスノ家。シーパを奪いにきた連中に、レジスタンスより早く、何の打算もないまま、《血定》持ちのタィラート族、王政打破の鍵としてではなく、ただのシーパ・アトゥルルルハとして助けるために戦いへ赴おもむいた少年を知った時。

　決死の戦いから戻った少年に、朝日の中で泣きながら抱きつく少女を見ながら、ビヨンドレスの口は、どうしようもなく緩んだ笑顔となっていて──。




「──笑えよ、七支王」

　世界の支配を打ち壊すために、あらゆることをやってきた男が、腕の中の少女を見下ろしながら言う。

「オレは、どうやら、おじいちゃんになっちまっていたらしい」

「見ればわかるよ」

　ビヨンドレスを切り刻んだのは、イスサナが読んでいた本に挟まれていた栞しおりだった。攻撃を無効化する逆行は、落下してきたシーパを受け止めるために解かれている。

　四し肢しを落とされ、最後に心臓へ刺された栞の斬撃による傷は──危き惧ぐした通りに、逆行さいせいしない。

　ビヨンドレスは見ていた。栞の表面に、イスサナが自ら傷を付けた手の指からこぼれる、緑色の血液がべったりと付着していたのを。

「知っての通り、僕──決戦殺さつ戮りく魔導兵器セプトボカ・第一の首の血は、猛毒だ。今打ち込んだモノの種別は《補完》、即ち、一切の変化を認めないこと。君の《技能》はそこにあるまま無意味となる。だというのに、それでも辛かろうじて生きているというのは、大概に怪物だね」

「シーパに何をしやがった」

　抱き留める腕から投げ出された少女は、立ち上がるや否いなや、イスサナの傍に立った。その表情は虚うつろで、感情の一切が抜け落ちている。

「君が怒るなんて筋違いだろう、レジスタンス。いたいけな少女の心を操り、自分の目的のために利用する──そちらのやっていたことと何が違う？」

　近づいてきたイスサナは、四肢のもがれたビヨンドレスの額ひたいに、自分の額を合わせる。

「僕らは友達にすらなれると思うね。有用な道具を、有用に使おうとした同士として」

「──そいつは、無理な相談だ」

　相手の油断に乗ずる。ビヨンドレスは、触れてきたイスサナの額から、逆行の《技能》を流し込む。生命機能をかろうじて維持していた分の力をそちらに回したことで死に近づくが、十分すぎる成果があった。

「ぐぅっ!?」

　イスサナが頭を抱えてよろめく。流し込まれた箇所がそこなら、まずは思考や記憶に影響が出る。この危機に対処しなければ、という考えも最初に消えて、自分がなぜこんなところでこうしているかもわからなくなるだろう。その前に今、ビヨンドレスは勝利宣言をくれてやる。

「情けねえ話だよ。オレはこんな最後の最後で、方針が、揺らいじまった。そいつが、道具じゃねえってことに、気付いちまった」

　ビヨンドレスが、大量に吐血する。相手に流し込んだ呪詛の量が多すぎて、体内の保護が追い付かない。蛇の毒が、回っていく。

「はは……けどな、シーパをいいように使った外道として、オレもおまえも同類だ。一緒に逝いこうや、剣帝サマ。お互い、罪滅ぼしはしねえと、だよな？」

「──うん、そいつは無理な相談だね」

　ビヨンドレスは、その反応に絶句した。

　頭を押さえ、うめき声をあげて苦しんでいたイスサナは、突然ぴたりと手を離した。

　頭を包んでいた、逆行の呪詛が跡形もなく消えて──下から現れた顔は笑っていた。

「君の行動は悪だが、僕の行動は世界を守る善の行いだ。滅ぼすべき罪なんてないんだから、裁かれて死ぬ謂いわれがない」

　どうして、という疑問を抱くまでもない。

　シーパが、歌っている。踊っている。神に捧げる供物を実らせる、奉納の巫女が。……それに気付いた瞬間、ビヨンドレスの表情が苦く悶もんに染まった。

「いい顔だね。察しの通り、僕は既に、彼女に実らさせた果実を食べている。神獣セプトボカであり、現あら人ひと神がみたるイスサナには、実に相性がよかったよ。……く、くく、はははははははっ！」

　イスサナの身体を覆っていた、限りなく薄い、蛇の鱗が次々と剝がれて落ちる。露あらわになったのは、閉じ込められて隠されていた、膨ぼう大だいなオーラ、生命のエネルギーだ。

　これまで我慢していたものを解き放つように、イスサナは腹を抱えて笑った。

「ビヨンドレス！　ヴィエーナ商会を襲撃し、タィラート族を手に入れた僕がさ、製造されているだろうモノの所在を暴きもしなかったのは、こういうことだよ！　この国を落とすのに必要な剣帝殺しは、因縁と能力からして君がやりたがるのは見えていた！　ただ一人逃げ出した臆病者が、自分の過去を清算するために我欲を通すと！」

　イスサナが、ビヨンドレスを踏みにじり、蹴りつける。普段の様子からは考えられないほどに、剣帝は高こう揚ようしている。

「なあ、教えてくれよ！　今、どういう気分だい!?　くだらないこだわりで、生き方を変えてしまったばっかりに、愛する娘のせいで無意味に無価値に死んでいくっていうのはさ！　ああ、これだから──こういう楽しい愚かさを何度も何度も提供してくれるから、人間を存続させるのはやめられない！」

　イスサナが両手を叩くと、周囲の鱗が飛来し、自らを切り刻む。それは病的なまでに、ビヨンドレスより荒々しい粉微塵に分断されるも──それらが一度も地面に落ちる前に、中空で再生する。度を越した回復能力であり、これこそが、ディハインの自爆からも生存した解答だった。

「君が勝てないのは当然だ！　恨うらみだの呪いだの、つまらない過去から生まれた後ろ向きな動機で、僕ら七支王の、より良い未来へ世界を導こうとする前向きな意志を打ち破れるわけがあるもんか！　この力があれば、他の七支王なんかいらない！　僕はこの世界の全員を、僕だけのルールで染めあげられる！　本当にありがとうビヨンドレス！　君が育てた君の希望は、代わりに僕の希望として、君より上手に使ってあげるよ！」




「ふぅん。そいつは実につまらなそうだ」




　それは、転がるビヨンドレスの負け惜しみではなかった。

　イスサナの背後から投げ掛けられた、冷めきった声だった。

「理由はわかるよ。アンタ、致命的にセンスがないんだ。え、もしかして自分でわかってない？　そいつは気の毒に、なら、とりあえず一つアドバイスをしてやるとさ」

　いつの間にかそこにいたのは、金の髪と蒼あおの目をした美しい少年で、彼は親指で示す。

　その先にいる──踊り唱い続けているシーパは、感情のない表情のまま、ボロボロと涙をこぼしていた。

「あんな、無理矢理させられてる舞を喜んでいるんじゃあ、三流だろ」

　彼がその手をぶんと振る──すると、そこから散った赤い飛沫が遠くで倒れるビヨンドレスと、シーパの頰にかかる。

　ビヨンドレスの身体に現れていた、毒の浸食を示す痣あざが消え、シーパの目から流れる涙が透明から薄い緑色に変わり、それからまた透明に戻っていく。

　身を蝕む蛇の毒が涙と共に排出されると、少女は膝ひざをつき、少年がそれを支ささえた。

「──天使、さま……」

　うん、と彼は頷く。

「わたし……わたし、なんて、ことを……わたしのせいで、おじいさま、が……」

「大丈夫。大丈夫だよ、シーパ。僕は、全部、どうにかするためにきたんだ」

「え……」

「君が僕を、天使と呼んでくれたから」

「えーっと、つまり、こういうことでいいかな？」

　イスサナは手を持ち上げる。数多あまたの鱗がその動きに追従し、空間そのものを埋め尽くすように持ち上がる。

「既に僕にやられた君が、もう一回無駄死にするためにきた。違うなら、生き延びてみせてくれ、ドン・タツィアーノ」

　ちっぽけな少年に、数えきれぬ刃が殺到する。

　それに対して、彼は、微笑ほほえみさえ浮かべる。

「ああ。違うよ、イスサナ」

　その右目から、一筋の血の涙を流しながら。

　彼はただ淡々と、事実を突きつける。




「果たして、生き延びられるのか。それを試すのは、こちらのほうだ」





　　　　《３》






　帝都から遠く離れたミハテ村、運命神の祭壇で、僕はその光景を見ていた。

　岩壁に投影される映像では、毒で思考を奪ったシーパを操り、イスサナがビヨンドレスを追い詰めている。僕は重い目暈と、脳裏にちらつく断片の記憶を味わっている。

　久々に帰ってきた義父が、疲れきって椅子で眠りこけている時に、そっと毛布をかける娘の姿だとか。普段わがままの一つも言わない娘に、どんなプレゼントを贈れば喜ぶだろうかと相談してくる不器用な義父だとか。

　それは仮かり初そめの日々で、偽りの時間だったのかもしれない。暴君を討ち、世界を変えるという目的の前では矮わい小しような、絶対に果たしたい一番の願いではない、何でもない日々でしかなかったのかもしれない。

　それでも僕には、この時、そちらのほうこそ惜おしかった。

　国が変わらないことより、二人がこんな末路を迎えることが堪たえがたかった。

　気がついたら、映像に手を触れている。

「何をしているんだ、僕は」

　僕を助けてくれた人、僕に居場所をくれた人、その両方が最低な結末を迎えようとしている時に、こんな場所で、こんな様で。

「────────がれ」

　岩壁ごと、映像をかきむしる。そこに映る、四肢をもがれたビヨンドレスや、表情のないシーパに触れて、口から願いがこぼれだす。

「繋がれ、繋がれ、繋がれ繋がれ繋がれ繋がれ繋がってくれ……！　あの時は、そういうことも起こったじゃないか！」

　初めてヴィエーナ商会と事を構えたとき──彼女は、映像の向こうから手を伸ばして、僕を引きずり込んでみせた。

　業務にかかりきりで魔法の学習を怠おこたっていたのが悔やみきれない。知っていたところで、あの現象が、魔法使いでなければ行えないものであるかもしれないが。

「ぐぅぅうぅぅぅうううっ！」

　岩壁をかきむしっていた指の爪がはがれ、血がべったりと付着する。僕は叫ぶ。

「｛命じる、ここへ、僕を送れ｝ッ！」

　何も起きない。映像に伸ばす手は岩壁に触れるだけで、映る場所と繋がったりなどしてくれない。何が足りない。もっと血が要るのか。そんなものでよければ、いくらでもくれてやる。

「送れ、送れ、送れ、送れッ！　僕を、あそこに──二人を助けさせてくれッ！」

　気付けば岩壁を殴りつけている。固めた拳を叩きつけ、自身をより傷つけるために、力の限り振りあげて、振りおろし、握力なんて感じられなくなっても右腕ごと振り回して叩きつけ──。

『だめだめ。それじゃあぜんぜんいけないよ』

　──手首が、誰かに摑まれたような抵抗を受けて止まり、そんな声が聞こえた。

　振り返るも、誰もいない。けれど、今の声と手の感触には、覚えがあった。

「……猫の、お姉さん……」

『縁近からぬもの、線繋がらぬもの、それを結びつけるものこそ、運命。君が届くには、まだそれが足りない。そう──君からだけじゃあ、あの場に至るほどまで、結べない』

　──僕、だけでは。

　僕が、あそこに行きたいと、願うだけでは。

　なら。それならば、僕が、やるのは──。

『覚えてるかい？　見すぎちゃだめだ。目を合わせるのもよくない。意識も集中させすぎず──自分の中に、場所を作る。押し付けるのではなく、相手のことを、受け入れる場所を』

　いつか受けたアドバイスを、もう一度、言われた通りにする。

　自分を、世界に融とかすように。壁をなくし、雑音を消し、深く、深く、潜るように。相手に──己を、委ゆだねて、託す。




『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　　　』




　──あ。




『　　　　　　　　たすけて　　　　てんし　さま　　　　　　　　』




「──ああ。繋がっきこえたよ、シーパ」

　片方だけではない。双方から手を伸ばしあい、今、運命が繋がった。

　岩壁に映る映像に、光の波が走る。そこが【窓】であり、通路になったのがわかる。

『一応伝えておくけれど。君ではあの男──剣帝イスサナには勝てないよ』

　でしょうね、と声だけの運命神に頷く。小手先の細工や、仕込みもできないいきなりで戦っていい相手ではないのは痛感している。

「それでも、行かなくちゃ。僕が行きたいだけじゃなくて、彼女も、僕を呼んでくれたから」

『君に、特別な力を持ったまま、今から元の世界に帰してあげようか、と言っても？』

「はい」

『平穏な生活、戦わないでもいい生き方が欲しかったんだろう？　それなのに、自分からそれを捨てるというのかい？　何の偶然でもなく、自分から死を選ぶのかい？』

「はい。僕の運命は、ここで使うと決めました。だからいいんです。これで──いえ、これがいいんです」

　何度だって思い返せる、ミハテ村の一ヶ月間。あの、泣きそうに満ち足りた時間。僕の大好きな二人が笑いあっている、かけがえのない空間。

　しあわせになってほしい、と感じる相手と出会えた幸福が、胸を満たしている。

「シーパと──トラ爺の、二人の関係が好きですから。そこに、僕がいなくったって」

『そうか。わたしは、運命の神様だけど──その手を借りなくたっていい、と言われた相手には、何もしてあげられないね。嬉しいことに』

　だから最後に、一つだけ、と。

　その声は、楽しげに言った。

『君が、自分の運命を使いきるというのなら、とびきり派手なやりかたを教えてあげよう。いいかい、こう唱えるんだ。あのね──』

　……その言葉を聞き終えた僕は、岩壁の映像に進んでいく。二つの運命が、繋げる窓を通っていく。

　後悔はない。喜びしかない。

　運命を壊す、運命神。

　僕を、ここに誘いざなってくれて、ありがとう。





　　　　◇◇◇◇◇






　シーパを助け、軽い挨拶を交わし、戦いが始まる。

　全方位から死が迫る。剣帝イスサナの武器たる、五百年分の歴史──神獣セプトボカの鱗が飛来する刃となって、安納辰巳を微み塵じんに切らんとやってくる。

　その前に、唱えた。




「《感涙には返礼を。奉公には清き意を。我らの絆きずなは是これ即すなわち、塊かたまりの運命である》」





　　　　《４》






　脆ぜい弱じやくなる人間が何事かを呟いた瞬間に、剣帝イスサナは奇妙な感覚を覚えた。

　それが何か、彼にはわからない。わかるのは、内側ではなく、外に起こったことのみだった。

　一度に殺到させた、神獣二十三体分の鱗──それが、逆さかしまに吹き飛ばされた。中心部から広がった凄まじい風圧の奥に、そいつがいた。

　イスサナの知る、ドン・タツィアーノはいなかった。

　背が高い。体格がいい。眼光が鋭い。殺気が深い。年の頃は、十ほど上に離れている。

　それでも、こいつが同一人物だという確信があるのは、全身に纏う雰囲気と、その特徴的な衣服が故だ。一口に言えば、少年の姿から突如成長したドン・タツィアーノ──その表現が、もっとも適切だった。

「形態変化、成長促進か。そんな奥の手を持っていたのかい？　これなら少しは──」

　楽しめそうだ、と口にした瞬間には、それはもう、行われていて、終わっていた。

　ドン・タツィアーノが、その手を、中空を摑むように握り、そして振るう。

　それだけで、再び彼に向けて襲いかかろうとしていた神獣二十三体分の鱗、イスサナ帝国五百年分の歴史が消し飛んだ。

「……は？」

　茫ぼう然ぜんとした声が剣帝から出たのは、何が起こったか、何をされたかわからない──からではない。

　剣帝は知っている。その、どれもに覚えがある。

　大気を己の剣とし、どんな状況からでも即時武装を成なし遂とげる《技能》も、〝命の影〟に攻撃を通し、存在を霧散させる《技能》も、全方位を埋め尽くす鱗を瞬時に、正確に貫く埒らち外がいの剣技を人に与える《技能》も──みな、剣帝イスサナが、弄んだものだった。

「どうして君が、それを持つ？」

　そいつは、答えない。

　答えずに、大気の剣を使い、中空に式を描いた。文字の記述により現象を引き起こす書記魔法、どうやらその式は空間を繋げるものであり、作られた窓の中から、一本の剣が現れる。

　それこそは、蛇剣アマギリ。神獣セプトボカの所有者が持つ帝威の象徴であり、ヤーフィラに二つとない名剣を──ドン・タツィアーノは手にしながら、ぞんざいに、投げてよこした。

　相変わらず、その男は一言も発しはしない。それでも、その行動と目がこの上なく雄弁に語っている。

〝それを使え〟

〝自慢の技を見せてみろ、剣の帝王〟

「────ハ」

　新鮮な感動が背筋を走り抜け、イスサナは身を震わせる。この五百年、蛇剣アマギリを手にセプトボカを操り、ラスノ王国を攻め滅ぼしたあの時も含め、これほど恐れ知らずの態度をとったものはいなかった。

「面白い趣向のもてなしだ。嬉しいよ、ドン・タツィアーノ。僕が直じかに動くと、抑えがきかないで国を滅ぼしかねないから──威圧は蛇に担当させていたんだが。こういう誘いを受けた以上、久々に、僕が本気で楽しんでもいいということだものな！」

　剣帝イスサナ──神獣セプトボカの制御デバイスであり、神獣セプトボカそのものである彼は、どの首よりも強い。その剣技は、多少優れた《技能》を持ち、使いこなせるよう研とぎ澄すませた人間風情が並び立つことを夢見られるようなものではない。人の姿をした神獣、それこそが七支王の本質だ。

　加えて、蛇剣アマギリは所有者でありセプトボカであるイスサナが振るうとき、その真価を発揮する。

　それは、万物蛇毒汚染。アマギリの毒は、効果は元より固体・液体・気体の形状を自在と変え、空間そのものさえ毒に染められる。毒の空間は無味無臭無色、そこに踏み込んだとしても症状が出るまで気付けず、皮膚からだろうと浸透する。

　狡こう猾かつにして卑ひ劣れつな罠、誇りに悖もとり心を欠く、命を効率よく奪うためだけの武器を、だから、あえて、イスサナは用いた。それが、正々堂々の戦いを求めているらしき相手に対する、最大の侮ぶ辱じよくだとわかっていたから。このように裏切られたとき、果たしてどのような嘆きを浮かべるのだろう──イスサナは、そうした形で人間を愛する。

　ドン・タツィアーノは、まんまと毒の空間へと踏み込んだ。

　青年の全身が瞬く間に汚染され、穢けがれの痣が浮かび上がる。──これで終わりだ。さあ、思い上がりを悔いて嘆いて死んでくれ。その前に、小気味良い呪いの一つも吐いてくれ──そう、うきうきと笑みを浮かべながら近づいていく。

　気付いたときには、ぶっ飛んでいた。

「……ん？」

　腹に残った感触が、自分が蹴り飛ばされたのだ、ということを伝えている。しかし、わからない。まるで理解できない。

　どうして、ドン・タツィアーノに浮かび上がっていた穢れの痣が消えていて、こちらへと歩いて来るのか。

　混乱しながら立ち上がり、目を離したのは一瞬で、そして、顔をあげたときには、思いきり腕を振り上げているドン・タツィアーノが眼前にいた。

「────ッ！」

　反射的に振るったアマギリが、ドン・タツィアーノの身体を横一線に両断する。どう考えても即死、生きているなどありえない。──それが、なのに、戻った。間違いない──ビヨンドレスの《逆行》だった。

「う……うおおおおおおおおっ！」

　製造されてより、一度も出たことのない声が出ていた。自分の制御から外れた、意図しない動作で、イスサナは剣を振るっていた。技の欠片も存在しない、力任せの本能で。

　切り刻む。切り刻む。切り刻む。そいつは一切防御などしない。ただ何度刻まれようと立ち止まらず、膝を屈さず、イスサナを見つめ、迫ってくる。蛇のような、いや、そこにあるのは蛇よりもなお恐ろしき、人間の執念、情念、信念、思念。

　そしてイスサナは、ここでようやく、それを見た。自分に迫ってくる、その存在の目を覗いた。

　それには、やはり、どこまでも覚えがあった。

　人の愚かさ、未来に絶望して死んでいく様を眺めるために人類を存続させる歪いびつなる支配者が、数限りなく踏みつけにしてきた何者か。そいつの目の中にあるのは、それらが絶望する直前まで抱いていた熱の集まりで、つまり、ああ、つまり。

　剣帝イスサナを滅ぼさんとしているのは、自らが選んだ歴史、笑いながら積み上げてきた罪そのもの。

　否、もっと率直に、事実を言うならば。

　今、愚かなる暴君に、死の運命が追い付いた。

「あああああああああああああっ！」

　自らが逬らせた音を聞き、ようやく彼はそうかと気付く。

　今あげたものこそ、生まれてはじめての悲鳴であり。




『《感涙には返礼を。奉公には清き意を。我らの絆は是即ち、塊の運命である》』




　少年が呟いた言葉を感じていた感覚こそ──これまで一度も感じたことのなかった、自分にとってずっと与えるだけだった、恐怖と呼ばれる感情なのだと。

「ああ、なんて──なんて、鮮烈な感覚だ！　こんないいものをずっと与えていたなんて──やっぱり僕は、人類の味方だったんだ！　はは、ははははは、ヒャ────ッハハハハハハハハハハハッ！」

　狂喜と狂気に笑いながら、イスサナは剣を振るう。

　それを左の手で摑みながら──形を持った滅びの運命は、大気の剣を突き刺した。

　緑色の鮮血が、黒衣の男の顔を濡らした。





　　　　《５》






「ところでさ、ドン・タツィアーノ」

「なんだい」

「僕の〝影〟とやらは、どうだった？」

「やたらでかくて、妙に深くて、刺しやすくてたまらなかったよ。相当ねじれているな、アンタ」

「ふぅん。それはいい。今まで剣帝として賛美の言葉は尽くされたが、その中でもいっとう嬉しい誉め言葉だ」

　お互いに、崩れていく。

　僕は、身に纏っていた『契約し、繋がっていた者たちの力を借り受けて使うための、運命を前借りした外装』が。

　剣帝イスサナは、倒れ仰向けになった足元から。

「利用価値のある相手は勧誘するのが主義なんだが、取り込むには毒が強すぎる。剣帝イスサナ、アンタはここで消えてくれ。この国は、人間に返してもらう」

「よく言うね。君のほうが僕よりも、余程強い毒のくせをして」

「失敬な、とは言えないか。毒を以もつって毒を制す、こっちがやったのはそういうことだし。まあ、だからそういうふうに後始末もする前提だよ」

「いやあ、それはどうだろう」

　崩壊は首までに達し、すべてが消え去る直前、そいつは楽しそうに言った。

「ドン・タツィアーノ。剣帝を下し、ヤーフィラの調停を崩した者よ。君よりちょいとばかり、人間を長く見てきた僕が教えてあげよう。人間っていうのは、怪物がどんなに想像しても、次々とその上を、飽きる間もなく越えてきたほど──業ごうの深い、どんな毒より怖い欲深だぜ」

　そうして、意地の悪い笑みを最後に、五百年間この国に居座り続けてきた支配者は退場した。

　聞いた話では、第一の首たる剣帝の打倒は、他の首に伝でん播ぱする。今ごろ各地でも、それを確認し、勝利に沸わいているだろうか。城の深い地下からでは、確かめようもない。

「──てんし、さま」

　呼ばれる声に振りかえる。そこには、避難していたシーパがいた。

「その、おからだは──」

「ああ」

　僕は手をひらひらと振る。……半透明になり、もう半ば感覚もない右の手を。

「お別れ、だね」

　猫のお姉さん……運命神ミハテは、僕がさっき使った力について、こんなふうに言っていた。




『君の身体に、君が紡ぎ、繋がった運命を一つに纏めて使う──それはしかし、人の身に余るものだ。それを使った後は、存在がその負荷に耐えきれない。ヤーフィラから弾き出され、どこの世界にも漂着できず、消滅するだろうね』




　要するに、たった一度の最期の切り札。これまで紡いできたすべてを、繋がっていくこれからの全部と引き換えに、今の我わが儘ままを通したのだ。

　悔いはない。恐れも、ない。

「シーパ。──いや、我が地界に降臨してより、その側そばにあり続けた迎むかえ人びとよ」

「……っ！」

「汝なんじは務めを、立派に果たした。その行い、大儀であった」

　僕が、彼女に残せるものは、これくらいだ。

　最初に命を救われた恩返しと、そして、悲しくない別れ。僕は天使を演じ、消滅するのではなく、天に帰るだけなのだと彼女に言う。

　ちょっぴり恥ずかしいけどね。

「汝らがしたことを、天使タツィアーノは決して忘れず、神のもとへ届けよう。これより先の未来、必ずや、汝らの行く道は、希望に照らされたものに──」

「いりません」

「────え？」

「いりません、いやです、だめです、嬉しくなんてありません！　どんなすごい神さまに認められても、そこにあなたがいなくて、何の意味があるんですか！　シーパは……神さまの祝福なんかより、あなたにそばにいてほしいです、タツミくん！」

「……おう。よぉ言ったぞ、シーパ」

　泣きながら叫んだシーパの頭を、乱暴に撫なでたのは──毒が消え、身体を《逆行》で戻してやってきた、ビヨンドレスだった。

「欲しいもんにはしがみつけ。納得するまで求め続けろ。クソッタレな運命には、断固として抵抗する──それがオレたち、レジスタンスの信条だからな」

「はい、おじいさま！」

「い、いや、二人とも──」

　僕の言葉なんて、聞いてもくれない。シーパは自分の頰をばちんと叩き、顔をあげる。

「見ていてください、タツミくん！　神さまがあなたに、戻ってこいとおっしゃるのなら──今から、その代わりの品をご用意いたします！　ええ、そうです──こういうときのために、神さまにお願いするために、シーパのちからはあるのですから！」

　離れた位置に行き、シーパは律儀にこちらへと一礼してから、唱い踊りはじめる。

　その、必死なさまといったら。いつもの楽しそうなものとも違う、どこか鬼気迫る熱量を持ったそれは、しかし意外にも、いつもよりも素早く、立派な木を生やし、果実を実らせていく。

　──そうだ。

　この舞こそは、きっと、シーパ・アトゥルルルハのはじめての──自分が欲しいものを、自分で手に入れるための、挑戦なのだ。

「なあ、タツミ」

　隣に、あぐらをかいて座り込むビヨンドレスが「いひひ」と笑った。

「オレの娘は、ええ女だろ」

「はい。惚ほれ惚ぼれしますよ」

　天に空いた穴から、地下の空洞に陽が差し込む。

　消えていく身体で、信じられないほど安らかな心地で、僕は、のびのびとした元気な舞と、空と未来に向かって伸びて行くような、木の成長を眺めていた。
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　大部分の工事は《技法アビリテイ》によって行われたが、その壁の最後の一ヶ所は、そこで生を享うけ、そこに住んでいた少年少女の手作業によって除のぞかれた。

　張りつめた静けさの中、子供たちは、顔をあげて見やる。今まで、天より遠くに感じていた街が、地続きの場所として見えている。笑いあう音を聞き、暗いトンネルの向こうに眺めるだけだった、幸福と平穏に満ちた領域へ、しかし、誰も立ち止まったまま踏み出せない。

「遠慮はいらない」

　痩やせこけた手に、重ねられる指がある。

　スーツという礼儀を形にした衣服を着る麗れい人じん、ヴィエーナ・ショートッカはしゃがみこみ、目線を重ね、落らく陽よう区くの子供に微笑ほほえみかける。

「恐れることもない。君たちが、ここに留まらなければならない理由も、どこに行ってもいけないという相手も、ヤーフィラ中を探したって見つからないぞ」

「ああ、そうとも」

　王族としての正装に身を包んだ赤色の青年が腕を振るうと、強く、優しい風が吹いた。迷いを払い、背を押す、清き大気の応援だった。

「イスサナ帝国改め、新生ラスノ王国が女王の代行、ファルファ・レプテ・ラスノが保証する。君たちの人生はここから始まり、未来はここから輝いてゆく。この国に、虐しいたげられるために生まれる存在はいないと、我ら騎士団が全力をもって約束しよう」

　主の宣言を受け、居並ぶ騎士団が剣を構え、掲げる。内ではなく外側に向けられたそれは、弱き者を守るという純然たる誓いであった。

「みーなーさーんっ！」

　そして、街のほう──かつて、特権階級の者のみが住める場所だった王都から、手を振って、呼び掛けてくる姿がある。

「おいしいごはんができてます！　いっしょに、おなかいっぱい、食べましょ──っ！」

　エプロン姿の、褐色少女──シーパ・アトゥルルルハはずらりと並べられた料理のテーブルを示し、それから軽く、唱うたを口ずさみながらステップを踏んだ。

　地面に、緑が満ちていく。硬い煉瓦を覆う、柔らかい草と美しい花のカーペット。落陽区に生まれた者は、生涯見ることのなかった色彩に、老ろう若にやく男なん女によが息を飲み、幾人かは我知らず涙を流す。

　芽め吹ぶいた好奇心が、立ちすくむ足を突き動かす。

　落陽区の人々が、一人、また一人と歩き出した。自分たちを閉じ込め続けてきた壁の跡地を越えて、その先にあった世界に立つ。

　そこで浮かんだ言葉はそれぞれで、たとえば、ある少女は、左を見て、右を見て、上を向いて、こう言った。

「──ひろい」





　　　　◇◇◇◇◇






　あの、五回目の祝祭の日。

【七の鎖を解く者セブンアンチエイナー】によるクーデターは、史上初めて、成なった。絶対なる帝王が支配する帝国は終わり、人間たちの王国が始まった。

　落陽民の解放だけでなく、改善すべき悪法はいくらでもある。既得権益にまみれていた特権階級への対処、大領主を解体しての権威返還……最強の独裁者を軸じくとした構造を正常化する忙しさの中で、その知らせは突然に、かつ、問答無用に届けられた。




　形式も形状も、届け方も様々な六通の書簡。

　ヤーフィラを支配する全七しち支し王おうからの、ラスノ王国誕生を祝うという来訪予告だった。




　三日の後に、各々の手段でラスノ王国の国境を越えんとするモノがあった。

　見たこともない魔獣が引く車、魔法の加か護ごを巡らせた帆はん船せん、邸宅を背に乗せた巨竜──共通して飾られているバナーは、七支王のみが使用を許される、七等分される円の紋章だ。

　桁外れの威圧感を放つそれらは穏当にラスノ王国入りを果たしたが……さる一角が、誰よりも早き挨あい拶さつを試みた。

　七支王の紋章を形作っていた幾万の魔法巨人ゴーレムが、突如隊列を変化させる。

　ゴーレム兵団が、真昼の只中に、夜よりもなお暗い怨えん嗟さと苦悩の叫びをあげ続ける砲弾を実体化させ、再興の活気に賑にぎわうラスノ王国王都に向けて放った。

　別次元へと消失し、命中するまで誰にも干渉できなくなる、不可避にして感知不可能の砲弾が最初の効果を発揮する──その直前であった。

　地面を突き破って現れた巨大な蛇が、呪いの砲弾を丸飲みにしてしまったのは。

　その腹から、筆舌に尽くしがたき音が響く。巨大蛇は何事もなかったかのように、砲弾の素材となって五分の四が減ったゴーレム兵団を……その中心にいる、闇色の髪、紅あかき目をした童女を睨にらみ付つける。

「へぇー。イスサナちゃんの命が感じ取れなくなったから、てっきり、管理下の神獣も消えたって思ったのに。その力、権限だけは、引ひき剝はがして奪ったんだね。……うふ。うふふふふ。いいなー。それでこそ、人間ってかんじだよね。他の七支王にとられないように、最初に唾をつけておきたかったけど……赦ゆるしちゃう。その、かわいい強欲さに免めんじて」

　幼さと、妖よう艶えんさ。相反する二つを小さき身体からだに同居させたその七支王は、頰ほおに手を当て、身をよじらせる。

「決めた。……ねえ、聞こえる？　聞いているよね。このナワバリも、セプトボカを操るキミも、ぜーったい、ボクのものにしてあげる。大丈夫、安心して！　ボクの治める国はねえ、イスサナちゃんみたいなムダのない……わざと苦しませたりなんてしないところだから！　みぃんなしあわせに、気持ちよく死ねる国だから！」

　砲弾はセプトボカが喰らって止めた。しかし、それが放たれた場所の汚染は、止めることができなかった。

　土が腐り、禍まが々まがしい沼が広がる。そのどろりとした粘液を、幼き七支王は、ゴーレムの上から寝そべりつつ手を伸ばし、掬すくって飲み、薄布をいくらか巻き付けただけの身体の、露出した腹に塗りたくる。

「そうそう。キミらがやっつけた剣帝だけど、あれ、ボクらの中じゃあいっちばん格下の最弱よわよわな王さまだったから！　セプトボカ程度の力だと、六人の誰の足元にも及およばないから、調子に乗らないでね！　それじゃまた後で、お祝いの会場で会おう！　約束だよ！　きゃは、きゃははは、きゃっはははははははははははははははははっ！」

　幼き暴君が哄こう笑しようする。その足元に広がる呪じゆ詛その沼は、彼女が浸ひたした指の先から吸い込まれ、そして、再び幾万ものゴーレムとして構成されると、兵団は再び王都に向けて進行を開始した。





　　　　◇◇◇◇◇






　──大蛇の目を通し、ゴーレム兵団の進行を見送った僕は、同期を切って帰ってくる。

「……やれやれ。どいつもこいつも一筋縄じゃいかないってことか、七支王」

　身体を起こして、周囲を見渡す。

　ミハテ村の静かな裏山、穏やかな自然が一望できる切り立った崖の上で、特大の溜息を吐ついた。

「こういうの、なんて言えばいいのかな。一難去ってまた一難？　それとも──」

『自業自得、というのはどうだい』

　背後から声がした。運命神ミハテの声だ。

『君が行った決断、望んだ選択から派生した、正当で混こん沌とんな現在だ。はてさて、これよりヤーフィラの運命は、どのように掻かき回まわされるだろう。楽しいねえ。面白いねえ』

「あのですね。前にも言いましたけど、僕はただ、平穏な生活がしたいだけです」

『ほー。贅ぜい沢たくを言うじゃないか、そんな力を持っておいて』

「望んだわけじゃありません。僕だって驚いているんです。イスサナを倒したせいか、あの地下で、あのタイミングでシーパの力を受けたのが原因か。失われた部分をセプトボカで補うなんて、予想もしていませんでした」

　こちらとしては複雑な気分である。弱りに弱って、首一本しかなくなったとはいえ、神獣の力を得てしまった僕は、お役御免にしてもらうわけにはいかなくなってしまったのだから。

　安あ能のう辰たつ巳みは、今、異世界マフィア【タツィアーノ・ファミリー】のドンであり、そして、秩ちつ序じよと調停を司つかさどる蛇の使い手なのだった。

『はははは。お気の毒様だが、こうなったら覚悟を決める他はないね。望んでいなかったものだろうと、得たものは何であれうまく使うといい。君が君の望む平穏を手にいれたいと願うなら、それは、とことんやり抜いて──七つの鎖を解ききった、その先にしかないようだから』

「ちょっと。他ひ人と事ごとだと思って、そんなに気楽に──」

　抗議を言いながら振り向いた先には、勿もち論ろん、誰もいない。今の声が、本当に運命神のものなのか、それとも、僕の意識が形作った幻聴なのかの区別もつかない。

　……ほんの少しだけ、すべてを投げ出して、どこか遠くへ旅に出る、甘くて魅力のある妄想が頭をよぎる。地球からこちらへやってきたみたいに、新天地は、きっといつだって、どこにだってあるだろう。

　ぼんやり考えていると、遠くから呼ぶ声がした。

　坂の下から、シーパが手を振ってきていた。

[image: ]

「……ああ、いや。新天地はもう、いらないな」

　僕はもう、得てしまった。一人ではないし、自分よりもしあわせにしたい誰かがいる。

　なら、この状況で踏ん張るしかない。望む理想が遠かろうと、回り道であろうと、置いていけないものがあるのだから。

　やってきたシーパが、申し訳なさそうにもじもじと、上目使いに問いかけてくる。

「隣に座っていいですか、タツミくん？」

　頷うなずいて手招きすると、シーパはおずおずと腰を下ろして身を寄せた。

　まもなく、六人の王がやってくる。新しい面倒事が鎌かま首くびをもたげる。

　けれど、この瞬間だけはどうでもいい。

　僕は彼女の手を握り、彼女は僕の肩にもたれて、勝ち取った今を嚙かみ締しめる。

「シーパ」

「はい」

「いい気持ちだね」

「ええ、本当に」

　空は晴れ、風は穏やか、地に緑。足りないものが何もない。

　僕と彼女は揃そろって少し目を閉じる。遠く聞こえるケモコヒツジの声に耳を傾け、世界を吸い込むように呼吸する。

　透明で、澄みきった、涙の出そうな味がした。






あとがき






　ここまで読んでくださった方、あるいはこれからお読みになられる方、ありがとうございます。この巡り合わせにまず感謝を。

　今作、『マフィアの落らく胤いん、異世界ではのんびり生きたいのでファミリーを創る』ではざっくりと【望んでいない・拒こばんでいた力を持ってしまっていた少年が、守りたいと抱いた少女のために戦いを決意する】──そんなお話を書かせていただいた次第でございます。いぇいいぇい。

　現在はファミ通文庫大賞として新生した、最後のえんため大賞にて受賞した前作『侵略性外来種『勇者』』では好き勝手をやり、今回は作家として初めての「打ち合わせでプロットを立て、ＧＯサインののち執筆する」作品でありましたが、結局今回も自分の趣味ややりたいことをズバーッとやらせてもらい、ありがてえやらもうしわけねえやら。

　年下母性褐色ヒロイン！　イケメン騎士！　一癖ある秘書！　剣しか知らないお母さん！　絶対者が統すべる帝国！　暗躍するレジスタンス！　恐れられる主人公！

　そんな、個人の空想を煮詰めて煮詰めて生まれた今作に楽しんで趣味に共感していただけたなら、それに勝る喜びはありません。

　この本がどうか、あなたの良き時間となれますように。

　殻から半なかひよこでございました。
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